
    
      



    

  









    
      ＭＦ文庫Ｊ

竜王女は天に舞う４

Toy Box ～first part～

北元あきの



    

  
    
      口絵・本文イラスト●近衛乙嗣



    

  
    
      Ｃｏｎｔｅｎｔｓ



＊　第一章

＊　第二章

＊　第三章

＊　第四章

＊　第五章

＊　断章



    

  
    
      
第一章



　厚いブーツの底に付着した血が、床を踏み締める度たびに音を立てた。

　真っ赤な足跡を残しながら、男は一分の隙すきもなく廊下を進んだ。

　事前に報告を受けていた施設というよりは、そこはごくありふれた邸宅だった。高い壁に囲まれた庭があり、小高い丘の上に館やかたが鎮座していた。包囲することも、突入することも、彼と鍛きたえ上げた部下たちにしてみれば造作もないことだった。

　右手に構えた機関拳けん銃じゆうを木製のドアに向け、男は表情一つ変えずに引き金を絞った。

　猛烈な勢いで弾丸が吐き出され、全すべての銃火がほとんど同時に瞬またたく。

　弾倉が一瞬で空になり、ドアには十数発の弾だん痕こんが穿うがたれた。

　闇やみ色いろの戦闘服のベルトに捻ねじ込んでいる新しい弾倉に交換するなり、男はドアを蹴け破やぶった。再び引き金を絞る。

　品のいい調度品や絵画で飾られた部屋が薙なぎ払われ、散弾銃を構えていた若い男が仰のけ反ぞり倒れた。血ち飛沫しぶきが舞い、白いカーテンにべっとりと染みをつくる。

　男は続けざまに隣の部屋に続くドアに向けて機関拳銃を掃射した。

　ドアの向こうから短い悲鳴が聞こえた。

「親おや梟ふくろうより子こ梟ふくろう各位、状況を報告しろ」

　男は隣の部屋の死体を確認しながら、無線に呼びかけた。

　苦み走った低い声。眉み間けんには深い皺しわが刻まれ、短く刈り込んでいるブラウンの髪や蓄えている口ひげには白いものが交じっている。六〇を過ぎているだろうが、鍛きたえられた体たい躯くはがっしりしており、ピンと伸びた背筋は決して背が高くない男を大きく見せていた。

　そして、身に纏まとう厳格な空気がその存在に重さを与えていた。

『子こ梟ふくろう一より親おや梟ふくろう。目標を制圧。殺害三。負傷なし』

『子梟二より親梟。目標を制圧。殺害一。負傷なし』

『子梟三より親梟。目標を制圧。殺害四。負傷一』

『子梟五より親梟。所定の位置にて待機中。子梟六との同期幻視完了』

　次々と入ってくる報告を聞きながら、彼は歩を進めた。

「突入した子梟は死体の数を情報と擦すり合わせろ。待機中の子梟は同期幻視完了後、方陣魔術の発動に備えよ」

　血ち溜だまりを踏み締めると、男は機関拳けん銃じゆうの弾倉を交換してベルトに捻ねじ込んだ。戦闘服のポケットから煙草たばこの箱を取り出し、無造作に一本を咥くわえる。

　オイルライターで火を灯ともし、彼は目に沁しみる煙を吐き出した。

　部屋に充満する血と硝しよう煙えんの臭においは、彼になんの感想も抱かせなかった。この施設の人間を皆殺しにすることが目的ではないが、結果としてそうなるだろう。

　足元にわずかな違和感を覚え、男は思案することもなく大振りのナイフを抜き放った。絨じゆう毯たんを引き裂き、床に仕掛けられた地下への鉄扉を剥むき出だしにする。

　厳重な金庫のような取っ手を回して鉄扉を開けると、ずっと奥深くに階段が続いていた。

　男は顎あごを軽く撫なでると、無線の向こうにいる部下たちに告げた。

「親梟より子梟各位、施設の入口を発見した。これより対象に接触する。目的達成の後は速やかに撤収し、私の合図で方陣魔術を発動しろ」

　男は咥えていた煙草を最後に大きく吸うと吐き捨て、血ち塗まみれの靴底で踏み躙にじった。

「痕こん跡せきを一切残すな。この施設ごと薙なぎ払い消し炭にしろ」



◆◇◆◇◆



　シグ・ヘンケルスが寝返りもろくに打てないソファの上で目を覚ますと、金色の双そう眸ぼうが顔を覗のぞき込んできていた。三〇センチくらいの距離で、彼女は目を丸くして固まっていた。

　普段はあまり見ない表情だったので、シグはどこか新鮮な気持ちになった。

　いつもと変わりない朝だ。窓からカーテン越しに差し込む陽光が彼女の白銀の髪を照らしていた。紫陽花あじさい色いろのリボンで一ひと纏まとめにされた、ぴょこんとしたポニーテール。膝ひざ裏うらまである髪の先まで、光を反射してきらきらと輝いている。

「……？」

　彼はようやくいつもと違うことに気づいた。目が覚めたら、すぐそこにルノアの顔があるのがいつもの朝なわけあるか。

「おわ！」

　シグは遅まきながら悲鳴を上げた。反射的に身を起こし、ごちん、と派手な音がして目の前が暗くなる。思い切りルノアの額ひたいに頭をぶつけたのだ。痛みに涙が滲にじんだ。数秒の間ソファの上で苦痛に耐えたあと、彼はようやく目を開けた。

「なにをやってんだ、お前は」

「い、いきなり起き上がるな、バカ！」

　額を押さえてうずくまっていたルノアが、涙目になって抗議してくる。

「貞操の危機を感じたら起き上がりもするわ」

「誰だれがそんなことをするか！」

　ルノアがわずかに頬ほおを赤くしながら、わたわたと拳こぶしを振り回した。

　眉み間けんにきつく皺しわを寄せて睨にらんでくる。

「ちょっ、やめ、危ないだろうが」

「知るか！」

　彼女の拳をどうにかかわし、シグはソファから脱出した。

　寝ね癖ぐせのついた黒髪を触り、小さく嘆息する。

　狭苦しい自分の部屋。二部屋あるにも拘かかわらず、居い候そうろうたちに領土争いで敗れたためソファで寝起きをする始末だ。

「まったく、なんでこうなった？」

　天井を見上げて独りごちると、シグは少し落ち着いたらしいルノア・ローゼンタールに向き直った。またの名を居候一号。足癖と酒癖が悪い暴力女だ。

「今、なにかろくでもないことを思ったな」

「お前は心眼使いか……！」

　シグは半歩後あと退じさった。

　そのまま狭い部屋に窮きゆう屈くつに納められている椅い子すに腰掛ける。床に転がっていた脱ぎっ放しのブーツを履きながら、彼はむっつりとしているルノアを見上げた。

　彼女は白いシャツに黒いズボンという色気もなにもない出いで立たちだった。ズボンはシグのものなので裾すそを何回か折り曲げている。

　今はその上からチェック柄のエプロンを身につけていた。

「わたしはただ、朝食ができたから起こしてやろうと思っただけだ。別に寝顔を見ていたりとかしないしないしない。しないぞ」

　ルノアは両手をエプロンの裾で擦こすると、最後は消え入るような声になっていった。

「朝食……だと？」

　シグは息を呑のんで動きをとめた。

「そう、朝食だ」

　どことなく彼女ははにかんだ。

　第四帝国から帰ってきてからこっち、ルノアは料理に目覚めたようだった。毎日のように食材を買い出しにいっては試行錯誤して食卓に料理を並べてくれる。

　だが、いかんせん彼女の料理は見た目も味もいいところは一つもないのだ。

　それでも今までは夕食だけだった。朝はシグが作っていた。それが、朝食もだと!?

　シグは怯おびえるウサギよろしく、椅い子すの上で膝ひざを抱えて小刻みに震えた。

「る、ルノアさん。ちょっと今日は身体からだの調子が――」

「安心しろ。問題ない」

　震えるシグを無視して、ルノアは朗ほがらかに笑った。

「料理を出す前提が安心っておかしいだろ！」

「わたしは今までの失敗から気づいたのだ。これまでは色々と複雑なことをやろうとしすぎていた、と」

「人の話を聞け！」

「数種類の材料と調味料の組み合わせがわたしを惑わせていた。包丁も剣に比べて使いにくいし。盛りつけの彩りとかはよく分からないし。シグの教え方は下へ手たくそな上に身体にべたべた触ってきていやらしいし」

「まて……！　最後だけなんか違う！」

　色々と言いたいことがありすぎて、シグはとりあえずはそれだけを叫んだ。

「とにかく！」

　ルノアはわざとらしく咳せき払ばらいすると、シグに向かって胸を張った。

「今回こそ絶対、絶対、絶対、大丈夫だ」

「親父おやじが言ってた。同じ言葉を繰り返す奴やつは信用できない――」

「そんなことはない。痛くしないぞ」

「あたりまえだ。お前は俺おれになにを食わせる気だ」

「うるさい！」

　ルノアの目がぎらりと光る。

「大人おとなしくまっていろ。逃げたりしたら殺すからな」

「……はい」

　ぴしゃりと言われて、シグは口を噤つぐんだ。ほとんど凶悪犯の脅迫だ。

（そうは言っても、食べてやらないと拗すねるしなあ）

　彼女はあれで色々と複雑で繊細なのだ。

　椅子の上で膝を抱えたまま、シグはキッチンへと向かったルノアの背中を見た。ポニーテールがぴょこぴょこと揺れて実に愛あい嬌きようがある。本人も見習ってほしいものだ。

「援軍はこない、か」

　部屋に鎮座している大きなベッド。そこの住人は朝が弱いせいで起きてくる気配はなかった。ここはもう覚悟を決めて一人で食べるしかない。

　シグが腹を決めると、キッチンからルノアが白い皿を持って姿を見せた。〈海うみ猫ねこ亭てい〉というカフェで給仕としてアルバイトをしているだけあって、なんとなくさまになっている。

「めしあがれ」

　卓上に置かれた皿には、トーストされたパンが載っていた。そして、無造作に玉子が挟んである。彼女の言葉どおり、恐ろしくシンプルだった。

「無骨にもほどがあるが、玉子サンド……だな」

「うむ。思う存分味わうがいいぞ」

　テーブルを挟んで正面に座ったルノアが、視線を投げかけてくる。いつものように自信満々な態度を取りながら、瞳ひとみには不安げな光が宿っている。

「い、いただきます……」

　シグは震える手を玉子サンドに伸ばし、だが今回は見た目は大丈夫そうだと思った。

　今までは外見からして危険な空気が漂っていたものだが、さすがにここまでシンプルになれば異次元の料理にすることはできなかったか……！

（ええい、ままよ！）

　一気に頬ほお張ばる。そして、後悔した。しまった。なぜ食べる前にコーヒーを用意しなかったのだ。これは失態だ。胃に流し込めない。朝っぱらから気絶するなんてことになったら――そんな考えが刹せつ那なのうちに脳裏を駆け巡り、

「――あれ？」

　シグは気の抜けた声をもらした。

　手にしている玉子サンドをしげしげと見つめる。普通だった。普通に食べられる玉子サンドだった。しっかりとパンも焼けているし、玉子にも味がついている。

「マジで？」

　驚きよう愕がくに目を見開き、シグは小刻みに身体からだを震わせた。

「神の奇跡は本当にあったのか……！」

「なにを言っている？」

「いや、なんでもない。気にするな」

「き、気にするだろう。味の感想を言え」

　ルノアはそわそわしていた。どうやらいつものように食べた瞬間に断末魔を上げなかったので期待しているらしい。

「いや、普通――」

　そこまで言って、シグは逡しゆん巡じゆんした。不ま味ずいわけではないが美う味まいわけでもないこの玉子サンド。いや、ルノアが作ったと考えれば奇跡的な出来栄えだ。そこを一般の感覚に照らして普通と断じてしまうのはあまりにもかわいそうではないか？　彼女は彼女なりに、努力はしているわけだし。

　なので、シグは言葉を切らずに続けた。

「――に美味い、と思う」

「そうか！」

　ルノアは勢いよく椅い子すから立ち上がった。ぱっと表情を明るくして、胸の前で握った拳こぶしを何度も上下に動かしている。見るからに嬉うれしそうだった。

　彼女は興奮した様子で何度も「よしよし」とつぶやいてから、大きく深呼吸した。

「大おお袈げ裟さな奴やつだなあ」

「うるさいな。今まで散々バカにされたが、これでもうなにも言わせないぞ」

「まて。これで今までの人体実験が帳消しだと……？」

「わたしは機嫌がいいから今の暴言は不問に付してやろう」

　ルノアは褒ほめられたことがよほど嬉しいのか、笑いを噛かみ殺しながらシグを見た。なにかに気づいたらしく手を伸ばしてくる。

「ついてるぞ」

　シグの口元についている玉子を指で拭ぬぐい、彼女はそのまま指を咥くわえた。咥えたまま自分がなにをしたのかを理解して、ぴたりと動きをとめる。

　ルノアは耳の先まで真っ赤になった。

　シグは突然のことにぽかんとしていた。

「いや、これは、その――」

　彼女は指を咥えたままもごもごとつぶやき視線を逸そらした。

「――さ、サービスだ。ありがたく思え」

　最近、ルノアの表情は以前よりも豊かになった。少なくとも二人の時の雰囲気は随分と柔らかくなった――ような気がする。そんなことを思いながら、シグは残った玉子サンドを片づけにかかった。



    

  
    
      



    

  
    
      「サービスついでに、コーヒーでも入れてくれたりしないのか？」

「む。入れてやらなくもないぞ。ありがたく思え」

　ルノアは唇を尖とがらせていたがまんざらでもなさそうだった。朝食を作ったと聞いた時には朝っぱらからなんの拷ごう問もんかと思ったが、どうにか平和に一日がはじまりそうだ。

　これからは褒ほめて育てよう、とシグは密ひそかに思った。

「シーくぅぅぅぅぅん……！」

「おわ……！」

　部屋に響いたおどろおどろしい声にびくりとする。

　声の主はすぐに分かった。いつからそこにいたのか、隠れるようにしてこちらの様子を窺うかがっているシャルロッテ・ファーバーカステルだった。赤い縁の眼鏡めがねをかけた目を半眼にして、どす黒いなにかを全身から発している。

　彼女は音もなくシグに詰め寄ると、玉子サンドを奪い取った。

「わたしがちょっと目を離した隙すきに、なにを二人でいちゃいちゃと！」

「ロッテ、冷静になれ……！　ただ朝食食べてるだけだろ！」

「それはこっちの台詞せりふです。シーくん、冷静になってください」

「え、俺おれ？　俺の方？」

「ええい、こんなもの！」

　シャルロッテは恐ろしい勢いでがつがつと玉子サンドを平らげた。

「あ……」

　その様子をぽかんと見ていたルノアがどことなく悲しげな声をもらす。

「ふう……危なかったですね。これは巧妙な罠わなです」

「罠？」

「料理で篭ろう絡らくして、次はわたしも食べて、という古典的な罠です。このむっつり女の！」

「誰だれがむっつり女だ！」

　シャルロッテに指さされたルノアが力の限り叫んだ。だが、彼女はそれを無視してシグに詰め寄った。両腕を胸元で組んでいるせいで、ただでさえ大きな胸が強調されて白い制服がはちきれそうだ。

「まあでも、シーくんも健全な男の子。朝からどうしてもしたいというのならわたしが一肌でも二肌でも脱いであげますから――って、どうしてグーをつくるんですか？」

　頬ほおを赤く染めて照れ照れと上目遣いをしてくる幼なじみの頭に、シグはとりあえず軽くゲンコツを落とした。

　シャルロッテが制服の帽子を押さえてうずくまる。いかにも真面目まじめで優等生然としているくせに、彼女は喋しやべると全すべてが台無しだった。

「家族同然の幼なじみへのなんという近親暴力。結婚したらＭ奴隷に調教されます」

「めそめそしながら妙なことを口走るな」

　シグはシャルロッテを捨て置いてルノアを見やると、彼女は憮ぶ然ぜんとした表情だった。

「わたしはもう〈海うみ猫ねこ亭てい〉にいくからな。終わる時間になったら迎えにくるのだ。それから稽けい古こをつけてやる」

　上機嫌はどこかに吹き飛んだらしく、ルノアは脱ぎ捨てたエプロンを投げつけてきた。

「おい……迎えって、勝手に決めるな」

「五時だぞ」

　頼んだコーヒーなど入れてくれるわけもなく、ルノアは出ていってしまった。

　シグはその背中を見送るしかなく、どっと襲ってきた疲労感にこめかみを押さえた。うずくまったままのシャルロッテに声をかける。

「ってか、どうやって入ってきたんだよお前は」

　部屋の鍵かぎは閉めたままだったはずだ。すると彼女はちらりと銀色の鍵を見せた。

「この前、こっそりと合鍵を作りました」

「おい、それはもうほとんど犯罪……！」

「人聞きの悪いこと言わないでください。たまに忍び込んでシーくんの洗濯物を拝借するくらいです！」

「まて。なんに使う」

「んふ。知りたいですか？」

　シャルロッテは立ち上がり、くふくふと含み笑いをもらした。

　シグは問答無用で合鍵を奪い取ると、

「ちょいな――――っ！」

　渾こん身しんの力でもって窓の外に投げ捨てた。

「ああ……！　わたしの努力の結晶が」

「とりあえず鍵を交換してくれる業者を探さないとな」

「そしてちょー冷静な対応！」

「で、こんな朝からなんの用だよ」

「なんの用だとは随分ですね。明日は追試の本番だから、最後の追い込みのために眼鏡めがねっ娘この美人家庭教師がやってきてあげたんですよ」

　得意げに眼鏡を持ち上げて、シャルロッテが胸を張る。

「あー……そういやそうだった」

　シグは〈竜の箱庭〉を卒業するのに必要な単位を一つ取れていないので追試を受けなければならないのだ。『魔術史Ⅱ』という暗記がモノを言う科目で、第四帝国への実地講習などがあったせいで延び延びになっている。

「見てください。シーくんのために予想問題集を作ってきました」

　シャルロッテはたすき掛けにしているカバンからノートを取り出した。

「これで一いち夜や漬づけすれば絶対に大丈夫なのです」

「それは助かる――って、抱きつくな！」

「使わせてほしければちゅーしてください。ちゅー」

「お前はとりあえず恥じらいというものを一いち夜や漬づけで覚えてこい」

　腕を取ってわざとらしく唇を突き出してくるシャルロッテを、シグはぐいぐいと引ひき剥はがした。これから教室なり図書館なりで予想問題集とやらの中身を詰め込まねばならないが、その前にもう一人の居い候そうろうに留守番を頼んでおかねばならない。

「おい、リラ」

　部屋の大半を占拠しているベッドの主に声をかけるがまったく反応はない。シーツの膨らみがもぞもぞと動くのみだ。

「たまには昼前に起きろ」

　シーツを引っぺがすと、リラ・フィオーレが猫みたいに丸くなっていた。シグの黒いシャツを寝巻き代わりにして羽織っており、ほっそりとした美脚が太ふと腿ももまで露あらわになっていた。捲まくれたシャツの裾すそから下着がちらちらと見え隠れするのが目に毒だ。

「なーにーよー……」

　うっすらと目を開けたリラは、むくりと身を起こした。今日は珍しいことに、腰まである黒髪に寝ね癖ぐせはあまりついていなかった。身を起こしたはいいが彼女は完全に寝ね惚ぼけ眼まなこで、ふらふらと前後に揺れていた。

「ちょっと出てくるから留守番しといてくれ。多分、夜まで帰らないからな」

　リラはベッドに倒れ込んだ。

「寝るなというに」

　シグはカーテンを開けて陽光を部屋に招き入れた。

　光に照らされてリラがうめき声をもらす。さながらおとぎ話に出てくる吸血鬼のようだった。彼女はしばらく光を避けるようにごろごろしていたが、観念して身を起こした。

「うー……またあたしを放ほっといてどっかいく気なのね。別にいいわよ。買い物でもしてぶらぶらしてるわよ。シグのバーカ」

　まだ寝惚けてはいるものの、先程よりは覚かく醒せいしたようだ。

　シグは手近にあった紙の束を掴つかむと、リラの眼前に突きつけた。

「留守番してもらうにあたって、お前に言っておくことがある」

「……なによー？」

「俺おれの名前で買い物をするな！　見ろ、この請求書の束を！」

「だって。あたしの貯金もうないし」

「だってもなにもあるか！　俺を破産させる気か！」

「うっるさいわねえ。あんたはあたしのマネージャーなんだから必要経費よ。リラ・フィオーレが安っぽい服なんて着れないじゃない？」

　ようやく目が覚めてきたらしいリラは、金色の瞳ひとみに強い光を灯ともして言い切った。

　彼女は〈黒い歌姫〉と呼ばれた有名なアイドル歌手である。今は公に活動しているわけではなかったが、シグは一方的にマネージャーということになっている。

「庶民派になれ！」

「これ以上庶民派になってどうすんのよ。ただでさえこんな狭い部屋に住んでるのに」

「一番占領してるお前が言うな！」

「シーくん、こんな聞き分けのない女は成敗しましょう。今すぐに」

「出てくるなややこしいから」

「ひーん。シーくんが冷たいです」

　シグはずずいと前に出てくるシャルロッテの首根っこを掴つかんで後ろに引き戻した。

「だいたいねえ。あんたがあたしを蔑ないがしろにするからでしょ。毎日毎日どこに出かけてるのか知りませんけど。寂しいあたしは買い物でもして気を紛らわせるしかないのよ。なんてかわいそうなあたし。でもまあ、あんたがどうしてもっていうなら、一日くらいつき合ってあげないこともないわよ」

　リラは露骨に不満げな表情をつくって長い脚をぱたぱたさせた。言葉は棒読みで、ちらちらと視線を投げかけてくる。

「分かった、分かった。なんにせよ明日の追試が終わってからだ」

　後頭部をくしゃくしゃとやって、シグは言った。

「そしたら一日つき合っていただけますか、お姫様」

「うむ。よろしい」

　リラの機嫌はよくなった。

「よろしくありません！」

　シャルロッテの機嫌は悪くなった。

「なにを堂々とシーくんを誘惑してるんですか。神が許してもわたしが許しません！」

「はっ、なんでいちいちあんたの許しが必要なのかしら。だいたいあんたは毎日毎日シグと一緒にいるじゃないのよ！」

「でもでも、シーくんはどれだけ据すえ膳ぜん置いても食べてくれないんです！」

「それはそう！」

「おい、お前ら……」

　話が妙な方向に向かいつつあるようだったので、シグは無意識に二人から距離を取った。

「どうしたらいいんでしょうか。もう普通にやっていては埒らちが明きません。こう、もっと、特殊な性癖の持ち主なんだとしたら納得もいくのですが。たとえば――」

　シャルロッテはこそこそとリラの耳元でなにかを囁ささやいた。リラの顔が真っ赤になって、シグに射い殺ころすような視線を向ける。

「変態……！」

「まて。なにを言われた」

「あるいは――」

「ロッテ、分かった。もうやめろ。頼むからやめてくれ！」

　シグは頭を抱えて悲鳴じみた声を上げた。だが、シャルロッテにさらになにかを吹き込まれたリラが、底冷えする声で無情にも言い放った。

「ど変態……！」

「だから、お前ら、人の話を聞け！」

　肩で息をするシグは、二人からの視線に耐えきれずに死にたい気持ちになった。冤えん罪ざいというものはこうも簡単に生まれるものらしい。

　シャルロッテが勝ち誇ったようにリラに告げた。

「でも、わたしならどんなプレイでも大丈夫ですが。もちろん」

　まったく救いにもならなかった。

　シグはシャルロッテの頭に、本日二発目のゲンコツを落とした。
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　ルクセンブルク家の裏庭。〈竜の箱庭〉の旧市街にある公共安全委員会の庁舎を意味する言葉だ。〈竜の箱庭〉創設以来、委員会を世襲で仕切ってきたルクセンブルク家に対する畏い怖ふと皮肉が込められた言葉。

　ルッツ・シュタイフはその厳いかめしい庁舎の四階にいた。まち合いスペースにある横長の硬い椅い子すに座り、部署名の記されていないドアを凝ぎよう視しする。レニ・ルクセンブルクの部屋だった。彼をはじめとした旧ザウエル教室の面々の担当講師であり、公共安全委員会の裏の顔である非常連絡局に身を置く女。

「なんの因果か」

　彼は息を吐くと同時に掠かすれる声でつぶやいた。鮮やかな金髪をうなじの辺りで括くくり、映画俳優かモデルのような整った眉び目もくをしている青年だったが、今はどこか疲れている。

「またせたわね」

　不意に聞こえた陰いん鬱うつな声に、ルッツは顔を上げた。

　いつの間にか、レニが眼前に立っていた。胸元が大きく開いたタイトなスーツ姿。左ひだり脇わきに大量の資料を抱え、右手にコーヒーが入った紙コップを持っている。

「いいえ」

　ルッツはわずかに笑って立ち上がった。大たい抵ていの女性ならそれだけで落とせてしまいそうな微笑だったが、〈鳴かない雌めす犬いぬ〉の異名で知られる眼前の女は別だった。

　シニヨンにしたブラウンの髪と、暗い光が灯ともっているブラウンの瞳ひとみ。右の眉まゆから右みぎ頬ほおにかけて大きな傷が走り、黒い眼帯が右目を覆っていた。上品だが化粧気のない顔のせいで、その眼帯と両手の白い手袋だけがやけに印象に残る。

「またぞろ厄介な仕事ですか」

「開けてくれるかしら？　廊下で立ち話というわけにもいかないでしょう」

　ルッツは両手が塞ふさがっているレニに代わって、しばらく凝視していたドアを押し開いた。

　本来ならここには『特別高等分室』とでも記されているべきだろう。公共安全委員会非常連絡局にあってどこの命令系統にも属さない、ルクセンブルク・ネットワークと呼ばれる独自の情報網を持つ対敵諜ちよう報ほう・防ぼう諜ちよう機関。

　レニは部屋に入ると抱えていた資料を机上に放ほうり出だし、コーヒーを一口だけ飲んだ。積み上げられている資料の束から目当てのファイルを探し出し、

「あなたに仕切ってもらいたい事案があるわ」

　ルッツは軽く肩をすくめた。なし崩し的にレニの組織に関かかわることになったとはいえ、彼はルクセンブルク教室の他ほかの生徒のように彼女の特別高等分室に所属しているわけでもない。もっとも、第四帝国の一件で委員会の上層部には推薦状が上がっているらしいが。

「そんなことだろうとは思いましたよ」

　彼は差し出されたファイルを受け取ったが、中身を見ようとはしなかった。

「僕は他の生徒とは違って先生の部下というわけではありませんよ」

「それはそうね」

　レニは引き出しを開けて葉巻を取り出すと、専用のカッターで吸い口を作った。ガスライターで葉巻に火を灯ともすと、彼女は優雅に脚を組み、濁にごった隻せき眼がんでルッツを見据えた。

　冷え冷えとして震え上がりそうな眼光だったが、ルッツは平然としていた。

「だからこれは命令じゃないわ。お願いよ」

「お願い、ですか」

　随分とかわいい言い方に苦笑する。

「私のお願いを聞いてくれたなら、あなたにいい報しらせを聞かせることができる」

「なるほど。取り引き、ですか」

「あなたの進路希望通り、一帝の帝都警察に推薦してもいい」

　レニは薄く笑った。まるで悪魔のようだった。こう言われては断れない。ルッツには〈竜の箱庭〉を卒業したあとは、妹がいる第一帝国に帰らなければならない理由がある。

「ただし、特高への推薦は取り消さない。分かるわね」

　現地に身を置く工作員。ルクセンブルク・ネットワークの一部。協力者を獲得し、運営する〈竜の箱庭〉の公安魔術士。彼女はそうなれと言っている。

「人にはね、二種類の生き方しかないのよ、ルッツ」

　レニは葉巻を灰皿に置くと、世間話でもするかのような気楽な口調で告げた。

「誰だれかに飼われるか、嫌がって野の垂たれ死ぬか」

　濁った隻眼が再びこちらを見据えてくる。

「決めなさいな」

　世の中には野垂れ死にしない奴やつもいるが、それは本当に強い信念や志を持った選ばれた者だ。彼女の言っていることは正しいのだろう。なぜなら、彼女自身も誰かに飼われている。大半の人間は、いつかは気づくものだ。自分は選ばれた者ではないのだと。

　ルッツは胸に覚える苦々しい感情を押し殺した。

「一帝に戻してもらえるなら……やりましょう」

　その答えにレニは満足したようにうなずいた。

「そんな大層な事案というわけでもない。委員長から直接に下りてきたから着手しないわけにはいかないというだけよ。本来はうちがやるような事案ではないわ。旧ザウエル教室で着手しなさいな。あなたの仕切りでね」

「シグとシャルロッテを？」

「そうよ。特高の面子めんつを出すほどのことでもない。あの二人ならそこそこ使えるし、編成も組みやすい。今からまったく新しい編成を組むのはナンセンスだわ」

「ちょっとまってください。あの二人をこれ以上使うのはやめてもらえませんか。こうなったからには僕はともかく、シグとシャルロッテは先生の組織には上げないでしょう」

　以前の第四帝国での仕事は、まだルクセンブルク教室としての実地講習という名目があった。だが、今回は単にこちら側の都合だ。それに、シグはいずれ〈竜の箱庭〉を飛び出すだろう。彼の父親がそうだったように。

　シグ・ヘンケルスはひょっとしたら野の垂たれ死にしないかもしれない。そう思えるから、ルッツは彼のことが好きだった。自分にないものを持っている気がするのだ。

　だからこれ以上、こういうことに巻き込みたくはない。

「そういう甘さは命取りになるわよ。必要とあれば、使えるものはなんでも使う。親兄弟、恋人、友人、飼い犬、なんでもね」

　レニは灰皿に置いてあった葉巻を咥くわえた。

　その声は擦すり切れていて、まるで亡者のようだった。

　ルッツは改めて、目の前にいる女の得体の知れなさを理解した。〈竜の箱庭〉の裏の裏、特別高等分室を仕切るルクセンブルク家の娘――

「ならルッツ、特別にもう一ついい報しらせを聞かせましょうか」

　ゆっくりと紫煙を吐き出し、レニは薄く笑った。

「あなたの妹をもっといい病院に移すこともできる」



◆◇◆◇◆



　二度寝して目が覚めたら、もうお昼を回っていた。

　リラはむくりと起き上がると、大きな欠伸あくびとともに猫みたいに伸びをした。目め尻じりの涙を拭ぬぐい、しばらくの間ベッドの上でぼんやりとする。

　シグはシャルロッテと追試の勉強に出ているし、ルノアは〈海うみ猫ねこ亭てい〉でのアルバイト。部屋には彼女一人だけで、ひっそりとしたものだった。

「うー……お腹なか空すいた」

　のそのそとベッドの上で着替えをはじめる。寝巻き代わりにしているシグの黒いシャツを脱ぎ捨てると、壁に立てかけている姿見に自分の姿が映っていた。

　さり気なく腕を組んで胸を寄せて上げてから、リラはほっそりとした顎あごを引いて表情をつくってみた。艶つややかな黒髪と白い肌がコントラストを描き、ほとんど無駄のない身体からだの曲線は見事なものだった。

（いい女じゃん）

　さしあたりあの二人に負けてはおらんな、と彼女はうなずいた。シャルロッテは反則みたいな胸の大きさだし、ルノアは背は低いけどあれはあれでスタイルはいいのだ。けど、自分だって悪くないぞ。いわゆるモデル体型というやつ？

　そんなことを思ってから、急に恥ずかしくなって顔を赤くする。

「別にあいつにどうこう思われたいわけじゃなくて」

　とはいえ、魅力がないと思われているのはそれはそれで癪しやくなのだ。

　リラは鏡から目線を離していそいそと服を着た。黒を基調にした上下に、さり気なくお洒落しやれなアクセサリー。髪をきっちりとセットして、鏡の前で笑顔をつくってみる。

「シグのバーカ」

　第四帝国から帰ってきてからも、シグとリラの距離感はあまり変わっていない。それは彼女だけではなくて、シャルロッテにしてもルノアにしても同じだった。

（ルノアは違うか）

　女の勘だとかそういうものではなく、傍はたから見ていれば第四帝国から帰ってきてからのルノアがシグのことを前以上に意識していることは明らかだった。こうなってくるとシグが誰だれに対しても一定以上の関係性から踏み込まないことにほっとする。

　ルノアとシグは手に手を取って舞踏会を踊るパートナー。同じ七分の一にされた〈血ち塗まみれの竜王女〉でも、踊ることをやめてしまった自分とは違う。自分にはないつながりを持っている。だからなのか、彼女には全部を持っていかれてしまうような気がする。シグが最後の最後には彼女を選ぶような気がする。

　最初はそれでもいいと思っていたのに。七人のうちの最後の一人としてルノアに殺されるその日まで、シグと一緒にいられればよかった。でも、今の自分はきっと納得できないんじゃないかと思う。

　それが怖かった。自分は約束を破ってルノアを殺すのだろうか。そうなったなら、シグはどうするのだろうか。そもそもルノアに本気でそんなことを――

「あー！　もう！」

　ぐるぐると回る思考を中断するように、リラは声を上げた。

　頬ほおを両手で叩たたいて鏡の中の自分自身を見据える。

「こんなもの、なるようにしかならない。あたしはお腹なかが空すいた！」

　鏡の中に向かって宣言すると、きゅるきゅるとお腹が鳴った。

　彼女は外壁に緑の蔦つたが絡まった赤レンガ造りの集合住宅をあとにして、細い路地を抜けて大通りに出た。

〈竜の箱庭〉に八本ある目抜き通りの一つであるリープクネヒト通りだ。

　財布の中身があまりにも心こころ許もとないので、リラは二区画ほど離れたところにある〈海うみ猫ねこ亭てい〉に向かった。ルノアが働いているので、ツケが利くという素晴らしい店である。

「いらっしゃいまーせ」

　店ではむっつりした表情に棒読みの台詞せりふでルノアが接客をしていた。短いスカートにフリフリのレースの装飾が施された給仕係の制服を着ている。

　彼女はリラを見かけると水が入ったグラスを持ってきて、ぎくしゃくと言った。

「いらっしゃいまーせ。なんになさいまーすか」

「あんた、その棒読み直んないわねえ」

　リラは頬ほお杖づえをついてルノアを見やり、思わず噴き出した。

「うるさいな。これでも一応努力はしている」

「知ってる知ってる。鏡の前で笑顔の練習とか」

「うわー！　言うな！」

　ルノアは赤面してリラににじり寄った。

「なぜお前がそれを知っている！」

「ううん。当てずっぽうで言ってみただけ」

「な……に……？」

「へー、ふーん。でも、そうなんだ。あんたがそんなことをねえ」

　リラは意味ありげな視線をルノアに送った。

「なにが望みだ……！」

「日替わり定食よ」

　なんの迷いもなく告げる。

「ばらされたくなかったら日替わり定食を持ってきなさい。あんたのおごりで」

「くっ……ひ、日替わり定食でーすね。ありがとうございまーす」

　ルノアは口元を引ひき攣つらせながらも律儀に注文を復唱し、奥に引っ込んだ。ルノアをまっている間に別の給仕係が完かん璧ぺきな笑顔でナイフとフォークを用意し、パンが入った籠かごを置いていった。

　しばらくするとぎこちない動きでルノアが戻ってくる。

　なぜだか手には二人分の皿を持っていた。

「なんで二人前？」

「うむ。客足が落ち着いてきたので休憩をもらえたのだ」

　白身魚のフリッターとサラダが盛りつけてある皿が危なっかしい手つきで差し出される。

「あんたの料理と違って美お味いしそうだこと」

「そんなことはないぞ。今朝、シグに褒ほめられた」

　自分の分をテーブルに置いたルノアは、どこかくすぐったそうに言った。伏し目がちになって、白い歯を少しだけ見せるようにして笑う。普段の凛りんとした彼女とは別人の、どこにでもいる普通の女の子の顔。

　ルノアが無意識にそんな表情を見せる度たび、リラは胸が締めつけられるような気がした。

（ルノア、あんたやっぱり、恋してるわよ）

　フリッターに勢いよくフォークを突き刺し、彼女はルノアを見つめた。少し羨うらやましいとも思った。自分はこんな表情できるだろうか。

　ルノアは自覚していないのだろうが、案外と感情表現がストレートなのだ。

「あんたって、分かりやすいわよね」

「なにがだ」

　ルノアは小首を傾かしげてグラスに口をつけた。

「恋する乙女な感じが」

「っ……!?」

　水を噴き出しそうになって、ルノアはケホケホと噎むせ返った。動揺を隠せずに視線を宙に彷徨さまよわせ、それでもどうにか声を上げる。

「なんの話だ！」

　彼女は心なしか頬ほおを赤くして、非難がましい視線をリラに投げかけた。こういう素直じゃないところは自分とそっくりだな、とリラは思った。

　だからこそ、言わなければ。自分の気持ちをもう一回確認して、素直になれない自分から卒業しなければ。そうして少しでも、自分の力で前に進むのだ。

　リラはまるで自分自身に告げるかのように言った。

「だって、あんたってシグのことが好きでしょ。舞踏会のパートナーとして信頼してるとかいうのとは別に」

　リラの指摘に、ルノアは目を白黒させた。なにをどう反応していいか戸惑っている様子だった。自分でも分かっていたのかもしれないが、それを他人から言われて困っているような感じだった。

　リラはフリッターが刺さったフォークをルノアに向け、咳せき払ばらいをした。

「この際だから、はっきり言っとくわ」

　顔が熱くなる。他人のことならこんなに言えるのに、自分のことになると急に言葉に詰まる。それでも彼女は目の前の恋こい敵がたきに向かって宣言した。

「あたしも、そうよ」

　今すぐに立ち上がって逃げ出したいところをぐっと堪こらえる。

「あたしもあいつのこと、好きだもの」

　喉のどが無性に渇いて、舌が回らなくなる。

「だから、あんたには負けられない。あいつは誰だれにでも優しくて、誰ともホントには深くつながろうとしない。でも、あたしが思わせてやるわ。あいつに、あたしとならそうなってもいいって思わせてやるわ」

　一気にまくし立てて、リラはグラスの水を飲み干した。体温が二、三度上がった気がして頭がくらくらした。これは戦争をはじめる宣戦布告だ。もうあとには引けない。しかも国同士の戦争とは違って、停戦協定は存在しないのだ。

　リラは視線をそらすことなく、ルノアを見据えた。

　先制攻撃を喰くらったルノアは呆あつ気けに取られたような表情で、ぽかんと口を開いていた。自分だってそうだ、と彼女は言わなかった。もし即座に報復攻撃されたなら、リラだってどうしたらいいのか本当は分からない。

「その、リラ。わたしは――」

　困惑しているルノアは、それでも今度はリラから視線をそらさなかった。ここでそらしてしまってはダメなのだと、彼女の本能が分かっているかのようだった。

（上等……！）

　リラは細い眉まゆに力を込めて、一歩も引かない構えを取った。

「ルノア、お互いにがんばろうじゃないの。あんたもあたしも、別の誰だれかに持っていかれないようにね」

　そう敵はルノアだけではない。報復攻撃に備えつつ、さらに戦線を拡大しなければ。

　リラは強い決意を胸に抱き、フォークに刺さったフリッターを頬ほお張ばった。
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　シャルロッテが作ってきた予想問題集は、さっぱり分からなかった。〈竜の箱庭〉が誇る大図書館の机で頭を抱え、シグはとりあえず鉛筆を転がしてみた。

「シーくん。ダメですよ、そういうことをしては」

　正面に座っているシャルロッテの鋭い声。

「いや、だって、お前。案外と当たるんだぞ――」

「そういうことじゃないです。ちゃんと考える努力をしてください。多分、わたしが作ってきた予想問題集の答えを覚えれば明日の追試は大丈夫です。なので解答に至るまでの問題の文脈をまずは覚えてください。設問と答えを結びつけて覚えるんです」

「へいへい」

「なんですかそのやる気のない態度は」

　シャルロッテは眼鏡めがねをわざとらしく押し上げると、うんうんとうなずいた。

「これはあれですか、やっぱりテストでいい点を取ったら好きなことさせてあげるというご褒ほう美びが必要なんですね。分かります」

「なにがだ……」

「そこまで言うなら、シーくんが先生にしたいと思ってること、なんでもしていいですよ」

　頬を赤くすると、彼女は自分を抱き締めるようにして身み悶もだえた。

「どうしてもと言うのなら、今からでも。あ、でもでも、本番は追試が上う手まくいってからですよ。その時は先生もがんばっちゃいますから」

　静かな図書館に、シャルロッテの声が響き渡る。

　シグはぞっとして周囲を忙せわしなく見回した。

　全方位から突き刺すような視線を感じる。

「ロッテ、いい加減にしろ。真面目まじめに勉強にきている皆さんが物もの凄すごい視線を送ってきてるだろうが」

「なんですか。わたしだって真面目です。真面目に家庭教師での妄想プレイを楽しんでいるだけ――むぐっ！」

「大きい声を出すなって」

　シグは身を乗り出してきたシャルロッテの口を押さえた。

　吹き抜けの二階構造になっている巨大な図書館は、天井までの高さの本棚で埋め尽くされている。シグたちがいるのは二階への階段を上ったところに設けられている読書スペースだった。

「妄想する権利まで奪われるとなると、これはいよいよ本当にしてもらうしか」

「しつこい！」

「むー……」

　不満そうにシャルロッテが頬ほおを膨らませる。

「ちゃんと問題集やるから静かにしてろって」

　これ以上騒ぎを起こすと妙な評判が立つばかりでなく、大図書館から普通に追い出されかねない。教室でやってもいいのだが、ルクセンブルク教室の他ほかの生徒たちは公共安全委員会の職務に就いているのでもぬけの殻だ。シャルロッテと二人きりになるのは、なんとなく身の危険を感じなくもない。

　シグは渋々ながら真面目に問題集と向き合うことにした。

〈竜の箱庭〉には飛び級はあっても留年はない。六年で卒業できなければ除籍処分だ。魔術士にとって〈竜の箱庭〉を卒業しているかしていないかは、その後の人生に大きな影響がある。どこかに任官する場合は特にそうだ。

　だが、シグは神聖連合皇国指導部はもとより、どこの帝国にも任官するつもりはなかったし、〈竜の箱庭〉に残るつもりもなかった。魔術士としての力を身につけたなら、広い世界に飛び出して自由にやるだけだ。父親のように。あのルガー・ヘンケルスですら成し遂げられなかったことを自分の手でしてやるのだ。

　偶然とはいえ七人に分割された〈血ち塗まみれの竜王女〉と契約し、舞踏会の舞台に上ってから、漠ばく然ぜんと心の中にあったその思いはより強くなっている。だから、卒業できるできないにさほど関心がないのが本音だった。

　記憶の奥底から問題の答えを引っ張り出しながら、シグは胸中でつぶやいた。

（あー……さっぱり分からん）

　ぼんやりと、まったく別のことに思考が回る。

　この大図書館には〈竜の箱庭〉が今までかき集めてきたお宝が山のように眠っている。閲えつ覧らん可能なものだけで数万点。閲覧不可に指定されているものも合わせれば、その数や希少性は計り知れない。実際、ルノアが眠っていた棺ひつぎもここにあったのだから。

　大図書館の管理はあらゆる権力から独立した図書委員会が担っている。執行部はもとより、裏に表に権力を行使するルクセンブルク家すら絶対不可侵の領域だ。それをこじ開けてルノアの棺を盗み出すとはウーフーも大したものだ。

　だが、今にしてみれば妙なこともある。ウーフーの依頼人であるシーメンスは〈党〉に無断で独断専行をしていた。七人のうちの一人であるリラを手に入れながら〈党〉には報告せず、自らが舞踏会の勝者になる野心を持っていた。

　だが、あの男が仮に資金は用意できたとしても、依頼されたウーフーがどれだけ腕が立つにしても、〈竜の箱庭〉の大図書館からそんな簡単に棺を盗み出せるものなのか？

　シーメンスは〈党〉の所属していた派は閥ばつからの指示を受けて、ウーフーとの折せつ衝しようを務めていたとしたらどうだ。

　シグはある言葉を思い出した。

（〈党〉はどこにでも浸透している。深く静かに）

　師であったワルサー・ザウエルがそうだったように、それは〈竜の箱庭〉すら例外ではない。もし、シーメンスの背後に〈竜の箱庭〉に根を下ろしている〈党〉の勢力があったのだとしたら、ウーフーが仕事をやりやすいように仕向けることもできるはずだ。

　そして、ザウエルがシーメンスとは違う〈党〉の派閥なのだとしたら、全すべては派閥抗争の一環だとしたら。始末されることになっていたシーメンスが、たまたま〈党〉を裏切って個人的な野心を持っていただけだとしたら。

　リラが言うには〈党〉という組織は派閥と呼ばれるグループの集合体だ。その結束は、ひょっとしたらかなり緩やかなものなのかもしれない。

（魔術士の世界は複雑怪奇――たらればを言い出したらきりがないな）

　シグは思考を中断して問題集に向き追った。こちらの答えは一向に出てこない。

　と、見慣れた顔が近づいてくるのが分かった。ルッツ・シュタイフだった。右手には書類を入れるケースを提げている。

　シャルロッテも気がついたらしく、小首を傾かしげてから手をひらひらと振った。

「その様子じゃ捗はかどってなさそうだね」

「まあな。大きなお世話だってんだ」

　隣に座ったルッツに、シグはうめくようにして言った。

「レニ先生から危ない土産みやげでももらってきたのか」

「ご名答だ。旧ザウエル教室のトリオ編成でやらなきゃならない」

　ルッツは近くに人がいないことを確認すると、持っていた書類ケースから分厚いファイルを取り出した。そこから写真が添付された書類を何枚か引き抜いて机上に広げる。

「なんですか、これ……」

　写真を見たシャルロッテが眉まゆ根ねをひそめた。

　死体の写真だった。斬ざん殺さつ死体。右の胴払いから、背中に刺し突とつを喰くらっている。胴を払ったのは返り血を浴びないためだろう。ほとんど両断されていることを見るに、かなりの長物を振り回したに違いない。

　シグは写真を手に取って、しげしげと眺めた。

「なんとも鮮やかな手並みだな」

　もう一枚の写真も死体だったが、こちらはナイフで喉のど元もとをかっ切られていた。

　資料には他ほかにも、死体を様々な角度から撮影した現場検証の写真が添付されていた。さらには被害者の身元の調査報告書。

「この他に三人分ある。この事案はまだ報道には載っていないけど、ここ一週間で出た死体だ。得物が違うのが交互に五体」

「交互に五体？　こいつは同一犯じゃないだろう」

「そうかもしれないし、そうじゃないかもしれない。なんにせよ捜一はこの事案でおおわらわで、一連の殺人に関連性があると見て六分署に特別合同捜査本部を設置した。殺されたのはいずれもうちの魔術士で、被疑者の腕は推して知るべしってところだろう」

　物騒な事件だが、これはルッツが言ったように刑事警察局刑事部捜査一課の仕事だ。非常連絡局に身を置くレニとは関係ない。だが、関係ない話をルッツがするわけもない。

　案の定、彼は言った。

「この事案を僕たちでやらなきゃならん」

「なんでまた？　非常連絡局の、それもレニ先生の特高の仕事かよ」

　厄介な仕事だ。刑事警察局と非常連絡局は伝統的に仲が悪く、お互いの縄張りに入ってこられることを異常に嫌う。

「公安委員長からレニ先生に直々に命令があったらしくてね。理由は先生も知らないみたいだった。ただ、これは表の仕事だから先生も乗り気じゃない。だから僕たちにお鉢が回ってきたってわけだ。被疑者の身柄を生きたまま確保する」

「順調にいけば今日はナイフですか」

　シャルロッテが難しい顔をして写真を眺めた。

「そうとも限らない。一週間に五人だから。出る確率は高そうだけどね。とはいえ、なにも僕たちは殺人を事前に防げと言われているわけでもない」

「捜査するには事が起きないことにははじまらないぞ。やるなら現場検証から介入して、特捜にこっちも捜査することをごり押しするしかない」

「ごもっともだね。僕もそう思う」

　シグがうめくようにして発した言葉に、ルッツは同意した。

　彼はシグとシャルロッテの顔を順番に見やり、声をひそめた。

「なんで、僕は特捜の動きを張る。君たちはとりあえず資料を読んでおいてくれ」

　それだけを告げるとルッツは静かに立ち上がった。

　その背中に向けてシグは言った。

「とりあえず、追試が終わってからでいいか？」



◆◇◆◇◆



「らしくねえな」

　咥くわえている棒つきの飴あめを口元で揺らしながら、ヒューゴ・ザスは言った。ゆらゆらとしたガス灯の光の下で、部下からの報告書にぞんざいに目を通している。

「浮き足立ってやがる。あのエルンスト・ルクセンブルクが」

　ヒューゴは机の上に報告書の束を投げ捨てると、小さな窓に歩み寄って夜の帳とばりが下りた外の様子を窺うかがった。ここは〈竜の箱庭〉の旧市街にある安宿で、整備されていない昔ながらの入り組んだ細い路地で形成されている一画だった。

　窓の向こう側は別の宿の薄汚れた壁しか見えない。狭い部屋は長身で筋骨隆々の体たい躯くであるヒューゴがいるだけでさらに狭く感じられた。

「俺おれが現役の時なら、こうも易やす々やすと潜伏なんざさせなかった」

　ヒューゴは皮肉げに笑った。咥えている飴を噛かみ砕き、獣じみた笑みを浮かべる。

「魔術士の総本山〈竜の箱庭〉でこんなことが起きれば、さしものエルンスト・ルクセンブルクもそうなりますわよ」

「それがらしくねえってんだ」

　重苦しい部屋の空気をかき乱す軽やかな声に、ヒューゴは苦笑した。

　薄く微笑ほほえむエリーゼが、入れたばかりの紅茶に口をつけている。ガス灯の光に照らされて、巻き髪にしたピンクがかった金髪が輝いていた。華と品のある少女で、どこか良家のお嬢様然とした雰囲気だった。

「特高まで動かすとはな。お嬢ちゃんの方は本腰を入れる気はないみたいだが」

　ヒューゴは報告を机上に放ほうり出だした。エルンスト・ルクセンブルクが仕切る〈竜の箱庭〉の公共安全委員会は、魔術士殺しで騒然としている。実際、委員長が特別高等分室に直接に指示を下すなど、ヒューゴが知る限りではあまり前例のないことだった。

「実の娘が拷ごう問もんにかけられようが顔色一つ変えなかった鉄の男が、情けねえ」

　真っ青な彼の瞳ひとみが薄暗い部屋の中でぎらぎらと輝いた。灰色の髪を短く刈った頭には尖とがった獣耳があり、神経質そうに動いている。

「そう言いながら、なにを怖がっていますの」

　ヒューゴの心境を目め聡ざとく感じ取ったエリーゼが、小首を傾かしげてティーカップをソーサーに置いた。磁器がぶつかるかちゃりという静かな音が鳴る。

「いくつになろうが、先生は怖いもんさ」

「あらあら。お子様なのね」

　くすりとエリーゼが笑う。

「そんなに怖いなら、ザウエルの話に乗らなければよかったのではなくて。砂漠から生きて戻ってから今まで、エルンスト・ルクセンブルクには手を出さなかったのですもの」

「手を出そうと思えばいつでも出せた。そうしなかったのは、怖かったからじゃねえ。怖いままでいてほしかったから放ほっといたんだよ。先生ってのはそういうもんだ」

　ヒューゴは窓に映る顔が感傷的になっていることに驚いた。自分をあの砂漠に送り込んだ男に、まだこんなに複雑な思いを抱いているとは。

「あなたが殺す必要はありませんわよ。わたくしが仕留めてご覧に入れます」

「いいや。俺おれが殺やるさ」

　部屋の片隅にいるエリーゼに近づき、ヒューゴはそっと彼女の頬ほおに触れた。磁器のように白く滑らかな肌には、第四帝国で受けた傷がうっすらと残っていた。

「ザウエルの話に乗ったのは〈党〉のためでもなけりゃ、奴やつのためでもねえ。俺のためだからな。お前を〈血ち塗まみれの竜王女〉にして、こんな身体からだとオサラバするさ。さっさとな」

「シグ・ヘンケルスの元に二人。メルセデス・ベルケの話が本当なら〈清せい流りゆう会〉が対象と接触しているはずですものね」

　エリーゼの手が頬を撫なでるヒューゴの手にそっと添えられる。

「〈竜の箱庭〉に三人。またとない機会ですわね」

　メルセデス・ベルケが〈党〉に持ち帰った〈血塗れの竜王女〉の情報は二人分。〈党〉の執行部を構成する五派は閥ばつは回収の割り振りを巡って暗闘を繰り広げた末、結局は第一派閥と第二派閥が優先権を確保した。

　すなわちワルサー・ザウエルが身を置く総裁派閥〈晴せい嵐らん会〉。そして、〈竜の箱庭〉出身の魔術士によって構成されている幹事長派閥の〈清流会〉。エルンスト・ルクセンブルクはこの〈党〉第二派閥の重鎮だった。

「〈清流会〉の連中はエルンスト・ルクセンブルクの仕切りで対象に接触したはずだ。だが、〈党〉の上に報告した様子はねえな。それからこっち、公安の連中がどうも騒がしいぜ」

　ヒューゴはメルセデスの情報に基づいてスバールスバール帝国に入ったザウエルの話に乗って、少数の部下とともに〈竜の箱庭〉に一四日前に潜入した。

　その目的は〈清流会〉が手に入れるはずの〈血塗れの竜王女〉を奪取し、派閥の中心人物であるエルンスト・ルクセンブルクを含めた主要人物を暗殺することだった。徹底した視察作業と追尾作業を行える体制を構築し、現在はエルンスト・ルクセンブルクの行動パターンを収集している。最も適した接触の機会を判断するためだ。

　ザウエルが身を置く〈晴嵐会〉は、これを機に〈党〉の五派閥連合による執行部体制を解体しようとしている。他派閥を排して〈党〉を掌握すれば、意志決定の速度や行動の一貫性は飛躍的に向上するだろう。もっとも、今までそうならなかったのは〈党〉という組織が中央では制御できないほどに広がりすぎているからだ。

（規模を縮小してでも箍たがを締め直すか。〈晴嵐会〉に従わなければ排除する純化路線）

　ヒューゴは自らの派閥が〈晴嵐会〉の別働隊として、エルンストをはじめとした〈清流会〉を排除する役割を引き受けた。もっとも、奪取した竜王女を生かしておくつもりはヒューゴにはなかったが。

　ザウエルは恐らくそれも織り込み済みだろう。あの男は得体が知れない。だが、向こうがこちらを利用しているように、こちらも向こうを利用させてもらう。

「対象との接触に失敗したということかしら」

「あるいはメルセデス・ベルケの情報がガセネタだったか」

　ヒューゴはゆっくりとエリーゼの頬ほおから手を放した。

　名な残ごり惜しそうに、彼女の瞳ひとみが離れていく指を追った。

「儂わしの話がガセネタなものかよ、狼ろう狂きよう」

「おっと、そいつは失敬。ベルケ先生」

　いつの間にか部屋のドアが開いていた。

　顔を覗のぞかせているのは、白衣の裾すそを引きずる一二、三歳くらいの小柄で華きや奢しやな少女だった。青みがかった黒髪を二つに分けて三つ編みにし、左目に単たん眼がん鏡きようをかけている。

　メルセデス・ベルケ。自らの身体からだをも自動人形化して、神聖連合皇国成立以前より生きている錬金魔術士。第四帝国最後の皇帝ヴァグナー・エッシェンバッハを錬金魔術研究のパトロンにして、〈党〉のために〈血ち塗まみれの竜王女〉の情報を集めていた女。

（この化物が俺おれのお目付け役ってわけかい）

　ヒューゴは胸中で唸うなった。この女は〈党〉では無む派は閥ばつだが、今はザウエルに義理を立てている。ヒューゴに〈竜の箱庭〉へいくように頼んだザウエルが協力者として連れていけと言ったということは、監視をする役割にあるのだろう。

「〈清せい流りゆう会〉の連中は確実に竜王女に接触しておるはずじゃ」

　メルセデスは今ではほとんど使われることのない古い言葉遣いだった。

「上う手まく隠しておるのか、あるいは手を焼いておるのかものう」

「それはどういう意味かしら」

　含みのあるメルセデスの言葉に、エリーゼは冷ややかな視線を向けた。

「あなた、なにか隠していることがあるのではなくて」

「そんな怖い目で見るでないわ。別に隠してなどおらんよ。七分割された竜王女が、誰だれでもすんなりと回収されるかえ。ましてや棺ひつぎで眠っておらなんだなら尚なお更さらよ」

「棺ではないですって？」

　エリーゼは椅い子すから腰を浮かした。すでに棺から開封されているなら、パートナーと契約をしているはずだ。そうなれば一筋縄ではいかない。竜王女を殺すのに最適なのは、棺から目覚めたばかりを有無を言わさずに始末することだ。

「連中が手こずるなら、こっちで始末をつけりゃいい。それだけだ」

　ヒューゴは新しい飴あめを咥くわえると、腕時計をちらりと見た。時刻は〇時を五分ほど回っている。一時間ごとの定時報告がないことに、彼は気づいた。

「親おや狼おおかみから子狼。定時連絡、送れ」

　部屋に設置された無線機のマイクを取って呼びかける。だが、反応はなかった。

「親おや狼おおかみから子狼。定時連絡、送れ」

「妙ですわね」

　エリーゼも不審な顔になって近づいてくる。

『か、カーリン。む、無線が呼んでいるわ』

　無線機の向こう側から聞こえてきたのは、見知らぬ少女の声だった。陰気でくぐもった声だ。続けて別の少女の声がする。

『きっときっとこいつの仲間よ、エミー』

「おい！　お前ら何者だ！」

　ヒューゴは思わずがなり立てた。本来この無線に出るべき部下たちはどうなった。

「ベルガー！　シュトラッサー！　聞こえねえのか！」

『うふ。聞こえない聞こえない。残念だけど聞こえないのよ無線の向こうの人』

　あとから聞こえた少女の声だ。朗ほがらかで底抜けに明るく、それが却かえって不気味だった。

『だってだって。生いけ贄にえにされちゃったんだもの。エミーからわたしへの生贄なのよ』

『そ、そう。わ、わたしからカーリンへの生贄にした』

「なにを言ってやがる……？」

　状況がまったく理解できずに、ヒューゴは低い唸うなり声をもらした。だが、無線の向こう側では着々となにかが進行しているようだった。

『大尉……！　こいつら、大尉……！』

　遠くで掠かすれた声がする。ベルガー軍曹の声だった。

『し、失敗した。ち、ちゃんとやったと思ったのに』

『ダメダメ、エミー。しっかりしっかりしなくっちゃ』

　なにかがごとごとと動く音。ベルガーのくぐもった悲鳴。さらに悲鳴。

　底抜けに明るい声と、鬱うつ々うつとした陰気な少女の声がなにやらぼそぼそと話している。

　ヒューゴは頭がおかしくなりそうだった。一体なにが起こっている。自分の部下はどうなった。あいつらは誰だれだ。〈竜の箱庭〉の防ぼう諜ちよう工作か。いや、そんな動きがあれば察知できる。だったら、あいつらは誰なんだ！

「貴様ら、どこのどいつだ！　ベルガーになにをしやがった！」

『教えてあげなーい。教えてあげないの』

　それが最後の通信だった。耳障りな金属音が聞こえ、続けて無線が沈黙する。機材を破壊されたのだろう。通信はそれきりだった。

「なんだ……！　これはなんだ！」

　ヒューゴは咥くわえている飴あめを噛かみ砕くと、無線機のマイクを床に叩たたきつけて絶叫した。

「これはなんだっ!!」



    

  
    
      
第二章



「うー……眠い……」

　日の光に目をしぱしぱさせて、シグは大きな欠伸あくびをした。

　目め尻じりから溢あふれた涙を拭ぬぐい、もう一度大きな欠伸をする。ルクセンブルク教室には相変わらず人の姿はなく、追試を受けるシグが座っているだけだった。

「一いち夜や漬づけでなんとかなったかしら」

　答案用紙を回収したレニが呆あきれたように言った。とりあえず全すべての設問が埋まっているのを確認し、彼女はひらひらと答案用紙を揺らした。

「一週間以内に採点して返却するわ。これで赤点だったら、あなた卒業できないわよ？」

「再追試、お願いします」

　シグは即座に答えた。シャルロッテが作った予想問題集は実によくできていたが、万が一ということもある。

「ルッツに任せた事案の働きぶりによっては考えなくもないわよ」

「汚ねえ」

「あら？　今いま頃ごろ気づいたの」

　レニは隻せき眼がんを細めるとにやりと笑い、

「せいぜいがんばることね。期待してるわ」

　無情にも教室を出ていった。

　その背中が見えなくなると、シグもふらふらと立ち上がった。

　レニの言う通り一夜漬けだったので一眠りしたかった。

「これから物騒なことにつき合うことになりそうだしなあ」

　ルッツから渡された資料はまだ詳しく読み込んでいないが、ざっと見たところ被疑者は二人のはずだ。得物が違うだけでは断定できないが、剣で斬ざん殺さつされている方は太た刀ち筋すじから見て左利きだ。右利きなら相手の右胴は抜かない。擦すれ違い様に抜くなら左胴だ。

　対してナイフの方は刃やいばの入り方は右利きのものだった。両利きという線もあるが、二人いると考える方が妥だ当とうというものだ。

　シグは高等部の校舎を抜けると、グラウンドの外を回って正門に向かった。高い壁に囲まれたグラウンドでは、初等部の生徒が基礎体力訓練で延々と走らされていた。

（殺された五人はいずれも魔術士……つながりは今のところなし、か。まさか〈竜の箱庭〉で魔術士殺しなんてな。犯人を挙げなけりゃあ公安の面子めんつが立たない）

　だから委員長はレニの特別高等分室にまで命じたのかもしれない。

　今は報道規制を敷いているが、いずれはマスコミがこの事件を報じるだろう。そうなった時に解決していなければ公共安全委員会の信頼は地に落ちる。〈竜の箱庭〉の次期執行部会長を狙ねらうエルンスト・ルクセンブルクにも都合が悪い、といったところか。

「くっだらないぜ」

　魔術士の総本山〈竜の箱庭〉の歴史は権力闘争の歴史。誰だれも彼もが表に裏に、利用できるものは骨の髄ずいまでしゃぶり尽くしてのし上がる。そして〈竜の箱庭〉から弾はじかれた者は各帝国の様々な機関や神聖連合皇国の指導部に渡り、魔術士の地位を築いた。そうして魔術士たちは戦争がなくとも生きてきたのだ。本来は無用の長物であるところを。

　そんなことに巻き込まれるのは正直うんざりだったが、ルッツのこともある。

　彼は自分とは違って、〈竜の箱庭〉を卒業する大多数の魔術士がそうするようにどこかに任官するだろう。それを台無しにしてやるわけにはいかない。

「なにをそんなに怖い顔してんのよ」

　そう言われて、シグははっとした。

　正門の壁に背中を預けて、リラがこちらを見ていた。

「そういうお前は、ここでなにをしてんだよ」

「別に。近くにきたから追試なんて情けないことになってるあんたの様子を見にきてやったのよ。ありがたく思いなさいよね」

　リラはほっそりとした腰に両手を当てると偉そうに言った。

　どこか気恥ずかしそうに視線を逸そらして続ける。

「せっかくだからつき合いなさいよ。昨日、約束したでしょ」

　そういえばそんなことを約束していた気もする。

　リラが追試が終わるのをまっていたのだろうということくらい想像できる。こういう素直じゃないところが彼女らしいのだが。

「どこへなりとおつき合いしますよ、お姫様」

「よろしい」

　リラは逸らしていた視線を戻すと、ぱっと顔を輝かせた。

「じゃあさ――」

　なにかを言いかけて、彼女はしげしげとこちらの顔を覗のぞき込んだ。

「なんだよ？」

「隈くま」

「そりゃ隈もできるわい」

　シグは欠伸あくびを噛かみ殺して苦笑した。

　一いち夜や漬づけしただけではなく、ここ数日は追い込みであまり寝ていないのだ。

「ったくもう。それじゃあちょっと寝たら？」

　リラは仕方なさそうに言ってから、シグの後ろに回って背中を押した。

「せっかくだしさ。太陽の下で寝るのもいいじゃない」

「おい、押すなって」

　背後に視線をやりながら、シグは歩き出した。リラの笑顔が見え隠れしてどきりとする。普段は怒った顔や不満げな顔ばかりで、あまり笑顔を見せないだけに、たまに見せる彼女の素直な表情は可愛かわいかった。

「なによ？」

「いや、なんでも」

　今度はシグが視線を逸そらす番だった。

「なんでもってことはないでしょ」

　リラが軽く背中を小突いてくる。

「痛いてえな。やめろって」

「言いなさいよ」

「だから、なんでもないって」

　傍はたから見れば仲がいいカップルにでも見えるかもしれない。

　実際、二人はそんな雰囲気だった。

　リラを軽くあしらいながら、シグは近くにある公園で一息入れることにした。

　白いベンチに腰掛けて、瑠る璃り色いろの空を見上げる。遥はるか彼方かなたにある浮島の影が見え、頭上を行き交う飛行船がその腹を晒さらしていた。

　昼下がりということもあって、公園には人も多かった。子供を連れた母親や、老夫婦が憩いこいの場として使っている。放課後になると安易なデートスポットになったりもするのだが、今は〈竜の箱庭〉の学生の姿は見えなかった。

「はい」

　リラが露店で売っていたアイスクリームを差し出してくる。

　シグがそれを受け取ると、彼女は横にすとんと座った。

「追試ってうまくいったの？」

「まあ、赤点にはならないと思うけどな」

　アイスクリームをかじりながら、シグは言った。

「じゃあ――これからちょっとは暇になったりするわけ？」

「どうだかなあ」

　ルッツが持ってきた事案はどうにも厄介そうだ。次の死体が出ない限りは動けないが。

「なによそれ。あんたが追試で大変そうだから我慢してたのに」

　リラはアイスクリームを物もの凄すごい勢いで食べると、不満そうに頬ほおを膨らませた。

「なにが」

「あたしに構ってくれなくてもなんにも言わなかったでしょ！」

　少し拗すねたようにして、彼女はそっぽを向いた。頬がうっすらと赤くなっている。

　シグはコーンを頬ほお張ばるとバツが悪そうに視線を彷徨さまよわせた。

「あ、ひょっとしてまた妙なことに関かかわってるんじゃないの」

「妙なことってわけでもないけどな。まあちょっとは」

「どうせまた危ないことなんでしょ」

「まあちょっとは」

　危なくないということはないだろう。相手は魔術士殺し。魔術士とはいえ、普通の人間だ。無敵でもなければ不死身でもない。

「ホント、バカ」

　リラは小さくそれだけを言うと、唇をきつく噛かんだ。

「前だってあんなに大おお怪け我がしたくせに」

「第四帝国の時か――」

　つぶやくように言ってからリラを見ると、いつもは強気な光を湛たたえている彼女の瞳ひとみが不安げに揺れていた。

「もういやなんだから。あたしがどれだけ心配したと思ってんのよ。あの時だって三日間も寝たままでさ。このままだったらどうしようって――」

　その時のことを思い出したのか、リラは言葉を震わせた。本気でシグのことを心配していたのだということが、それだけで理解できた。

　自分の身をこれだけ案じられるというのは、シグにしてみれば新鮮だった。

　ルノアやシャルロッテはいざとなれば背中合わせで一緒に戦える。だが、リラは魔術が使えるといっても実戦経験はほとんどない。本当の意味で、シグと背中合わせで危険の中に飛び込んでいくことはできないのだ。だから、シグが日常から離れてしまうことを、彼女が一番不安がっているのかもしれない。

　それでもシグは言った。

「俺おれは〈竜の箱庭〉の魔術士だ。いけと言われりゃ、地獄の一丁目一番地にだっていかなきゃならない。それに――」

「それに？」

「俺は舞踏会の勝者になろうって奴やつだぜ。そんな奴が危ないことやりませんってんじゃあ話にならない」

「それは――そうだけど。あたしだって、分かってるけど」

　リラはうー、と唸うなった。それからじっとシグを見つめて、不意に立ち上がる。

「じゃあ約束しなさいよ。もう絶対、あたしにあんな思いさせないって」

　彼女は右の耳につけている銀十字のイヤリングを外した。

　それをシグの目の前にかざし、

「あたしはルノアやシャルロッテみたいに、あんたと一緒に戦えない。だから、お守り。でもって、ちゃんとあたしに返しなさいよね。これ、結構高くてお気に入りなんだから。分かった？」

　シグは目の前のイヤリングと、その向こう側に見えるリラをしばらく見つめていた。

　彼女は実に不満そうな顔をしていたが、シグが手を差し出すとそこにイヤリングをそっと置いてくれた。

「ちゃんと返すから安心しろって。それに世の中、命あってのものだねだ。違うか？」

　最後の言葉はリラに言ったものではなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　シグはベンチの背もたれに身体からだを預け、頭を逆さまにして背後を見た。

　そこには逆さまになったルッツがこちらを見下ろしていた。

「違いないね」

　彼は軽く肩をすくめると、淡々と言った。

「死体が出た。介入するぞ」

　シグが無言で立ち上がると、黒い腕章が投げられる。そこには正方形の箱を抱える竜の紋章と、『特高』という文字が入っていた。

　その腕章を左腕につけると、シグはルッツのあとに続いてゆっくりと歩き出した。

「シャルロッテは？」

「もう現場に向かってるよ」

「シグ！」

　リラの声に足をとめて、彼は振り返った。

「分かってる？　約束破ったら死刑なんだからね！」

　シグは銀十字のイヤリングを掲げて軽く手を振ると、ポケットに両手を突っ込んで早足でルッツのあとを追いかけた。

　その姿が見えなくなってから、リラは言った。

「シグのバカ」



◆◇◆◇◆



　現場は旧市街のルクセンブルク通りに面した雑居ビルの一室だった。公共安全委員会の庁舎にも程近い、目と鼻の先だ。周囲はすでに黄色のロープと深緑の制服姿の公安委員によって厳重に封鎖され、報道関係者も野次馬も一切見えなかった。

　重苦しい空気が漂い、ぴりぴりとした緊張感に喉のどが渇く。

　シグは馴な染じみのない雰囲気に息が詰まりそうだった。それでも居心地の悪さを顔に出すことなく、現場を封鎖しているロープに向けて歩いていく。

「堂々としてろよ、シグ。なめられたら終わりだぞ」

「分かってるって」

　特別高等分室に与えられた介入特権は、公共安全委員会の全すべての部署に対して機能する。表も裏も関係ない。現場を無視した強力な権限は、当然ながら評判は最悪だった。

　ましてやまだ卒業もしていない学生が送り込まれてくるなど、相手の心中は察して余りある。実際、まだロープの中には入っていないものの、周囲から鋭い視線が投げかけられているのが分かった。

　それでも一緒に歩くルッツは颯さつ爽そうとしたもので、その姿は実に絵になった。周囲の雑音を無視して平然と他人の畑を踏み荒らしていく様は、まるで本物の特高のようだった。

「シーくん！」

「おわっ！」

　細い路地から急に腕を取られて、シグはびくりとして短い悲鳴を上げた。どうやら思っていた以上に緊張していたらしい。見ると、腕を掴つかんできたのはシャルロッテだった。

「ロッテかよ！　脅かすな」

「だって、周りの視線が怖すぎます。いつ犯されてもおかしくないです。輪りん姦かんされます」

「さらりととんでもないこと言うな！」

　腕を掴んで離さないどころかぐいぐいと胸を押しつけてくるシャルロッテは、本当に怖かったのか少し涙目だった。いくら彼女が実戦経験もある魔術士とはいえ、この雰囲気はそういうものとは別物だ。

　シグはシャルロッテを落ち着けるように、静かな声音で言った。

「大丈夫だ、安心しろ。とりあえず大きく深呼吸してだな――」

「はい。大きく深呼吸してシーくんに処女を捧ささげる覚悟を」

「違う！」

「ええ……？」

「不可解そうな声を出すな」

「わたしが輪姦されてもいいということですか」

「人の話を聞け！」

「分かります。いきなり外はわたしも少し恥ずかしいですし」

　シャルロッテが頬ほおを赤らめて、いやいやをするように小さく頭を振る。

「でも、きっと癖になる快感がですね」

「ええい、もう離れなさい！」

　シグは腕に掴つかまるシャルロッテを力ずくで引ひき剥はがした。

　周囲からの視線がなにやら別のものに変わったような気がする。

　ルッツがそんな二人の様子に小さな嘆息をもらした。

「シャルロッテ、その様子じゃ話はまだ通してないか」

「ごめんなさい」

「いいさ。そういうのは僕の仕事だ」

　ルッツに促うながされて、シグとシャルロッテはその背中に続いた。

「特高だ」

　ロープの前に立っている制服委員に、ルッツは静かに言った。

　その言葉を発した瞬間、周囲が少しざわついた。

「現場の責任者は？」

「俺おれだよ、ガキども」

　答えたのはロープの向こう側で指示を飛ばしていた四〇絡みの男だった。

　皺しわだらけのスーツに撫なでつけた黒髪。何日か帰宅していないのか、うっすらと不精ひげが浮いている。角張った眼鏡めがねをかけていたが鋭い目つきは隠せずに、いかにも生え抜きの刑事といった印象だ。

「レニ・ルクセンブルクの使い走りがなんの用だ」

　ドスの利いた声だったが、ルッツは臆おくした様子は微み塵じんも見せなかった。

「公共安全委員会委員長によって保証された介入特権により、本事案に現刻から着手する。これにより我々は独自に捜査する権利、捜査資料を無条件に閲えつ覧らんする権利を有する。なお、我々の捜査資料を開示する義務はない。以上だ」

　淡々と所定の文言を告げる。

　刑事は苦々しい表情を見せると、懐から煙草たばこを取り出して火を点つけた。

　シグはどうしたものかと小さく息を吐いた。歓迎されていないのは明らかだったし、どうにも剣けん呑のんな空気だった。だが、ルッツはお構いなしにロープを潜くぐった。

「おい」

　刑事が言った。

　同時にルッツが足払いをかけられる。

　続けざまに鈍い打撃音。

　体勢を崩した彼の端整な顔に、刑事の右みぎ拳こぶしがめり込んだ。

　ルッツがもんどり打って倒れ込む。

「なにを……！」

　シグは反射的に一歩を踏み出した。

「よせ、シグ。大したことじゃあないさ」

　立ち上がったルッツはなにごともなかったかのようにジャケットの汚れを払い、襟えりを正した。頬ほおが腫はれて口元が切れ、二枚目が台無しだった。

「せいぜい太陽を拝んでいけよ、モグラどもが」

　刑事は吐き捨てると踵きびすを返した。

　突然のことに呆あつ気けに取られていたシャルロッテがその背中を睨にらみ据える。

「な、なんなんですか、あれ……！」

「僕たちは嫌われてるんだよ」

「だからって殴ることはないだろうが」

　シグはこちらを遠巻きに見ている連中に視線を巡らせた。

　どいつもこいつも内心で笑っているように思えた。

「うだうだ言っても仕方ない。いこうか」

　血が混じった唾つばを吐き、ルッツが雑居ビルの入口に向かって歩き出す。

「分かったよ」

　シグはルッツに続いて雑居ビルの急な階段を上った。昼間だというのに薄暗く、静まり返っている。事件のせいで、中の人間は退去させられているのかもしれない。

　死体が発見されたのは全部屋をぶち抜いて一つのフロアになっているビルの最上階で、二週間前に借り手がついたところだった。殺されたのはその借り手で、第一発見者は様子を見にきたオーナーだった。

「こいつは……」

　最上階の部屋に足を踏み入れるなり、シグは顔をしかめた。

　鉄てつ錆さびのような血の臭においが鼻を突く。

　作業を進めていた鑑識が一斉にこちらに視線を向け、動きをとめた。

「話は僕がつける。君たちは死体を調べろ」

　シグはルッツにうなずくと、革の手袋をしてシャルロッテの耳元に囁ささやいた。

「ロッテ、あんまりきょろきょろするなよ。なめられると足元すくわれるぜ。俺おれも人のこと言えたもんじゃないけどな」

「やん。くすぐったいです」

「ちゃんと聞けって」

「大丈夫ですよ。シーくんと一緒なら怖くないです。そんなことより、耳が感じるのでもっとお願い――」

「場の空気を読め！　空気を！」

　そうこうしている間にルッツは鑑識の責任者らしき男と話をはじめた。

　視線でこちらが動くことを促うながしてくる。

（ったく、分かってますって）

　シグは改めて部屋の様子を確認した。殺風景な部屋にはいくつかのダンボール箱と、簡素な椅い子すと机があるだけだった。机の上にはぐしゃぐしゃに破壊された機材がある。

「無線機か？」

「多分、そうだと思います」

「おいおい。勘弁しろよ」

　シグはげんなりとした気分で肩を落とした。

　きっちりと仕分けされている遺留品には、他ほかにもカメラや望遠鏡などが見て取れる。公共安全委員会庁舎の目と鼻の先だ。関係者を張っていたと考えるのが妥だ当とうだが、内部の権力闘争か、あるいは外部の勢力なのか。どちらにしてもきな臭いことに変わりはない。

　肝心の死体は二人分だった。

　写真撮影のための数字が記された札に囲まれるようにして、無造作に転がっている。

　生乾きの血ち溜だまりが床にべっとりと広がり、いたるところに血けつ痕こんが点々としていた。天井を見上げれば、そこまで噴き上がった血ち飛沫しぶきが赤黒く乾いてこびりついている。

「見事なもんだ」

　シグは一瞬で絶命したと思われる男の死体を覗のぞき込んだ。仰あお向むけに倒れているその男の表情は目を見開いて恐怖に固まったままだ。

　刺し突とつのあとに袈け裟さ懸がけに一いつ閃せん。剣筋は右の鎖骨を断って肺まで達し、その際の血飛沫が天井まで届いている。そして、やはり左利きだ。

「ロッテ、そっちはどうだ？」

「ナイフで滅めつ多た刺ざしですね」

　別の死体を調べているシャルロッテの声は、わずかに強こわ張ばっていた。

「一〇ヶ所以上はあります。上う手まく避よけてますけど、致命傷は二ヶ所だと思います。背中からの一撃と、喉のど元もとですね」

「こっちは斬ざん殺さつだ。一晩で二人。どこのどいつか知らないけどな、はりきりすぎだ」

　今までの傾向からして殺されたこの二人も魔術士だろう。〈竜の箱庭〉の人間なら身元はすぐに割れるが、もしそうでないなら話はさらに複雑になってくる。

「死亡推定時刻は今日の〇時以降らしい」

　話が終わったらしいルッツが、シグの隣に並んで死体を見下ろした。

「遺留品からは身元を証明するものは出ていないけど、この部屋を契約する時の情報は残ってる」

「うちの人間か？」

「一課が裏取り中だからなんとも。死体の方でなにか気になることはあるか？」

「こっちもなんともだな。なにせ俺おれは専門家じゃないからな。けど、これを見ろ」

　シグはその場にしゃがむと、死体についている刺突の傷口を指さした。

「こいつはクルツ派一刀流だ」

「どうして分かる？」

「刃やいばを水平にして突いてる。これはクルツ派一刀流独自の平突きってやつだ」

「平突き？」

「刺し突とつの際、肋ろつ骨こつに刃が引っかからないように寝かせて――突く。これが平突き。さらに突きを回避されてもすぐさま横に払えるようになってる」

「さすが泥どろ臭くさい実戦剣法だけのことはあるね」

　ルッツは数瞬の間、なにかを考えるように沈黙した。

「シグ、死体の傷を見れば他ほかの被害者も同じ流派で殺されたか判断できるか？」

「できないこともないけどな。写真じゃよく分からないぞ」

「よし。君は検死局に行って斬ざん殺さつされた死体を検分しろ。流派を特定するぞ」

　クルツ派一刀流はこの時代には珍しい古流派剣術で、使い手はあまりいない流派だった。犯人を特定する手がかりにはなるかもしれない。

「あ、じゃあわたしも」

　とてとてと近づいてきたシャルロッテが手を挙げる。

「君がいっても仕方ないだろ。僕と一緒に特捜の捜査会議に出るぞ」

「ちっ……」

「なんで俺おれを見て舌打ちをする」

　シグは半歩後ずさった。

「いえ。シーくんが血を見て興奮しているのではないかと思いまして」

「まて。俺はどんな変態だ」

　シャルロッテは両腕を交差させて胸を強調すると、

「とりあえずすっきりさせてあげますよ。胸ですか、それともお口――」

「てい！」

　最後まで言わせずに、シグは彼女の頭にゲンコツを落とした。

「またゲンコツ……！　暴力でしか愛情を表現できないなんて、シーくんってば不器用なんですから」

「妄想の前向きさが半端ない！」

「あーあー、聞こえないです。妄想じゃなくて真実ですよ。恥ずかしがらないでください」

「聞こえてるだろ！」

「まったく君たちは進歩しないというかなんというか」

　二人の様子を見ていたルッツが手を叩たたき、場を仕切り直した。

「とにかくことを進めるぞ。すっきりするのはこいつが片づいてからにしてくれよ」



◆◇◆◇◆



「にしても大丈夫かね、ホント」

　ルッツたちと別れて検死局に向かいながらシグはぼやいた。

　死体の傷を見ればある程度は分かると言ったものの、正直なところ怪しいものだった。

　シグのクルツ派一刀流は我流が強い父親から教え込まれたものが基礎になっているせいで本流の動きとは少し違う。なので平突きくらい分かりやすいものならともかく、そこまで細かい癖を見分けられるかといえば心こころ許もとない。それこそ、ルノアのようなきちんとした使い手なら分かるだろうが。

　そんなことを思って、シグは足をとめた。

「ルノアか――」

　小さく息を吐く。

　彼女は今日も〈海うみ猫ねこ亭てい〉で給仕のアルバイトをしているはずだ。すぐに辞めると思っていたのだが、これが案外と続いている。最初の頃ころはなにか騒動を起こすのではないかと心配で様子を見にいっていたのだが、今では無愛想なりに店に馴な染じんでいるらしい。

「――しょうがない。あいつに頼むか」

　腕時計を見ると午後四時を回ったところだった。

〈海猫亭〉までぶらぶらと歩いていけば、ちょうどルノアが店を上がる時間くらいになる。

「無愛想な看板娘をお迎えに上がりますか」

　シグはつぶやくと、〈海猫亭〉まで歩くことにした。魔術士を狙ねらった連続殺人事件が起きているとはいえ、表おもて沙ざ汰たになっていないため街の様子はいつもと変わらない。

（それにしても厄介そうな事件だぞ、こいつは）

　石畳に響く自分の足音を聞きながら、シグは頭の中で事件のことを考えてみた。

　魔術士殺しは無差別なのか、規則性があるのかは分からない。ただ、殺し方からして犯人は二人であることは間違いなさそうだった。もし犯人の一人がクルツ派一刀流なのだとしたら、〈竜の箱庭〉の外部の人間だ。〈竜の箱庭〉でクルツ派一刀流を使う魔術士は数えるほどしかいない。すぐに足がつく。

（だが、外部の人間だとしたらこの〈竜の箱庭〉で見つからないわけはない。囲ってる奴やつがいるってことだ……）

　内部の権力闘争のために足がつかないよう外部の人間を雇ったということも考えられるが、だとしたら殺される側に特定の規則性が見て取れて然しかるべきだ。だが、ルッツからの資料を見る限りは見受けられない。

「あー……ますます分からん」

　シグは三白眼をさらに細めてうめいた。

　それに殺し方からして、犯人は魔術士ではないはずだった。

　魔術士相手に魔術を使わせることなく殺害するとなると、銃を使うのが最も確実かつ安全だ。銃の登場は魔術士の戦闘での優位性を著いちじるしく低下させた。

（だが連中は剣にナイフだ。よっぽど腕に自信があるのか、頭がイカれてるのか）

　そうこうしているうちに目的の〈海猫亭〉が見えてきた。

　オープンテラスには可愛かわいらしい制服を着たルノアの姿は見えない。

「しまった。もう上がっちまったかな」

　小さく舌打ちすると、シグは小走りに店に駆け寄った。

　店内に入ると顔見知りのマスターが手を振って挨あい拶さつをしてくる。

　初老の男で、カフェのマスターよりも傭よう兵へいの方が似合っているごつい体たい躯くと風ふう貌ぼうだった。実際、極東紛争に義勇兵として従軍したことがあるというのが自慢の自称魔術士だ。もっとも、シグは話半分にしか信じていなかったが。

「よお、シグ。うちの看板娘のお迎えか」

「まあね。そんなとこ」

「すっかり尻しりに敷かれちまって。そんな年から苦労するぞ」

「妙なこと言うな。ルノアに聞かれたら俺おれが怒られる」

　にやにやしながら言ってくるマスターを、シグは露骨に睨にらんだ。

「その無愛想な看板娘はどこ？」

「今終わったところだから着替えてるんじゃねえかな。覗のぞくんなら今だぞ」

「誰だれが覗くか！」

「覗くとか覗かないとかなんの話をしているのだ？」

　給仕の制服からいつもの色気のない服装に着替えたルノアが奥から顔を出した。シグの姿を確認して小首を傾かしげる。

「シグがお前さんの着替えを覗き――」

「だあ――――っ！」

　シグは声を上げてマスターの言葉を遮った。それでもルノアには聞こえてしまったらしく、彼女は顔を真っ赤にして射い殺ころすような眼光を発した。

「な、ななな、なにを言う。バカ！　人前でそんなことを言うなど、恥を知れ！」

「ちょっとまてっ！」

　すかさず彼女の蹴けりが飛んできて、シグはブーツの踵かかとを顔面すれすれでかわした。

「あっぶないだろが！　顔を狙ねらう奴やつがあるか！」

「口で言っても分からない奴には身体からだで教育するしかないのだ」

「当たり前のように言うな！」

　ぜえぜえと肩で息をしながら叫ぶ。

　周囲の客がなにごとかとこちらを見ていた。

『あの黒い奴が着替えを覗いたらしいぞ』

『なんだと、俺たちのルノアたんを』

『やーねー、変態よ変態よ』

『公安呼んで。公安』

「うるせえっ！」

　ざわざわと広がる囁ささやきを打ち消すようにしてシグはやぶ睨みになって叫んだ。

　これ以上ここにいてもろくなことにはならなさそうだったので、彼は眉み間けんに皺しわを寄せてルノアを見据えた。

「ルノアよ、お前、あれだぞ。そんなに言うなら“〝お座り”〟させるぞ」

「なっ……！　卑劣な！」

　自分がお座りさせられた図を想像したらしく、彼女は半歩下がって拳こぶしを戦慄わななかせた。

　シグとルノアの関係は舞踏会を踊るパートナー。〈血ち塗まみれの竜王女〉にはパートナーに逆らえない躾しつけの言葉が定められている。

「お前という奴やつは、そんなにわたしをお座りさせたいのか……！　この変態め。死ね」

「でかい声出すな！　皆さまがまた誤解するだろうが！」

　焦って周囲に視線を巡らせる。

『お座りってどうこと？』

『正真正銘のど変態よ！』

『あの子かわいそう……』

　すでに手遅れだった。

　周囲から突き刺すような視線を投げかけられて、シグは泣きたい気分になった。

「お前、わざとだな。わざと言ってるな」

「なんのことだか分からんな」

　ルノアはそっぽを向いた。

「くそ。妙なとこだけ成長しやがって」

　シグは小さくうめくと、今度は丁重に言ってみた。

「お迎えに上がりましたので、一緒にきてくれませんか、王女様」

「む。よい心がけだな」

「へいへい。左様で」

「だが、わたしの着替えを覗のぞこうとした罪は重いぞ」

「ええい！　まだ言うか」

　シグは強引にルノアの手を取った。

「ちょ……なにをするのだ」

　戸惑うルノアの声を無視して、そのまま引きずるようにして外に出る。人ひと気けのない路地まで引っ張ってくると、シグはようやく手を離した。

　するとルノアが手首を擦こすりながら言ってくる。

「そんなに怒るな。少しからかってやっただけではないか」

「少しで済むか！　大おお火傷やけどするわ！」

「お前がわたしの着替えを覗くなら、いつでもできるものな。なにもわざわざ〈海うみ猫ねこ亭てい〉で覗く必要などないのだ」

「人聞きの悪いことを言うな。誰だれが覗くか」

「む。わたしは覗くほどの魅力がないとでも言うのか」

　なぜだかルノアは半眼になって睨にらんできた。

「いやそういうことじゃなくてだな」

「じゃあ覗のぞきたいのか？」

「え？　なにこれ……？」

　シグは意味が分からずに言葉に詰まった。これはつまり覗きたいと答えるのが正解なのか。いや、巧妙な罠わなでそう答えたなら教育的指導が――頭の中でぐるぐるとそんなことを考えていると、ルノアが肩を落としてつぶやいた。

「バカ」

　それから彼女は妙に尊大な態度で言ってくる。

「で、なんの用だ」

「ああ、そうだった。お前に頼みたいことがあってだな。ちょっとつき合ってくれ」

「それでわざわざ迎えにきたのか？」

「そうだよ」

「なるほど」

　ルノアはきょとんとしたあとどことなく口元を緩め、一人で小さくうなずいた。そんな自分にはっとして、咳せき払ばらいをして表情を元に戻す。

「そうならそうと早く言え。お前がどうしてもというのなら、やぶさかでもないぞ」

「そいつはよかった。助かる」

「それで、どこにいくのだ？」

　心なしか声を弾ませる彼女に、シグは告げた。

「死体置き場だ」

　ルノアはシグを蹴けり倒した。



◆◇◆◇◆



「第三国の勢力？」

　レニの薄暗い執務室は、葉巻の煙が充満して目に染みた。

　後ろにいるシャルロッテがけほけほと咳せき込こんでいる。

「それは殺した方のことかしら。それとも殺された方のこと？」

　レニは陰いん鬱うつな表情をぴくりとも動かさず、腕を組んでルッツたちを睥へい睨げいしていた。

　白い制服の帽子を脱いでいるシャルロッテが、その視線に怯おびえたようにして身体からだを強こわ張ばらせる。頭の上にある尖とがった獣耳がぺたんとうな垂れて、彼女の心境を代弁していた。

「先生、あまり睨にらまないでもらえますか。シャルロッテが怯えてる」

「生あい憎にくと私はこれが普通なの。自分の生徒に怯えられるなんて、笑い話にもなりゃしない」

　自じ嘲ちよう気味に苦笑すると、彼女は吸い口を作った葉巻を咥くわえて火を灯ともした。

　盛大に紫煙を吐きルッツに先を促うながす。

「殺された方ですよ。特捜の捜査会議に出ましたが、身元の裏が取れないようでしてね。現場の状況を見るに、殺された連中は公安の誰だれかを監視していたことは間違いなさそうでしたし。目的は不明ですが」

「そう」

　レニは紫煙と一緒に深々と息を吐いた。

　公共安全委員会の外事部が第三国の勢力が〈竜の箱庭〉に侵入することを許したのだとしたら大きな問題だったし、把握した上で内事部が事件化するために泳がせていたのだとしたら殺されてしまったことは大きな問題だ。いずれにせよ、とんだ失態だった。

「けれどルッツ、その連中を殺したのは誰かしらね」

「やり口から見て、僕たちが介入した事案の犯人でしょうけどね。この〈竜の箱庭〉で魔術士をこうも殺して、よそ者なら見つからないわけはない」

「内部の犯行？」

「それも恐らく違います。今、シグに確かめにいかせてますが、魔術士を斬ざん殺さつした犯人はクルツ派一刀流です。内部の関係者なら使い手はすぐに割れる」

「誰かに飼われているということかしら」

　レニの静かな声は重苦しく、息が詰まりそうだった。

「この〈竜の箱庭〉で、私が与あずかり知らぬ連中が殺し殺されいいようにやっている？」

「この事案はなにか裏があるでしょう、レニ先生」

　そうでなければ公共安全委員会の委員長から、虎とらの子の特別高等分室に介入の命令が下るものか。なにかは分からないが、相当に厄介なことなのではないか。〈竜の箱庭〉の派は閥ばつ抗争か、あるいはこの魔術士の総本山に戦争でも仕掛けようという帝国でもあるのか。

「僕たちではいささか手に負えないかもしれません」

　ルッツは涼しい顔でレニを見据えた。

　この〈鳴かない雌めす犬いぬ〉とまで呼ばれた女と取り引きをした自分はまだいい。

　だが、こんなことにシグやシャルロッテをこれ以上関かかわらせることはまっぴらだった。レニが全面介入する決断を下せば、特別高等分室の正式なメンバーが動くだろう。そうすればシグやシャルロッテはお役ご免になるはずだ。

「分かったわ。局長に状況を確認次第、全面介入する」

　レニはゆっくりと立ち上がると、灰皿に葉巻を押しつけた。

「死体は特捜？」

「いいえ。こちらで巻き取りました。特捜に大分嫌味は言われましたけどね。検死はうちのルートでやれます」

「上出来だわ」

　濁にごった隻せき眼がんに暗い炎を灯ともし、レニはぞっとする笑みを浮かべた。

「あなたたちは私ときなさい」

　ルッツは渋い顔をした。

「先生、シャルロッテは――」

「特高も外に出している連中が多くてね。人手が足りないの。使えるものはなんでも使う。それが私のやり方よ」

　レニはルッツの肩に軽く触れてから、シャルロッテの黒い瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

「シャルロッテ、あなたにもそろそろルクセンブルク教室にいるということを自覚してもらわなければね」

　びくりとシャルロッテが震える。

「いつまでも学生気分ではいられないのよ」



◆◇◆◇◆



　第一検死局のビルに入っても、ルノアはまだなにかぶつぶつ言っていた。

「まったく。男が女を誘うのならもっとこう色気のある場所があるだろう。迎えにきてくれたからなにかと思えば、死体を一緒に見にいってほしいだのと。ちょっと期待したわたしの気持ちはどうなるのだ。世が世なら無礼打ちにして晒さらし首にしているところだ」

　シグはとぼとぼと後ろをついてくるルノアに振り返り、

「なんだって？」

「なんでもない！　このバカ」

「だからすぐに蹴けるな」

「うるさい。わたしの気持ちも知らないで」

「なんなんだよ」

　周りの空気が陰気で静まり返っているせいで、二人の声はよく響いた。

　じゃれ合っているように見えるのか、擦すれ違った白衣の職員が胡う乱ろんげな視線を送ってくる。とはいえ、お役所仕事なのか定時をすぎているせいで人の姿はまばらだった。

〈竜の箱庭〉に検死局は八つある。都市全体を八区画に分割して、殺人事件が起こったり身元不明の死体が発見されたりすると、対応する検死局に運ばれることになっている。

　今回の事件はいくつかの区画を跨またいでいたが、六分署に特別捜査本部が設置されたのでそこに対応する第一検死局に全すべての遺体が集められていた。

　特別高等分室の介入特権を振りかざして手続きを済ませ、シグは地下の死体置き場に向かった。階段を下りていくと物もの憂うげな雰囲気がより一層強くなったように感じる。

　ひんやりとした空気が頬ほおに触れ、消毒液の臭においが鼻を突く。青白い照明のせいでルノアの白い肌が死人のように見えた。

「それにしても、また面倒なことに関かかわったものだな」

「まあな。面倒なことは分かってたが、思ってたより面倒そうだ」

　階段が終わり天井の低い地下の廊下に出る。死体置き場と解剖室の他ほかは、いくつかの倉庫と死体を搬入するエレベーターが廊下の奥にあるだけだ。

「死体を検分すれば太た刀ち筋すじからクルツ派一刀流かどうか分かると思うか？」

「ふむ。正統な太た刀ち筋すじなら恐らく分かるはずだ。だが、その人ひと斬きりがお前のように我流が強い場合は分からないかもしれないな」

「そいつは悪うございましたね」

　軽口を叩たたいている間に二人は死体置き場の扉の前にまでやってきた。鉄製の両開きで、関係者以外は立ち入りを禁ずる旨の注意書きがされている。

　扉を押し開こうとして、シグはぴたりと手をとめた。

　ルノアが怪け訝げんな顔でシグを見やる。

「どうした？」

「誰だれかいる」

　死体置き場からわずかな声がもれ聞こえてくる。明らかに検死官のものではなかった。

「ねえエミー、まだかしら。まだ運ばれてこないかしら」

「お、怒られちゃったねカーリン。あ、あの二人は殺しちゃダメだったのね」

「でもでも、仕方がないわ。だって、わたしたちを最初に自由にしてくれた人を困らせようとしていたんだもの。少し恩返ししてあげようと思っただけなんだもの」

　二人の少女の声だ。底抜けに明るい声と、低く暗い声。

「あ、あの二人の死体はなかったことにしないと」

「そうね、そうね。なかったことにしないとまた怒られちゃうわ」

「で、でもねカーリン。その前に――」

「そうそうエミー。その前に――」

　シグは身体からだを硬くした。

　二人の少女の声が重なる。

『お客様をおもてなししなくっちゃ』

「ルノア、横に跳べ！」

　シグは叫ぶと同時に扉から横っ跳びに離れた。

　どばん、という音とともに扉が内側から吹き飛ぶようにして開いた。

　なにかが廊下の壁に激突して嫌な音を立てる。

　反射的に視線を送ると、それは検死官の死体だった。喉のど元もとをばっさりとやられて、鮮血で白衣を赤黒く染めている。

「なっんだあ！」

　わけも分からずにシグは叫んだ。

　次の瞬間、腹の底に響く重低の轟ごう音おん。

　薄暗い死体置き場が光り輝いた。

　それは銃声と銃火だった。

　無数の弾丸が火花を散らし、跳弾が音を立て、鉄製の扉を吹き飛ばす。

　さらにコンクリートの壁を抉えぐり飛ばして無数の弾だん痕こんを刻みつけ、検死官の死体をボロ雑ぞう巾きんのようにズタズタに引き裂いた。自動拳けん銃じゆうや機関短銃とは比べものにならない威力だ。

「冗談じゃねえぞ、くそ！」

　壁に背を預けて座り込んでいたシグは小さく吐き捨てた。見ればルノアも同じような格好で、扉が吹き飛んだ死体置き場の様子を確認しようとしている。

「か、勘がいい」

　暗い少女の声。

「うふ。出てきて遊びましょう。わたしたち死体が運ばれてくるのをまっているのだけれど、なかなかやってこなくて暇をしていたの」

　明るい少女の声。

　どういうわけかは知らないが、中にいるのは魔術士殺しの犯人らしい。やはり二人。ただ、女だとは思いもよらなかった。

　シグは自分が丸腰なのを思い出して舌打ちした。

「ルノア、先走るなよ」

「そうは言っても、易やす々やすと逃がしてはくれなさそうだぞ」

「だろうな。かなり腕に覚えがあるか頭がイカれてるかどっちかだと思ってたけどな」

「せっかくせっかく遊ぶんだもの。出てきて顔を見せてくださいな」

　場違いに明るい声が響き渡る。それは屈託のない子供そのものだ。

「こりゃどっちもだ」

　シグは右手を拳けん銃じゆうのかたちにしてこめかみに当て、ぐりぐりと回した。

（で、どうするのだ）

（仕切り直してくれるらしいから、そうしてもらうさ）

　腹を決めるように大きく息を吐くと壁伝いにゆっくりと立ち上がる。

（ルノア、お前は出るなよ。向こうはこっちが二人だとは思ってないはずだからな。俺おれがドンパチはじめたら上にいって非常連絡局のレニ・ルクセンブルクを呼べと伝えろ）

（バカを言うな……！　そんなことができるか）

　ルノアがぎょっとした顔をしたのがおかしかった。

　それでもシグはそれ以上はなにも言わなかった。

　二人でやり合うこともできるが、それよりは一人を上にいかせる方が確実だ。それに正面切ってやりたがるルノアよりは、自分の方が逃げ回るのには向いている。

　シグは死体置き場の中に向かって声を張り上げた。

「分かった。出ていってやるからいきなりズドンは勘弁しろよ」

　ルノアにいくように促うながして、シグは慎重に死体置き場に足を踏み入れた。

　そして、目に映った光景に頭がくらくらした。

　薄暗い照明だけが頼りの部屋には、床と壁にべっとりと血ち飛沫しぶきが撒まき散らされていた。恐らくは殺された検死官のものだろう。そんな中、書類が散らばるスチール机に二人の少女が腰掛けて足をぶらぶらとさせていた。

「うふ。ねえねえ、あなた魔術士かしら」

「ま、魔術士だといいな。か、カーリンへの生いけ贄にえにする。さ、さっきのは魔術士じゃなかったもの」

　小柄で華きや奢しやな二人の少女はまったく同じに見えた。

　闇やみ色いろに溶け込んでしまいそうな漆黒の髪を赤いリボンで同じツインテールにして、これまたお揃そろいのカチューシャをつけている。金色に輝く大きな目は愛らしく、だがどこか危ない光を湛たたえているようにも思えた。

　白を基調に黒と赤が配色された華美なドレスも、膝ひざまであるストライプの靴下も、真っ赤な厚底の靴も、まったく同じだった。

「あ、遊びましょ」

　右側の少女――確かエミーだったか――が言った。

　暗い声の方だ。わずかに表情に陰りがあり、どこかびくびくとしていた。

　対して左側の少女――カーリンと呼ばれていた――は、自信に満ちた力強い表情をしている。

　二人の違いなど、本当にそれくらいのものだった。

「へっ……なにして遊ぶって？」

　シグは強こわ張ばった表情で言った。

　二人を見分けるとしたなら、わずかな表情の違いよりももっと分かりやすいものがある。

「こ、殺す」



    

  
    
      



    

  
    
      　エミーは肩から提げていた機関銃を床に投げ捨てた。

　机から静かに降り立つと、彼女は腰の周りに幾重ものベルトで吊つり下げている大小一〇本以上のナイフの中から、右手で一番大振りなものを抜き放った。

「わ、わたしが魔術士を殺しただけカーリンの命が増えて、ずっとずっと今の姿のまま生きていけるのよ」

「そう。そしてそして、わたしが魔術士を殺しただけエミーの命が増えて、ずっとずっと今の姿のまま生きていけるのよ」

　机に座ったままカーリンが太陽のように明るく笑った。右肩に担ぐようにして、自分の身長ほどもある長剣を持っている。

　二人を一目で見分けるとしたら、この得物の違いですぐ分かる。

「それがお前らの宗教ってわけかい。いよいよもってぞっとする」

　シグは息を呑のんで、右足をすっと引いた。半身になって背中を丸くする。これで急所を一撃では狙ねらえなくなったはずだった。

（ルノアの奴やつ、上にいっただろうな……？）

　シグは内心冷や冷やしながらも、じりじりと間合いを詰めてくるエミーを見据えた。

「こいよ、遊んでやる」

　エミーが嬉うれしそうに笑った。不気味な笑みだった。

　瞬間、姿勢を低くして肉食動物のように襲いかかってくる。

　ほとんど一足飛びに間合いを詰められた。

　抉えぐり込むようにして下方から迫るナイフの刃先に視線を定め、シグは腰を落としながら上半身を左に捻ひねった。同時に左の肘ひじを横に払うようにして相手の手にぶち当てる。

　ナイフは相手の手から離れない。

（どんな握力してやがる）

　それでもシグはお構いなしに、肘を振った勢いのまま左足を軸にして回まわし蹴げりを放った。

　鋭い一撃が空を切る。

　エミーは空いていた左手で別のナイフを抜き放つと、シグが着地した瞬間を狙ってナイフを振り下ろした。

「そったれ！」

　シグは無理矢理に体勢を変えると、左ひだり拳こぶしの裏うら拳けんでナイフを叩たたき落とした。

　刃やいばを直接払ったせいで鮮血がぱっと舞う。

　痛みを感じる暇もなく、シグは間合いを詰めた。

　右足から懐に入り込み、左肘を振り上げる。

　鈍い打撃音とともにエミーの顎あごが跳ね上がり、すかさず左の膝ひざ蹴げりを腹部に喰くらわせた。

　くぐもった悲鳴とともにエミーの身体からだが吹き飛んだ。

　だが、同時に小さなナイフが飛んできた。

　咄とつ嗟さのことに背中を丸めて腕で身体の中心線を防御する。

「っ……！」

　続けざまに三度の激痛が走り、シグは顔をしかめた。

　吹き飛んだエミーが死体置き場の床を転がり、書類棚の載った机を薙なぎ倒した。そのまま死体を保管しておく冷凍室の壁に激突してふらふらと起き上がる。

「す、すごく痛い」

「〈竜の箱庭〉の魔術士を甘く見るなよ、くそ」

　シグはうめきながら腕に突き刺さった小振りのナイフを抜き捨てた。蹴けりで吹き飛ばされながら三本も的確に投とう擲てきしてくるあたり、油断もなにもあったもんじゃない。

　両腕から滴したたる血が指を伝って床へと落ちていく。

「油断してはダメよ、エミー。今までは不意打ちだったけれど、今度は違うんだもの。でもでも、あなたが魔術士みたいでよかったわ。だって魔術を使わないから」

「大きなお世話だ、バカ野郎」

　身体能力を爆発的に高める〈仄ほの暗ぐらき人じん狼ろう〉は、シグが〈タペストリー〉の編み変えが苦手なせいで時間がかかるため使いたくても使えない。

「今度はわたしと遊びましょうよ」

　カーリンが肩に担いでいた長剣を抜くことなく、右手で鞘さやを持ったまま腰こし溜だめに構えた。

「クルツ派一刀流抜刀勢法か」

　シグは血で滑る拳こぶしを握り締めた。

　クルツ派一刀流にはいわゆる居合いは存在しない。あるのは柄つかに手をかけてからいかに素早く抜刀できるかに特化した、抜き方のようなものがあるだけだ。抜き様に相手を斬きり捨てられればそれでよし。仕損じれば続けざまに様々な型に移行できるようになっている。

　抜き打ちを喰くらわせる位置は普通、相手が剣を構えている拳を狙ねらうが――

（丸腰だぞこっちは）

　それ以上はあれこれ考えている暇もなく、カーリンがタイル貼ばりの床を蹴った。

（柄に手をかけて溜ためがある居合いとは違って、柄に手をかけた瞬間に抜く……！）

　カーリンの左手が柄にかかる。擦すれ違い様にどっしりと腰を落として長大な刃やいばを一気に抜き放ち――

「中段……！」

　ぞっとした。かわせない。見事に胴を抜かれた死体を思い出した。この女、思っていた以上にとんでもない使い手だ。

　そう思った時、別の気配が二人の間に割って入った。

　目の覚めるような銀色の髪がシグの視界に躍る。ルノアだった。丸腰だったが、まるで剣を持っているかのように下段に構えている。

　ルノアが〈タペストリー〉を幻視しているのが分かった。瞬時に編み変えられる。

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！」

　構えた手に魔術による仮かり初そめの現実である白はく刃じんが現れると同時、彼女は思い切り刃を振り上げた。

　金属がぶつかり合う甲高い音。

　刃やいばを跳ね上げられたカーリンがぎょっとした表情で数歩後退した。

　その様子を見て、シグはこの二人は魔術を使えないのだと確信した。

　ルノアが〈タペストリー〉を編み変えた気配をまるで察知していない。魔術士ならばほとんど反射的に感じてしまうものなのに。

　ルノアは迷わずあとを追い、頭上にまで高く掲げた魔術の刃を相手の左肩目がけて斜めに振り下ろした。

　だが、カーリンは長剣を肩に担ぐようにして背中に回し、その一撃を受けとめた。

　そのままルノアの刃を大きく弾はじき、肩越しに見えるルノアの拳こぶし目がけて長剣を一いつ閃せん。

　ルノアはすんでのところでその打ちを外して、大上段に構えて間合いを取った。

「ふん。どこかのバカと違って綺き麗れいなクルツ派一刀流を使う」

「うふ。魔術士がもう一人」

　カーリンは心底から嬉うれしそうに笑い舌なめずりした。

「上にいけと言っただろうが」

「うるさい。お前とわたしはパートナーだろう」

　ルノアはそう言ってぴたりとシグと背中を合わせた。

「どんな時でも二人で戦うのだ」

「そうかい」

　彼女の宣言は嬉しくもあったが、状況が好転したわけでもない。

　エミーが床に投げ捨てていた機関銃を拾い上げた。箱型弾倉の中身はまだ残っているはずだ。

　不気味に黒光りする銃口がこちらを向き、シグとルノアは同時に床を蹴けった。

　まるで化物のような唸うなり声。これが銃声だとはとても思えない。弾丸の嵐あらしがそこいらを薙なぎ払い、あらゆるものを引き裂いて壁という壁に弾だん痕こんを刻んだ。

　大きな空から薬やつ莢きようがバカみたいに床に零こぼれ落ちていく。

　二人は足から滑り込んで射線をかわし、並んでエミーの足元まで詰めよった。

　シグが頭上にある機関銃の銃身を立ち上がる勢いで突き上げる。

　弾丸が天井を薙ぎ払い、照明を次々と破壊して部屋が真っ暗になった。

「しまった……！」

　ルノアは相手を見失い、それでも勘を頼りに魔術の刃を水平にして突きを繰り出した。

　短い悲鳴。

　シグは咄とつ嗟さにルノアの腕を掴つかんだ。

「逃げるぞ！」

　有無を言わさず駆け出す。

　死体置き場を飛び出して、搬入エレベーターがある方へと廊下を走った。

「なぜ逃げる！」

「あんな化物どもとこれ以上やり合ってられるか！」

　エレベーターの昇降ボタンを殴りつけ、シグは叫んだ。

　あのままやっていたらよくて相あい討うちだ。〈竜の箱庭〉の魔術士の戦い方は編成を組んで常に数の優位を保って戦う。少しでも不利と見れば退却するのはむしろ定石だ。

　廊下の向こう側で機関銃を構える不気味な音が聞こえた。

「仕留め損なった……！」

　ルノアが渋い顔をした。手て応ごたえはあったが、視界が急に暗くなったせいで急所を外したらしい。

「冗談じゃないぞ。このままじゃ鴨かも撃うちだ」

　シグはエレベーターのボタンをがんがんと殴りつけた。

　廊下の向こう側でエミーが不気味に笑い、機関銃の引き金を絞る。

　腹の底に響く咆ほう哮こうと周囲を照らす銃火。

　壁を抉えぐり飛ばして無数の破片を撒まき散らす弾丸。

「くそっ！」

　シグとルノアは間一髪でエレベーターに転がり込んだ。

　二人を乗せた箱が地上に向けて昇りはじめた瞬間、床のすぐ下を機関銃が猛烈に掃射していったのが分かった。

　シグは肩で息をしながら壁に背をつけて座り込み、

「無事か？」

「問題ない。それよりお前の方が大丈夫か」

　言われて両腕が血ち塗まみれであることを思い出した。急に痛みを自覚して顔をしかめる。幸い神経などはやられていないようだった。

「何本もナイフをぶっ刺しやがって」

　エレベーターが一階について扉が開いた。死体の搬入用のための駐車場だ。

　辺りはすっかり夜になっていた。

　シグは腕の痛みを堪こらえて立ち上がった。死体置き場に入ろうとした時に聞こえた会話を思い出す。

「あの人形みたいな双子が魔術士殺しの犯人には間違いないが――話はそう簡単じゃなさそうだ」

　どうにか息を整えて、シグは続けた。

「あの二人を囲ってる悪趣味なロリコン野郎を見つけないとな」



    

  
    
      
第三章



〈竜の箱庭〉都市にすっかりと夜の帳とばりが下りた頃ころ、レニ・ルクセンブルクの特別高等分室は公共安全委員会の六分署に設置された特別捜査本部に介入を開始した。

　深緑の制服に身を包んだレニを先頭に総勢一〇名。

　彼女の他ほかは誰だれもが一様に個性がなく、黒いスーツを身に纏まとい、色いろ眼鏡めがねをかけていた。そして、右の袖そでには『特高』と書かれた黒い腕章。

　石畳に硬質な足音を響かせて六分署に到着すると、レニは入口を警備しているまだ若い制服委員にただ一言を告げた。

「特高だ」

　敬礼をまつこともせずに、彼女に率いられた一団は六分署に足を踏み入れた。

　歴史ある木造三階建ての高天井の玄関ホールを無遠慮に横切り、特別捜査本部が設置されている二階へと階段を上る。

　レニは肩で風を切って颯さつ爽そうと足を進め、後ろに続く黒服たちが署内に物騒な足音を響かせた。擦すれ違う六分署の関係者はみな一様に、死神の列を見るような畏い怖ふの眼まな差ざしでその一団を見送っていた。

「これからなにがどうなるんですか」

　一団の最後尾を落ち着かない様子で歩きながら、シャルロッテがつぶやく。彼女とルッツの二人は、乗り込んできた一団に馴な染じまずに浮いてしまっている。

「特高が特捜を乗っ取るのさ」

「乗っ取る？」

「そう。介入特権を発動すればどんな事案にも首を突っ込めるのが特高だ。その気になれば全すべての主導権を奪うこともできる。まあ、色々と風当たりが強くなるから滅多なことではそこまではしないらしいけど――」

　どうやら今回は別らしい。魔術士を殺して回っている犯人はもとより、殺された中にも正体不明の第三国の魔術士が交じっている。ことここに至って刑事警察局はもとより非常連絡局の外事も内事も役に立たない、とレニは判断したのだろう。

「しかしすまない、シャルロッテ。全面的に介入がはじまれば君やシグは外れると思っていたんだけどな」

「別にルッツのせいじゃないですよ。わたしも〈竜の箱庭〉の魔術士なので、やれと言われればやるだけです」

　シャルロッテは小さく頭を振ると嘆息した。

　表情は明らかに乗り気ではなかったが、言葉のとおり彼女は〈竜の箱庭〉の魔術士であり、ルクセンブルク教室の生徒だ。拒否する権利はない。

「それにルッツに迷惑をかけるのも嫌ですし。シーくんやわたしはどこにも任官する気がないのでまだ好きにできますけど、ルッツはそうじゃないですから」

「そいつはありがたくて涙が出るね」

「そうですよ。もっとありがたがってください。わたしは気遣いができるいい女なのです」

　ルッツは微苦笑を浮かべた。

「まったくな。シグもさっさと君を選べばいいのにな」

「はい」

　シャルロッテはわずかに頬ほおを赤くすると目を伏せた。

　少しの沈黙のあと、誰だれに言うわけでもなく続ける。

「でも、シーくんは誰かと深い関係になるのを避けてるんです。優しいから」

　その言葉は先頭をいくレニが特別捜査本部の扉を蹴けり開けた音でかき消された。

　どばん、という派手な音とともに会議室の扉が吹き飛ぶようにして開け放たれる。

　中にいた刑事たちが一斉に視線を入口に向けた。

「これはこれはご精が出ますわね、特捜のみなさま」

　レニは暗い笑みを浮かべると、臆おくすることなく中へと足を踏み入れた。

　ルッツとシャルロッテもそれに続く。

　会議室には横長の机がスクール形式で配置され、一〇〇名近い席数が用意されていた。捜査一課と六分署の刑事に、他ほかの分署からの応援も合わせてかなり大規模な陣容だ。

　捜査員たちと向かい合うように設置された机には、特別捜査本部を仕切っている幹部たちが座っている。

　レニはずらりと居並ぶ刑事たちを睥へい睨げいし、有無を言わさずに宣言した。

「知ってのとおり、本事案は特別高等分室の介入特権が発動している。よって以後、特捜は我々が仕切らせていただく」

　空気がざわりと殺気立ち、さざ波のようにざわざわとした声が会議室に広がっていった。

「それは、ちと乱暴ですな。特高が表の事件に全面介入するなんざ聞いたこともない」

　幹部席にいたベテラン刑事が言った。現場でルッツを殴りつけた男だ。

　彼は席から立ち上がるとゆっくりとレニに近づいてきた。

「そもそもあんたらに表の仕切りができるか？　さっさと日の当たらないねぐらに帰りな。眩まぶしいだろうこっちの世界は。無理するこたあないですよ」

　くぐもった笑い声がいたるところでもれ聞こえた。

　レニは濁にごった隻せき眼がんでその男を見据えると、なにも言わずに男の顔面を殴りつけた。

「っ……！」

　短い悲鳴を上げて、男がたたらを踏んで床に転がる。

　派手な音を立てて机と椅い子すを薙なぎ倒し、ぴくりとも動かなくなる。

　会議室は冷え冷えと静まり返った。

　レニは続けざまに床に這はい蹲つくばる刑事の腹を強したたかに蹴り上げた。

　刑事が表情を歪ゆがめて脂汗を流す。

「こっ……の、アバズレが――」

「格好いいわね、ヤンカー警部。捜査一課六係係長」

　レニはしゃがみ込むと警部の耳元で優しく囁ささやいた。

「随分と娘を可愛かわいがっているそうね。給料に見合わず一帝の全寮制お嬢様学校に通わせている。そう、給料に見合わず。金の出所を教えてやろうか、ん？」

　警部は青白い顔にじっとりと汗を滲にじませ、小刻みに首を振った。

　身体からだの痛みとは別の恐怖を感じている顔だった。

「私をお前の知っている裏の連中と一緒にするな。邪魔立てするなら徹底的に排除する。二度とこの〈竜の箱庭〉で、大手を振って外を歩けると思うな」

　その様子を見て凍りついたように固まっている他ほかの捜査員に、彼女は続けた。

「では諸君。気に入らない者は出ていってもらって結構よ」

　出ていく者は誰だれもいなかった。

「よろしい。捜査を立て直す」

「室長」

　黒服の一人がレニに耳打ちをしてメモを差し出した。

　その内容に目を通し、彼女は陰いん鬱うつな声で言った。

「第一検死局で死体が出た」



◆◇◆◇◆



　通報で駆けつけた制服委員に保護されたシグとルノアは、近くの病院に搬送された。

　シグの腕の傷はひどいものだったため、医療魔術による治ち癒ゆが行われた。時間を早送りするようにして腕の傷が治っていく様子は、むしろ気持ち悪かった。

　あてがわれた病室のベッドに座り、シグは傷が消えた自分の腕をしげしげと眺めた。生乾きの血がべっとりとついていた上着とシャツはどこかに持っていかれてしまったので、今は上半身が裸の状態だ。

　鍛きたえられた筋肉がついている彼の両腕は、うっすらとナイフの痕あとが残っている以外は完全に治っていた。

「医療魔術が受けられるなんざ特高様々だな」

　皮肉げに笑う。

　医療魔術は患者の存在を構成している〈タペストリー〉を編み変えて、病気や負傷をなかったことにする魔術。編み変えた〈タペストリー〉を編み変えていない部分と結合させて、〈矛盾の蛇〉を誤ご魔ま化かして定着させなければならない。

　仮かり初そめの現実が元に戻ろうとするこの現象に巻き込まれれば、魔術士の身になにが起こるかは分からない。それだけ危険で高度な魔術だけに、医療魔術士は莫ばく大だいな治療費を取る。いくら大きな怪け我がをしたからといって普通は一介の学生が施術してもらえるものではない。

「あの程度で済んでよかったではないか。お前が未熟だからそういうことになるのだ」

　ルノアが病室に入ってきた。むっつりとして、なぜか不機嫌そうだ。

「お前なあ、一応は怪け我が人にんなんだからもうちょっと優しい言葉をかけろよ」

「ふん。わたしを最初から信用していればそんなことにはならなかったぞ。自業自得だ」

「なんのこと――」

　シグはそこまで言いかけて言葉をとめた。

　ひょっとしてルノアに人を呼んでくるように言ったことを怒っているのか？

「別にお前を信用してないわけじゃなくてだな」

「じゃあどうして一緒にこいと言わないのだ」

　ルノアに詰め寄られて、シグはたじろいだ。座っているこちらを見下ろすようにして、彼女の金色の双そう眸ぼうがある。

「わたしとお前は舞踏会のパートナー。どんな時でも手に手を取って踊らねばならない。最も早はや、一いち蓮れん托たく生しようだ」

　ルノアの表情に、どこか不安げな陰が差す。

「だというのに、お前と一緒でない時に、お前になにかあったらわたしはどうしたらいいのだ。二人一緒なら生きるも死ぬも運命だ。でも――」

　最後の方は消え入りそうな声だった。

　ルノアがそっと肩に手を置いてくる。

「わたしを独りにするな」

　ほとんど耳元で囁ささやくようにして、彼女は言った。

　表情を見ることはできず、吐息だけが感じられた。

「ルノア、お前――」

　シグはなにを言っていいのか言葉に詰まった。

　ルノアにはかつてのパートナーの記憶が少しだけ戻っている。彼女を残して先に逝いってしまった名前も知らない誰だれか。それでも別れの記憶とその時の恐怖や孤独感は、彼女の心の奥底にしっかりと刻まれているのだろう。

　そして、普段はなにも意識していなくともふとした瞬間に蘇よみがえる。

　パートナーを失うことの怖さを知っているからこそ、彼女はなおのことシグを失うことを恐れている。

「悪かったよ……」

　シグは柔らかい声で囁いた。

「俺おれたちは舞踏会のパートナー。どんなところだろうとお前と踊ってやるさ」

「絶対だぞ」

　ルノアが小さくうなずく。まるで甘えている子供のようだった。

　そんな様子にシグは微苦笑を浮かべ、自問した。

　自分は本当にルノアとどこまでも一緒に踊り続けていく覚悟はあるのだろうか。命のやり取りをするような修しゆ羅ら場ばが怖いわけではない。今以上に本当の意味で心と心が深い絆きずなで繋つながったなら、ルノアを失った時の喪失感や恐怖に自分は耐えられるだろうか。

（俺おれだって怖いぜ、ルノア）

　シグは子供の頃ころを思い出した。

　父親が雲の向こう側へと消えてしまった時の怖さ。いつまでもそのままだと思っていた大切な存在がある日突然に失われる絶望。人と深く繋がることは、それをもう一度味わうかもしれないということだ。

　ルノアをゆっくりと身体からだから離して立ち上がると、

「にしても、随分と可愛かわいげのある」

　シグはポニーテールがぴょこんと揺れる彼女の頭をぽんぽんとやった。

「う、うるさいな……！」

　ルノアが上目遣いになって睨にらんでくる。

「わたしに可愛げがあるとおかしいのか」

「そういうわけじゃ――って、近い……！」

　シグよりも頭一つ背の低いルノアが爪つま先さき立ちになって顔を近づけてきた。吐息がかかり、少し潤んだ瞳ひとみと濡ぬれた唇がほんの数センチのところまで迫ってくる。

「おい、なにを……ルノア！」

　反射的に腰を引いて、シグは病院の天井を仰ぐようにしてベッドに倒れ込んだ。

　続けてもう一人分の体重がベッドに乗るぎしりという音。

　白い天井が見えていたシグの視界が人の影に覆われる。

「わたしにだって、可愛げくらいあるぞ」

　シグは自分がルノアに馬乗りになられていることを自覚した。顔の横には彼女の白い腕があり、垂れてきたポニーテールの髪先が頬ほおをくすぐってくる。

「み……見せてやろうか？」

　そのまま彼女の顔がゆっくりと――

「こらあっ！」

　開けっ放しだった病室の入口から勝気な少女の声が響いた。

　同時に茶色い紙袋が投げつけられ、ルノアの頭に直撃する。

　紙袋に入っていた黒いシャツが飛び出して、

「にゅっ……！」

　ルノアが奇妙な声を上げた。

「人が心配してきてみれば、なにをやってんのよ、あ・ん・た・ら、は！」

　一言一句に力を込めて、病室にずけずけと入ってきたのはリラだった。

　華きや奢しやな肩を怒らせて、射い殺ころすような眼光を湛たたえている。着替えとシグが使っている剣を持ってくるように頼んだため、左手には長剣を携えていた。



    

  
    
      



    

  
    
      「べ、別になにをしていたわけでもないぞ。パートナーとしてのスキンシップというか。なんかそういうものだ……」

　バネ仕掛けの人形のようにシグから離れたルノアは、ちょこんとベッドの上に正座してもごもごとつぶやいた。視線は宙を彷徨さまよい、ぎこちなく頭を振っている。

「まて。落ち着け……！」

　シグはじっとりとした嫌な汗を感じながら、リラとルノアを忙せわしなく交互に見た。

　二人はお互いに一切視線を合わせようとせず、むしろ焦点はシグに合わされていた。正面からはリラの殺気だった眼光。背後からはルノアの重々しい眼光。

「あれ？　これって俺おれ？」

　リラは恐ろしい笑みを浮かべて長剣の柄つかに手をかけた。

　すらりと白はく刃じんが抜刀され、投げ捨てられた鞘さやが床に転がって硬質な音を立てる。

「斬きる！」

「ぎゃああああっ！」

　振り下ろされた刃やいばを、シグは奇跡的に両手で挟み込んだ。真剣白刃取りというやつだったが、今までの人生で一度たりとも経験のない技だった。

「ええい、ちょこざいな技を！」

「し、死ぬ。本当に死ぬ……！」

　体重をかけてぐいぐいと押し込んでくるリラをどうにか押し戻す。

「これからルノアとなにをやろうとしていたのか洗いざらい白状すんのよ！」

「なにもしようとしとらんわい！」

「じゃあなんで裸になってんのよ！」

「服が血ち塗まみれになったからだ！　だからお前に持ってきてもらったんだろうが！」

　膠こう着ちやく状態のまま罵ののしり合う。

　シグはリラと睨にらみ合ったまま背後に叫んだ。

「おいルノア！　お前からもどうにか言ってくれ！」

「し、シグが一緒にいてくれるというから」

「お前！」

「ほー、そうなの。へー！」

　両手に挟んでいる刃やいばの押し込まれる力が強くなり、シグは死を覚悟した。もうほとんど鼻先にまで刃が迫り、美しい刃紋に背筋が粟あわ立だつ。

「あたしがどれだけ心配したと思ってんのよ、バカ！」

　いつの間にか、リラは目に涙を溜ためていた。

「あんたってホント、危なっかしいことばっかり！　ちょっとは学習しなさいよ！　それともホントのバカなの？　死ぬの？」

「殺そうとしてるのはお前だ……！」

　それでもリラの力は徐々に弱まっていった。

　同時に目に溜まる涙の量が増えていく。

　彼女は下唇を噛かんで泣くまいと堪こらえていたが、心配したというのが本当だということが伝わるには十分だった。

「大丈夫だ。ほら、お前お守りくれただろ」

　リラから長剣を取り上げてほっとしつつ、シグはポケットから銀十字のイヤリングを取り出した。リラの右耳についてるものと同じイヤリング。

　それを彼女の顔の前で軽く揺らしてやる。

「なにかあったら、お前に返せなくなるからな。すげー怒られそうだから、死んでも死にきれない。効果てき面だ」

「……バッカ。ホントに返さないとひどいんだからね」

「へいへい」

「具体的には生皮剥はいで傷口に塩を塗り込むわよ」

「ひどすぎるだろ！」

　リラはほんの少しだけ笑った。

　ぐしぐしと目元を拭ぬぐうと、

「ったく。さっさと服着なさいよ。変態なの？　露出狂なの？」

「お前が物騒なもんを振り回さなかったらとっくに着てるわ！」

「うっるさいわね。か弱い乙女のちょっとした茶目っ気でしょ」

「茶目っ気で人一人の命が失われるとこだったんだぞ」

　リラが持ってきた黒いシャツを着込みながら、シグは半眼になってうめいた。

「にしてもルノア。あんたがいながらなんてざま」

「む。それは……面目ない」

　ベッドの上で正座したままだったルノアは渋い顔をした。

　彼女にしてみても不本意なのだろう。

「気にするなよ、ルノア。なんにしてももう一回やるさ」

　シグは長なが袖そでの上着を羽織り、長剣の鞘さやを鳴らした。

「あの双子とは、次は腹を決めてやってやる」



◆◇◆◇◆



　新しく特別捜査本部の責任者になったレニによって捜査は仕切り直された。

　一〇〇名からの捜査員を二人一組にし、被害者の人間関係を洗う敷鑑担当、事件現場周辺にローラーで聞き込みを行う地取り担当、遺留品の裏を取る証拠品担当、と次々と役割が割り振られいくつかの班が編成された。

　捜査員たちは若手もベテランも誰だれもが暗い顔で立ち上がり、各おの々おのに課せられた役割を果たすために会議室を出ていった。ただ、これは殺人事件の標準的な捜査方法であり、捜査員たちにしてみれば今までと同じことをやるだけだった。

「なぜ肝心なことを伝えないんです？」

　会議室が特別高等分室の人間だけになると、ルッツはつぶやくようにして尋ねた。

　レニは斬ざん殺さつした犯人の流派がクルツ派一刀流であることや、特別高等分室で検死した被害者の身元が偽装であり、恐らくは第三国の魔術士であることなどを捜査会議では一切伝えてはいなかった。

「その必要がないからよ、ルッツ。全すべては私たちによって成されなければね。表の連中にはせいぜい、足を棒にしてもらいましょうか」

　本部長の席に座っていたレニは暗い笑みを浮かべ、部下が白板に数枚の写真を貼はりつけていくのを眺めていた。

　その写真は人物写真で、隠し撮りしたものもあれば身分証に使われるようなものもある。そして、写真の人物の詳しい経歴が記された資料も一緒だった。

　ルッツは怪け訝げんな顔で写真の一枚を眺めた。

「これは？」

「〈竜の箱庭〉でクルツ派一刀流を使う人間よ」

「まさか手当たり次第に身柄を押さえる気ですか？」

「そうよ」

　レニは当たり前のようにうなずいた。

「この連中がシロだというのなら、それはやはり被疑者は外部の人間ということになる。私は状況証拠からの推測だけでは信じない。信じるに足るのは、現実だけだ」

「しかし先生、シグから口頭で受けた報告は――」

　シグは第一検死局で被疑者と思われる者と接触した旨の報告を、病院に運ばれる前に電話で入れてきていた。人相、服装などの特徴も伝えてきている。

　ルッツは腑ふに落ちないものを感じた。いくらレニ・ルクセンブルクが慎重な女だとしても、この対応は少しおかしい。

　そう思っていると、資料の一覧を見ていたシャルロッテが声を上げた。

「これ見てください」

「ルノアか……」

　クルツ派一刀流を使うとされている者の中に、よく見知った名前がある。

　ルッツははっとしてレニを見やった。

　飛行船から戻ってからこっち、シグを含めた旧ザウエル教室の面々は特別高等分室の監視下に置かれている。あのザウエルが言っていた〈党〉とやらが〈竜の箱庭〉の上層部にも浸透しているのだとしたら、それも当然のことだった。

「ルノアの身柄を押さえる気ですか」

「少し前に委員長から下命があったのよ。監視を解き、身柄を確保するようにね。まったく人使いの荒いことだわ。適当な口実がなかったからそのままにしていたのだけど」

　レニは胡う乱ろんげな視線をルッツに送った。

　特別高等分室は公共安全委員長の威光を背にする組織だ。命令とあれば拒否はできない。

　ただ、彼女自身はどうでもいいと思っているようだった。彼女の仕事の本分は対敵諜ちよう報ほう工作と防ぼう諜ちよう活動であって、〈竜の箱庭〉執行部の小間使いではない。

「ちょうどいい口実ができたというところかしら。それに、彼女は元々モグリの魔術士でしょう」

「それはそうですが――シグが納得するとは」

　ルノアの身柄が押さえられるとなれば、一緒にいるシグが黙っているはずはない。それにルッツにしても『はい、そうですか』と納得できるほど薄情でもなかった。

　レニは議論はここまでだとばかりに左手を翳かざしてルッツの言葉を遮った。

　新しい顔が特別捜査本部に現れたからだ。

「室長、戻りました」

　入口で敬礼をしたのは、第四帝国から呼び戻されたシュワーベ・ベーリンガー副長だった。前髪が白くなった頭を総髪にして真しん鍮ちゆう縁の眼鏡めがねをかけている地味な男。

　一見して冴さえない事務屋といった風ふう貌ぼうだったが、深緑の制服を着ている分いつもよりは公安の人間然としていた。

「ご苦労、副長。状況は聞いているわね」

「はい。表の事案に全面介入するとは大胆なことをされましたな」

　ベーリンガーはルッツやシャルロッテを一いち瞥べつすると、レニに歩み寄った。

「魔術士殺しと第三国の魔術士の事案、どのように進めるおつもりで」

「身元不明の死体の身分偽装は完かん璧ぺきだ。たどってもすぐにいき詰まるわ。まずは魔術士殺しを追う。シグ・ヘンケルスが被疑者と接触した」

「囲っている者までたどれれば被害者の共通点も見えてくるというところですか」

「そんなところかしら。ただ、副長には先にやってもらうことがある」

　レニは静かに立ち上がると、背後の白板から一枚の写真を外した。

「ルノア・ローゼンタールの身柄を確保してもらいたい。一筋縄ではいかない魔術士よ」

「承知しました」

「まってください」

　淡々と交わされる言葉を黙って聞いていたルッツが声を上げた。

「ルノアはシグと一緒です。あいつがそんなことに納得するわけがない」

「それもそうね」

　レニは数秒の間黙考し、

「シャルロッテ、あなたシグを説得できるかしら」

「え……」

　突然のことにシャルロッテは間の抜けた声をもらした。

「説得、ですか」

「そうよ。ルノアを黙って渡さなければ、私たちと一戦やらかすということになる。反逆罪が適用されても文句は言えないわね」

「そんなこと、ダメです。反逆罪なんて」

〈竜の箱庭〉出身の魔術士に適用される反逆罪は、〈竜の箱庭〉を出たとしても公共安全委員会から追われ続けることになる大罪だ。場合によっては死刑にすらなる。

「わ、わたしがなんとかしますから、少しまってください。シーくんにはなにもしないでください。お願いです！」

　シャルロッテはしどろもどろに言った。このままでは間違いなくシグは抵抗して反逆罪を適応されてしまう。そんなことになったら自分はどうしたらいいのか分からない。

「なら、さっさといきなさい。ルッツも一緒に」

　レニが手を振って出ていくことを促うながす。

　二人は揃そろって外に出た。

　六分署の廊下を早足で歩きながら、ルッツはシャルロッテに囁ささやいた。

「君な、本気か？　シグにルノアを見捨てろなんて言って、あいつが納得すると思うか？」

「だって、他ほかにどうしたらいいんですか！」

　シャルロッテは自分自身の強い口調に驚いたようだった。

「じゃあルッツは、シーくんが反逆罪になってもいいっていうんですか。これから一生、〈竜の箱庭〉の公安から逃げ回ることになるんです。そんなの辛つらすぎます……」

「君が言ってることも分かるけどね……」

　これは正解のない数式を考えるようなものだ。

　誰だれが言っていることも間違っていないし、立場によって正解は変わる。

「わたしだって、ルノアがどうなってもいいなんて思ってるわけじゃないです。でも、わたしはシーくんが一番だから」

「まあいいさ。とにかくシグと話そう。どうするかはそれからだ」

　ルッツに背中を軽く叩たたかれて、シャルロッテはうなずいた。

　それから至極真面目まじめな表情で続ける。

「あ、軽々しくわたしに触れないでください。セクハラですよ。わたしの身体からだに触れていいのはシーくんだけなのです」

「はいはい」

　ルッツは微苦笑を浮かべてそれだけを言った。

　そんな二人が出ていった会議室では、

「説得工作が上う手まくいくとも思えませんが」

「まあ、いいじゃない。ガキどもには甘ちゃんごっこも大切だわ」

「抵抗があれば排除しますがよろしいですか。うちの生徒ではありますが」

「構わない。邪魔立てするなら容赦はするな」

「承知しました」

　レニとベーリンガーの暗い声だけが響いていた。



◆◇◆◇◆



　医療魔術による治ち癒ゆが定着しているかを確認するために、シグは一日の検査入院が必要だった。特別高等分室の威光のおかげで与えられた個室で、シグは不ぶ恰かつ好こうに皮が剥むかれていくりんごをぼんやりと眺めていた。

「お前、恐ろしく不器用だなあ」

「うるさいわね！」

　果物ナイフを使ってりんごの皮を剥いているのはリラだった。果肉がついたままの分厚い皮が白い皿に落ちていき、やせ細った実が彼女の手元に残っている。

「あたしがこんなことしてあげるなんて滅多にないんだから、大人おとなしく寝てなさいよ」

「滅多にどころかはじめて見るわい」

「だからうるさい！」

　ぎろりと睨にらまれて、シグは口をつぐんだ。

　その隣ではルノアが同じようにしてりんごの皮を剥いている。

　こちらは料理をはじめた最近の成果もあってかリラと比べれば随分とましだった。でこぼこながらどうにか実は残っている。

「ほら、できたぞ」

　ごつごつとした八つ切りりんごを皿ごと差し出され、シグは半眼でルノアを見た。

「お前、無造作にすぎるだろ」

「それじゃあ、あたしのを食べなさいよ」

「どこを食べろってんだ、どこを」

　シグはひょろりとしたりんごが載った皿を見てうめいた。

「なによ、贅ぜい沢たくね」

「人の好意をなんだと思っているのだ」

「こんなに可愛かわいい女子に看病されてるんだから涙流して喜びなさいよ」

「うむ。感謝されこそすれ非難されるいわれはない」

「こんな時だけ息ぴったりだなお前ら」

「ほら、食べさせてあげるから！」

　リラが渋々といった様子で照れながらも言った。

「あーんしなさいよ、あーん！」

「だから、お前のりんごはほとんど芯しんだろ！」

「む。ならわたしのを食べるがいいぞ」

「ちょっ……皿ごと流し込むな！」

　強引にぐいぐいと皿を近づけてくるルノアを押しのけて、

「お前らいい加減にしろ！」

　シグはとりあえず叫んだ。

「ここぞとばかりに慣れないことするな！」

　ルノアとリラがあれこれと世話を焼こうとしてくれるのはありがたいのだが、いかんせん落ち着かない。

「気持ちだけもらっとくから、もうなにもするな。頼むから。それにそろそろ面会時間も終わりだぞ」

　二人は心なしか意気消沈して、揃そろって不満そうに唇を尖とがらせた。

　夜も更けている。シグの言うとおり、もうすぐ面会時間が終わって消灯時間だ。

「いやよ」

　つぶやいたのはリラだった。

　彼女は目を伏せて、それからちょこんとシグの袖そでを掴つかんだ。

「あたしの目の届かないところで、どうせまた危ない目に遭あうに決まってるんだから。そういうのやっぱりいやなの。あんたが、どこでどうなってるのか分からなくて、あたしは心配してるだけで」

　自分でもどう言っていいのか分からない。そんな様子だった。

　それでもリラは伏せていた顔を上げて、シグを真まっ直すぐに見据えた。

「だから、離れたくない、の」

　シグはその瞳ひとみをしっかりと見返すことができなかった。

　ルノアも、そしてリラも、シャルロッテだってそうだ。一緒にいたいと言ってくれる。その気持ちは嬉うれしいし、少し悪い気もした。最後の最後、本当の覚悟が決まらない。どうしても腹を括くくることができない。

（情けない奴やつだよ、俺おれは）

　シグは胸中で自じ嘲ちようした。

「それくらい分かりなさいよ！」

　リラが怒ったようにして言ってくる。

　照れ隠しだということは誰だれが見てもすぐに分かった。

　ルノアはそんな様子をなにも言わずに眺めていた。

　彼女も同じなのだ。リラの気持ちが分かるから、なにも言えない。一緒にいたくて。離れたくなくて。自分を選んでほしくて。

　沈黙が病室を支配した。

　廊下を走る慌あわただしい足音が近づいてくる。

「？」

　シグが怪け訝げんな表情を浮かべると、走るのを注意する看護師の声が響き、続けて白い影が飛び込んできた。

「シーくん！」

「おわ！」

　シャルロッテに抱きつかれて、シグはベッドに押し倒された。

　突然のことにルノアもリラも目を丸くして呆あつ気けに取られている。

「シーくん！　危険が危ないです！　大変なんです！」

「むぐっ……！」

　大きな二つの柔らかい塊をぐいぐいと顔に押しつけられて、シグは息ができなくなった。ふにふにとした感触とシャルロッテの体温を感じるが、甘い感情は一切芽生えなかった。むしろ圧殺される恐怖が脳裏をよぎる。

「あ、危ないのは――」

　シグはじたばたともがいてどうにか空気を確保すると、

「――お前だ！」

　シャルロッテと体勢を入れ替えるようにして脱出した。

「俺を殺す気か！」

「やん。シーくんってば大胆」

「なんで胸を寄せて上げる！」

　抱きついた勢いで帽子が飛んで髪が乱れたシャルロッテは、尖とがった獣耳をひこひこと動かして自分を抱き締めるようにして身体からだをよじった。

　シグは反射的に飛とび退のいてベッドから転げ落ちた。

「いっつ……なんなんだ、まったく」

　後頭部を擦さすりながら立ち上がると、シャルロッテもむくりと上半身を起こした。ベッドの上にぺたんと座り込み、いそいそと帽子を被かぶり直して髪を整えている。

「ちょっと、病院で騒がないでよ。非常識でしょ」

　ようやく我に返ったリラが非難がましい目でシャルロッテを見た。

「お前が言うなよ」

　シグは半眼でうめくと改めてシャルロッテに言った。

「で、なんなんだ」

「とにかく、大変なんです！」

「だからなにがだよ」

「このままだとシーくんが殺されます！」

「ちょっとまてい！」

　シャルロッテの口から突然飛び出した物騒な言葉にシグは叫び返した。

「なんでいきなりそうなる！」

「それはな、シグ。色々と厄介なことになったからさ」

　病室の入口に視線をやると、ルッツが肩で息をしながら立っていた。どうやらシャルロッテを追いかけてきたらしい。彼は上着の襟えりを整えると、大きく息を吐いた。

「ルッツか。厄介なことには前からなってる」

「もっと厄介なことだ」

　病室に足を踏み入れると、ルッツはルノアに視線をやり、それからシグへと向き直った。

「今回の事案に特高が全面介入した。手始めに〈竜の箱庭〉でクルツ派一刀流を使う連中の身柄を拘束するらしい。でだ。そのどさくさでルノアの身柄を押さえたがってる。執行部の意志決定を受けて公安委員長から命令が出てるみたいだ」

　シグはぎょっとしてルノアを見た。

「〈党〉とかいう連中か」

「恐らくはそうだろう。〈竜の箱庭〉の中にもいるということさ。あの飛行船からこっち、ルクセンブルク教室に僕たちを編入させて監視させてきた連中だ」

「ふん。それならそれで返り討うちにしてやればいいだけのことだ」

　ルッツの言葉を遮るようにして、ルノアが厳しい表情で宣言した。

　シグも立てかけてあった長剣の鞘さやを掴つかみ取った。

「違いない」

「それはダメです！」

「ロッテ？」

「相手は特高の公安魔術士なんですよ。そんなことしたら、シーくんは反逆罪になっちゃうんですよ！」

　シャルロッテが早口でまくし立て、強い意志が感じられる表情で見つめてくる。

「だからわたしは、シーくんをとめにきたんです」

「なんだって……？」

「手を出さないでください」

　一瞬、シャルロッテの言葉の意味が理解できずにシグはぽかんとした。

　彼女はルノアを見捨てろと言っているのも同じだった。

「本気で言ってるのか、ロッテ」

「わたしは本気です。だって、〈竜の箱庭〉を敵に回すことになるんですよ。シーくんだって知ってるはずです。反逆罪が適用された魔術士は空の果てまでだって追われることになるんです。おじ様がそうだったみたいに！」

「分かってるよ、そんなことは――」

　なにをしでかしたのかは知らないが、〈竜の箱庭〉の公安魔術士から逃げ回っていた父親のことを思い出す。〈竜の箱庭〉を卒業し、どこにも任官せずに自由に生きて、出しゆつ奔ぽんしてお尋ね者になったルガー・ヘンケルスという男。人間の魔術士の始祖カールツァイス・マウザーの再来とまで呼ばれた黒ずくめの魔術士。

「分かってないです！　そんなことになったら、シーくん、本当に殺されちゃいます！」

「俺おれはあの人みたいにはなれないか？」

　シグは皮肉げに笑った。少なくともシャルロッテはそう思っているのだろう。ルガー・ヘンケルスならどうにかなった。だが、シグには無理だと。彼女が心配するのはもっともだ。確かに、そのとおりかもしれない。

「それは……」

　シャルロッテは口ごもった。

「シグ、ここは大人おとなしくしないか。なにもルノアの身柄が押さえられても、すぐにどうこうなるわけじゃない」

「冗談きついぜ、ルッツ」

　これは信頼の問題だ。一度でもそんなことをした相手をルノアが信頼してくれるか。背中を預けてくれるか。答えは否だ。舞踏会を一緒に踊ると決めたパートナーを、一度見捨てたならそれまでだ。二人はもう二度と踊れない。

（ああ、そうか）

　シグは胸中で不思議と納得した。舞踏会を踊るということはこういうことなのだ。損得など関係なく、道は一つしか選べない。あとは倒れることなくどこまでその道を進めるかだけだ。

「ルッツ、お前はもう俺には関かかわるな。進路に響くぞ」

「おいおい。見損なうなよ。気遣いはありがたいけどね、僕がそんな奴やつだと思うのか」

　呆あきれたように嘆息するルッツに、シグは苦笑した。

　思ってはいないが、ルッツ・シュタイフという男は自分との友情よりも優先しなければならないなにかを持っている男だ。それが悪いことだとは、シグは思わない。魔術士同士の友情なんてものは犬に喰くわせろ。そう言ったのはワルサー・ザウエルだったろうか。その言葉は、きっと正しい。

　それからシグはシャルロッテに静かな声で宣言した。

「ロッテ、俺おれはやる。お前だって知ってるはずだ。俺は親父おやじにもできなかったことをやってやるさ。舞踏会の勝者になって、確かめてやる。雲の向こう側になにがあるのか。親父がただの大バカ野郎じゃなかったってことを証明してやる」

「シーくんはバカです！」

　枕まくらを投げつけられて、シグは小さくうめいた。

「わたしだってシーくんを応援してあげたいです。でも、だけど、シーくんが殺されるかもしれないって分かっているのに、とめないなんてできないです。そんなことになったら、わたし、また独りになっちゃう……」

　シャルロッテはもうほとんど泣きそうだった。

　彼女も家族同然だったルガー・ヘンケルスが雲の向こう側に消えた時に、シグと同じ気持ちを味わった。だから、残されたシグともっと深く繋つながりたいと思っている。独り残されないように。

　シグは逆に同じ気持ちを二度と味わいたくないから、二の足を踏んでいる。

　なにかを言いかけて、だが病室の照明が突然に消えた。

　視界が闇やみに染まり、なにも見えなくなる。

「なに？　なんなのよ？」

　戸惑うリラの声。

　消灯の時間ではない。

「リラ！　頭を低くしてろ！」

　シグは叫んだ。

「くそっ、時間切れだ。ルノア！」

「分かっている」

　ルノアは月明かりが差し込む窓を背にして、腰を落としていた。いつでも魔術を発動できるように剣を下段に構えるような体勢を取っている。

（どこからくる）

　じっとりと汗ばむ手を音もなく長剣の柄つかに置き、シグは神経を研ぎ澄ました。

　視線だけを左右に動かし、目が慣れてくるのをまつ。

　誰だれもがきっかけを探して身動きが取れなくなった。

　不意にルノアの背後、窓の向こう側に影が躍った。

　屋上からのワイヤーロープによる降下突入！

「ルノア、後ろだ！」

　シグが叫んだ瞬間、窓ガラスが蹴け破やぶられてけたたましい音を立てた。

　病室に躍り込んできた影はそのままの勢いで、反射的に振り返ったルノアを蹴り飛ばした。くぐもった悲鳴を上げて、ルノアの身体からだが床を転がる。

「くっそ！」

「シーくん、ダメです！」

　抜剣しようとしたシグを、シャルロッテが背後から羽は交がい絞じめにした。

「ロッテ、離せ！」

「離しません！　手を出したらダメです！」

　必死に力を込めてくるシャルロッテを振り解けないままに、シグはガラス片を踏み締めてルノアに近づいていく人影を凝ぎよう視しした。

〈竜の箱庭〉の黒い戦闘服に身を包んだ細身の男。偏へん屈くつな事務屋にしか見えない風ふう貌ぼうは、逆に印象に残った。ルクセンブルク教室のシュワーベ・ベーリンガー講師補。筋金入りの公安魔術士だ。どんな魔術を使うのかはシグも知らない。

「ルノア！」

　シグの声に反応するようにして、ルノアが勢いよく跳び起きた。

「やってくれたな……！」

「やれやれ。タフなお嬢さんですな。じゃじゃ馬の扱いはいささか骨が折れる」

「そう簡単に乗りこなせると思うな……！」

　ルノアが床を蹴けった。

　姿勢を低くして一直線に駆け、同時に〈タペストリー〉を編み変える。

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！」

　彼女の手に魔術の刃やいばが出現した。

　滑り込むようにして距離を詰め、上段から振り下ろす。

　鋼鉄がぶつかり合う音が響き、火花が散る。

　ベーリンガーは手甲が仕込んである左手の拳こぶしで刃を弾はじき飛ばし、そのまま詰め寄ってルノアの間合いを殺した。ほとんど密着するような距離だ。

（うまい！）

　シグは思わず胸中で叫んだ。

　右の掌てのひらをルノアの腹部にぴたりとつけ、ベーリンガーが踏み込みとともに腕を突き出す。

　ルノアの身体からだが嘘うそみたいに宙を舞った。

　壁に激突して、だが彼女は一瞬で立ち上がると魔術の刃を逆手に持ち替えて投とう擲てきした。

「武器を捨てるとは！」

　一直線に迫りくる刃をベーリンガーが再び拳で叩たたき落とすと、仮かり初そめの現実が維持できなくなった魔術の刃は硬質な音を立てて粉々に砕け散った。

　その一瞬の間に、ルノアは次の行動に移っている。

「わたしを甘く見たな！」

〈タペストリー〉が一瞬で編み変えられ、彼女の手に長尺の刃が握られた。

　病室の端から端まではあろうかという魔術の刃は、ベーリンガーを掠かすめて背後の壁に突き刺さった。

　ルノアが力任せに腕を振り上げる。

　月明かりに鈍く光る〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉が、壁を削りながら一気に天井までを一いつ閃せんした。その軌道はちょうどベーリンガーの胴を斬きり上げるような弧を描く。

「なんとお……！」

　ベーリンガーは床に身を投げ出した。

　ルノアは魔術の刃やいばを手放すと、一気に距離を詰めた。

　容赦なく踵かかとを振り下ろす。

　その一撃をベーリンガーが転がりながらかわし、床を打つ強烈な音だけが残響する。

「ルノア！」

　シグはどうにかして手にしていた長剣をルノアに投げ渡した。

　それを受け取ったルノアは、ベーリンガーに立ち上がる暇を与えずに馬乗りになって鞘さやで顔面を殴りつけた。

「がっ……！」

　骨を打つ打撃音。

　眼鏡めがねが吹き飛んで床を転がり、闇やみの中に血が舞う。

　続けざまに、二発。三発。

　ルノアはすらりと抜剣した。

　跳ぶようにして立ち上がり、抜き身の長剣を片手で器用に回転させる。

「他愛なし！」

　ぞっとするような冷たい声で言い放ち、彼女は白はく刃じんを突き落とした。

　次の瞬間、銃声が響いた。

　ルノアの腕が跳ね上がり、長剣が宙を舞って床に転がった。

　衝撃のあとで猛烈な痛みが右腕を襲う。

　彼女は一歩、二歩と後退した。鮮血が指先を伝わって流れ落ちている。

「まったく年は取りたくないものだ。こんな体ていたらくとは」

　身を起こしたベーリンガーは銃口をぴたりとルノアに照準し、血と一緒に折れた奥歯を吐き出した。首の骨を何度か鳴らし、なんの感情も窺うかがい知れない酷薄な表情になる。

　彼は〈タペストリー〉を幻視した。熟練の職人技のごとく一瞬で編み変える。

　そして、多くの魔術士がそうするように、編み変えた〈タペストリー〉のイメージを確固たるものにするために魔術の名を口にした。

「〈翼をもがれて鳥とり篭かごへ〉」

「!?」

　ルノアの周囲が半透明の三角形の壁に囲まれた。

　それぞれの頂点が合わさって三さん角かく錐すいになり、ルノアの姿がその場から跡形もなく消え去る。まるで手品でも見ているようだった。

「転移の、魔術か……？」

　力を緩めたシャルロッテを振り払い、シグは唖あ然ぜんとしてつぶやいた。

　あらかじめ定めている場所に人や物を送り込んだり、あるいは逆に召喚する魔術。論文では知っていても、実際に見るのははじめてだった。

「さて、シグ・ヘンケルス。私は室長から邪魔立てするなら容赦はするなと言われているのだが。どうするね？」

　ベーリンガーは乱れた髪を整えると、ひん曲がった眼鏡めがねを拾ってなにごともなかったかのようにかけ直した。

「どうするだって？」

　シグは長剣を手にした。そのまま静かに鞘さやに納める。

「ルノアの身柄をあんなかたちで押さえるなんてな。俺おれがここでいくら暴れてもルノアは返ってきやしない。やってくれたな、くそ」

「戦闘ではほとんど役に立ちはしないがね」

　逆に工作活動における重要人物の保護、あるいは誘拐、機密資料の確保など、戦闘以外の用途は多分にある。そういう魔術だ。本人の言葉どおり戦闘には向いていないが、ルノアに勝てると思わせて一瞬の油断を誘った。

「君が賢い魔術士でなによりだ。無駄な戦闘はしなくて済みそうだからな」

「ああ」

　シグは皮肉げに笑った。

「あんたほど賢しくはないけどな」
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　人形のようにか細い首を鷲わし掴づかみにする。

　普通ならへし折れてもおかしくないほどにぎりぎりと締め上げるが、その女は平然とした顔をしていた。無理もない。メルセデス・ベルケは本当に機械仕掛けの人形なのだ。

「説明してもらおうかい、ベルケ先生よ」

　獣が唸うなるような低い声が、ヒューゴの喉のどからもれた。真っ青な瞳ひとみは暗い怒りに燃え、眉み間けんと鼻の頭に皺しわを寄せて口角を吊つり上げている。

「あんた、ベルガーとシュトラッサーを殺した奴やつを知ってるな？」

　メルセデスは沈黙した。否定も肯定もしない。

　ヒューゴは彼女の喉を鷲掴みにしたまま、見た目よりも遥はるかに重い機械の身体からだを持ち上げた。宙ちゆう吊づりにして、そのまま壁に押しつける。

　衝撃で部屋が軋きしみ、ガス灯の火が揺れた。

「加減をせねば部屋を壊してしまうぞ。儂わしの身体は頑丈じゃし、お主はバカ力にすぎるからの、狼ろう狂きよう」

　言葉のとおり壁がみしみしと音を立てている。今にもメルセデスの身体ごと、隣の部屋への穴が空きそうだった。

「公安の連中が騒いでやがる魔術士殺し。二人を殺やったのはその事案の犯人なんだろうが」

「それをなぜ儂わしが知っておる」

「なぜだと？　それはな――」

　ヒューゴは笑いを噛かみ殺した。

　背後に控えていたエリーゼが、机の上に置いてある紙の束を掴つかむと無造作にばら撒まく。

宙を舞った紙がひらひらと床に舞い落ちる中、彼女は硬質な声で言った。

「殺されたのは〈清せい流りゆう会〉の魔術士ばかりですわ」

「はっ、調べおったか」

　床に落ちた一枚にメルセデスが視線を向ける。それは殺された魔術士の情報が何枚にもわたって書かれている資料だった。本物の特別捜査本部の捜査資料だったが、被害者の共通点が〈党〉の第二派は閥ばつ〈清流会〉に身を置いている魔術士だとは〈党〉の然しかるべき地位の者でなければ分からない。

「さすがじゃのう。それともかつての庭なら容易たやすいかえ」

「俺おれたちの他ほかに、〈清流会〉を潰つぶすために送り込まれた奴やつがいる。違うか？　何者なんだ、あのクソ忌いま々いましいガキどもは。なんでベルガーとシュトラッサーを殺した。〈清流会〉の連中と間違うわけはねえんだ」

「確かに間違うわけはないわな」

　首を鷲わし掴づかみにしているヒューゴの丸太のような腕を、白衣を羽織ったメルセデスの細い腕が掴んだ。万力のような凄すさまじい握力で手首を握られて、ヒューゴはぎょっとした。

　痛みに表情を歪ゆがめ、それでもメルセデスの首は離さない。

「魔術士の世界は出し抜き、出し抜かれる修羅の世界よ。お主もそうであるように、誰だれもが腹に一物抱えて生きておる」

「くっ……！」

　さらに力を込められて、ヒューゴは右腕を震わせた。骨が軋きしみ、今にも折れる。

　ついにメルセデスの首を離すと、彼女は重々しい音を立てて床に着地した。瞬間、拳こぶしを握るとヒューゴの腹部にずどん、という強烈な一撃を見舞う。

「っ……げぇ……！」

　ヒューゴは目を見開いて膝ひざを落とした。

　続けざま顔面に回まわし蹴げりを喰くらう。

　首が折れたのではないかと思うほどに、ヒューゴの頭が捻ねじ曲がった。

　巨体が宙に浮き、床を転がって机に激突する。

　机上にあった報告書や筆記用具、コーヒーの入ったマグカップ、あらゆるものがけたたましい音を立ててぶち撒けられた。

「ヒューゴ！」

　エリーゼは反射的に腰から自動拳けん銃じゆうを抜き放った。

　躊ちゆう躇ちよなく発砲。

　エリーゼは怒りに任せて引き金を絞り続けた。

　絶え間なく銃火が瞬またたく。

　猛烈な勢いで遊底が前後して、金色の空から薬やつ莢きようが彼女の足元に吐き出される。

　ものの数秒で弾倉が空になり、遊底が開きっぱなしになった。

　訓練された身体からだが勝手に動き、すぐさま空の弾倉を落として新しい弾倉を装そう填てんする。

　合計で一二発の弾丸を浴びたメルセデスは一歩、二歩と後退したが、それだけだった。白衣とその下の服が穴だらけになり、単たん眼がん鏡きようが吹き飛んだが、平然としたものだ。

「儂わしの身体は機械仕掛けじゃ。そんな玩具おもちやなど効きはせぬ」

「そのようね」

　エリーゼもまったく動じずに、氷の彫像のような冷たい笑みを浮かべた。

「やれやれじゃのう。儂のお気に入りの服を台無しにしよって」

「いい気味ですわ」

　そう言ってから、エリーゼはようやく構えていた自動拳銃を下ろした。

「やってくれたな、ベルケ先生よ。とんでもねえバカ力だ。死ぬかと思ったぜ」

「あんな程度でお主が死ぬかよ、狼ろう狂きよう。お主は言われたとおりにエルンスト・ルクセンブルクの首を取るがいいわ」

「俺おれも所しよ詮せんは〈党〉の駒こま。いや、ワルサー・ザウエルの駒か」

　身を起こしたヒューゴは、太い首を擦こすって何度か骨を鳴らした。

「あの野郎はなにを考えてやがる」

「知るものか。儂は〈白鳥城〉の借りであの男に義理立てしているにすぎぬからな」

「そうかい」

　ヒューゴは懐から取り出した飴あめを咥くわえると、不敵に笑った。

「まあいい。まあいいさ。エルンスト・ルクセンブルクの首は取ってやる。だが、あとは好きにやらせてもらうぜ。ベルガーとシュトラッサーを殺やってくれた奴やつは、必ず捜し出して八つ裂きにしてやる。たとえそれが〈党〉の連中だとしても関係ねえ。必ずだ」

「好きにするがいいさ、狼狂。儂は別にとめはせぬ」

　メルセデスは悪戯いたずらっ子のようににやりとした。

「せいぜい暴れるがいい」
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　与えられた部屋はなんの変哲もない一室で、必要最低限の家具があるだけの狭い部屋だった。それでも気が遠くなるほどの時間を閉じ込められていた、あの暗い地下の研究室に比べれば天国のようだ。

　なにせここはよく分からない薬品を投与されることもなければ、血を抜かれることもないし、手術台に拘束されることもない。なによりも自由だ。

　照明が灯ともされていない部屋は小さな窓からわずかばかりの月明かりが差し込んでくるだけで、ほとんど漆黒の闇やみに支配されている。

「ち、血がとまらないわ。カーリン」

「大丈夫。大丈夫よエミー。大丈夫」

　どんよりとした暗い声と底抜けに明るい声。

　対照的な二つの声が、暗闇の中に響いていた。

「また魔術士を殺して命を食べればいいのよ。そうすればすぐによくなるわ。よくなるわ。だってわたしたちは永遠に死なない。永遠に。わたしたちを虐いじめたあいつも言っていたじゃない、エミー」

　二人は床に足を投げ出すように座って、背中合わせで手を握り合っていた。

「そ、そうね。言っていた。あいつも言っていた。わ、わたしたちは永遠の存在。特別に、選ばれた、存在」

「そう。そしていつの日かわたしたちは一つになるの。その日まで永遠に生き続けなければならないの。そのためには魔術士を殺さないと。魔術が使えないわたしたちは、魔術士を殺して命をもらわないといけないの」

　嬉うれしそうに、くすくすとカーリンが笑った。

　無邪気な笑顔がわずかな光に照らされる。

　自分たちにそう教えてくれたのは誰だれだっただろうか。何人目だっただろうか。

　どいつもこいつも結局は先に死んでしまった。

　それはそうだ。永遠なのはわたしたちだけ。だけど残念。虐められた仕返しを本当はしてやりたかったのに。地べたを這はいずり、泥を啜すする方がましだと思うような苦しみを味わってほしかったのに。わたしたちみたいに。

「じ、自由にしてもらったお礼に。言われた魔術士を殺さないといけないわ」

「そうね、エミー。そうね。でも、失敗してしまったわ。せっかくいいことをしてあげようと思ったのに。思ったのに。余計な魔術士を殺してしまって、怒られてしまったもの」

「わ、わたしぶたれるのは嫌よ、カーリン」

「わたしも嫌よ、エミー」

　カーリンはふわりと立ち上がると、エミーを背後から抱き締めた。

「だからもう好きにしましょうか。好きに魔術士を殺しましょうか」

「わ、わたしもそう思ってた」

　エミーがくつくつと笑った。

「そう。それはよかったわ。わたしはエミーをこんなにした奴やつを許しはしない。許しは」

　自分の手にべっとりと付着したエミーの血を眺め、カーリンは赤い舌で丁寧にそれを舐なめ取った。指の一本一本に舌を這わせ、くすくすと笑う。

「あ、あの魔術士を殺しましょうか、カーリン。あの黒ずくめと、銀髪を」

「そうね。それがいいわ。それがいい」

　二人はお互いを見つめて笑い合うと、手をつないで立ち上がった。

　カーリンがベッドの上に放ほうり出だしていた長剣を手に取り、エミーは大小のナイフが納められているベルトをドレスの上から幾重にも装着する。

「これはわたしが持つわ、エミー。その怪け我がだととっても辛つらいと思うもの」

「だ、大丈夫」

　クローゼットに放り込まれていた機関銃を、エミーは引きずるようにして取り出した。ドレスの右みぎ脇わき腹ばらは血でぐっしょりと濡ぬれて、流れてきた血が真っ白な脚を伝って、彼女が歩く度たびに赤い足跡を残した。

「それじゃあいきましょう。まずは手始めに――」

　カーリンは身長ほどもある長剣を抜き放つと、いきなり部屋の壁に突き立てた。刀身の半分ほどまでが壁の向こう側に呑のみ込まれ、悲鳴が隣の部屋から聞こえた。

「いやらしい覗のぞき魔を退治しなくっちゃ。しなくっちゃ」

　壁から刃やいばを抜き放つ。幅広の白はく刃じんには血がべっとりとついていた。

　カーリンがその場を飛とび退のくのと、機関銃に箱型弾倉をセットしたエミーが引き金を絞るのとはほとんど同時だった。

　腹の底に響く重低音の咆ほう哮こう。

　凄すさまじい銃火が部屋を明るく照らし出し、壁をぐすぐずに切り裂いて、その向こう側にいた連中を蹂じゆう躙りんした。

　頭が吹き飛んで鮮血が撒まき散らされる。

　上半身と下半身がほとんど千切れかけ、血ち溜だまりの中に沈む。

　吹き飛んだ腕や脚が、さらに猛烈な弾丸の嵐あらしを浴びて粉砕される。

　壁の向こう側は一瞬にして地獄になった。

　エミーはじっとりとした暗い表情を穴だらけになった壁に向け、

「の、覗きはよくない」

　足元に山のように落下した空から薬やつ莢きようを蹴け散ちらし、空になった箱型弾倉を切り離した。



    

  
    
      
第四章



　ベーリンガーの魔術でどこに転送されたのかも分からぬままに、ルノアは首の骨が折れるのではないかと思うほどの衝撃を側頭部に受けた。吹き飛ばされるところを、髪の毛を掴つかまれて引き戻される。

　すかさず腹部に一撃。

「っ……！」

　肺から空気を搾しぼり出すような声のない悲鳴が上がる。

　膝ひざをついて胃液を嘔おう吐としながら、ルノアはそこが鉄格子の中なのだと理解した。

　さらに前まえ蹴げりを喰くらい、彼女は堪たまらず床に転がった。

　後ろ手に手錠をされる冷たい感触。同時に足首がテープでぐるぐると巻かれていく。

「レニ……ルクセンブルク……」

　ルノアは自分をしこたま痛めつけてくれた女の名前を言った。周囲には何人かの部下がいるらしいが、頭がくらくらして正確には分からない。

「さすがは副長。首尾よくやったものだわ」

　視界を覆うようにして、レニがこちらの顔を覗のぞき込んできた。濁にごったブラウンの隻せき眼がんが値踏みをするようにして見つめてくる。

「わたしを、どうするつもりだ」

「どうするつもり？　どうもしやしないわ。今はね」

　いつもよりも一段と低い陰いん鬱うつな声。そして、暗い笑み。

「時間がくれば引き渡すだけよ。私の仕事はそれだけだ」

　レニはそれ以上はなにも言わずに踵きびすを返した。

　部下になにごとかを命令する後ろ姿を、ルノアはどうすることもできず見つめていた。

　小さな入口が冷たい金属音を立てて閉じられ、堅けん牢ろうな鍵かぎがかけられる。

（なんというざまだ）

　ルノアは胸中で自身を罵ののしる言葉を吐くと、奥歯をきつく噛かみ締めた。ぎりぎりという音が耳に聞こえる。一瞬、勝てると油断した。それが運の尽きだ。一人で戦えばこういう落とし穴もある。

　周りに誰だれもいなくなると、静寂だけが訪れた。

　身体からだに残る鈍痛に顔をしかめ、膝を抱えるようにして丸くなる。

「シグ……」

　自分でも理由は分からなかったが、急に心細くなって、不安で、ルノアは彼の名前を囁ささやいた。少しだけほっとしたような気持ちになる。

　彼は果たして助けにくるだろうか。

　シャルロッテの言葉が本当なのだとしたら、シグは〈竜の箱庭〉を敵に回すことになる。ルッツやシャルロッテとも離れ離れになるかもしれない。彼は確かに舞踏会を一緒に踊ってくれると言ったけれど、そこまでして本当に？

　もし、今さらいやだなんて言われたら、自分はどうしたらいいんだろう。

　ルノアは自じ嘲ちようにも似たくぐもった笑いをもらした。

（わたしはいつからこんなになってしまったんだ）

　もう一人ではやっていけない。

　二人でなければ進んでいけない。

　こんな気持ちに、自分はいつからなっていたんだろう。

「シグ……助けにきて……」

　ルノアがもらした声はか細くて、誰だれに聞かれることもなく冷たい静寂の中に消えた。



◆◇◆◇◆



　病院での一件は少しの騒ぎにもならなかった。特別高等分室の水面下での根回しは完かん璧ぺきで、公共安全委員会を支配するルクセンブルク家の力をまざまざと窺うかがわせた。

　病室の床には割れた窓ガラスが散乱し、〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉の刀とう痕こんが壁から天井にかけて走っている。荒れ果てた部屋にベーリンガーの姿はすでになく、重苦しい沈黙だけがあった。

「ルノアは公安の庁舎か、ルッツ」

　ベルトから吊つり下げた長剣を半ばまで抜剣し、シグは決意を込めたように鞘さやに戻した。

　鍔つばが鞘に触れ、澄んだ金属音を響かせる。

　その表情は硬く、声は驚くほどに落ち着いていた。

「大人おとなしくしてろ、シグ。そうだと決まったわけじゃない」

「執行部の誰が〈党〉の一員だろうと、エルンスト・ルクセンブルクを通じてルノアの身柄は渡される。なら、ルクセンブルク家の裏庭ってのが妥だ当とうだろ。違うか？」

「それはそうかもしれないけどな」

　ルッツは躊躇ためらい、だが言った。

「レニ先生は手ぐすね引いてまっている。あの人は容赦しないと言ったら容赦しない。本当に反逆罪になるぞ……！」

「だろうな。だからお前には頼まんさ」

　シグはルッツの肩に軽く手を置くとにやりと笑った。不思議なことに迷いはなかった。自分はルノアを助けにいかなければならないのだという思いだけがある。

　彼女が目の前から消えたその時に、シグは理解した。

　舞踏会を踊るパートナーというだけではない。ルノア・ローゼンタールという一人の少女を、このまま見捨てることなどできない。いつの間にか、自分はルノアのことをそれくらいには大切に思うようになっていたらしい。

　だから、腹はもう決まっていた。

　シグはルッツの耳元でそっと囁ささやいた。

「シャルロッテを頼む」

「おい……！」

　ルッツが端整な顔をぎょっとさせた。

〈血ち塗まみれの竜王女〉と手に手を取って舞踏会を踊ると決めたからには、最も早はや、道は一つしかない。〈竜の箱庭〉で当たり前のようにあった日常には、いつかは戻れなくなる。そんなことは心のどこかで分かっていたことだ。

　ただ、いつまでも続くのではないかという気もしていた。

　夢が終わったのだ。ただそれだけのことだ。

　ルッツの横をとおりすぎ、シグは両手を腰に当ててこちらを見ているリラに言った。

「リラ、頼みがある」

「なによ」

「一緒にきてくれないか。〈竜の箱庭〉と一戦やらかそうってんだ。お前にしか頼めない」

　彼女はこんな状況だというのに微笑ほほえんだ。心から嬉うれしそうに。

「やっとあたしを置いてけぼりにしない気になったってわけ。ルノアの代わりっていうのは気に入らないけど」

「代わりじゃねえよ。お前はお前だろ」

　シグは微苦笑を浮かべた。

「リラ、今夜限り、俺おれと踊ってくれ」

「いいわ」

　リラはシグに歩み寄ると、彼の眼前にびしりと人差し指を突きつけた。

「あたしだって、あんたと契約した〈血塗れの竜王女〉。ルノアに飽きたなら、いつだって踊りのお相手をしましてよ」

　軽くウインクする。

　リラのそんな素の態度にドキリとしながら、シグは答えた。

「お願いできますか、お姫様」

　舞踏会の勝者になるのなら、自分はいつかこのリラ・フィオーレを手にかけるのだろうか。それとも、ルノア・ローゼンタールだろうか。最後の最後、本当に選ばなければならなくなった時、自分は果たしてどうするのだろうか。

　本気で舞踏会を踊る覚悟を決めても、それだけは分からない。

　シグは胸中に浮かぶそんな思いを振り払い、

「シーくん、いってはダメです」

　シャルロッテの震える声に視線を向けた。

　病室の入口に立ち塞ふさがるようにして、彼女は両腕を広げていた。

「絶対、絶対、ダメです！」

「ロッテ――」

「いやです！　いかないでください！」

　シグはなにかを言おうとしたが、駄々っ子のようにして頭を振るシャルロッテに遮られた。見れば、大きな瞳ひとみに涙をいっぱいに溜ためている。

「わたしと一緒じゃダメですか!?」

　彼女はほとんど叫ぶようにして言った。

「今までみたいに〈竜の箱庭〉ですごすのはダメですか。一緒に卒業して、そしたら故郷に戻って、できれば二人で暮らして。時々、二人で冒険して。ダメですか、そんなの、ダメですか……」

　早口でまくし立てている間に、シャルロッテの瞳から大粒の涙が零こぼれ落ちた。

「わたしは、本当は、そんなので、そんなのでよかったのに――」

　最後はしゃくり上げながら、途切れ途切れに言葉を紡ぐ。

　どれだけ言ってもシグがいってしまうことくらい、シャルロッテはよく分かっていた。それでも言わずにはいられない。だからこそ言わずにはいられない。

「そういうのも、よかったのかもな」

　シグは優しく微笑ほほえむと、シャルロッテの頭をぽんぽんと叩たたいた。

　彼女の言うような道もあったのだろう。ほんの少し前までは、シグだって心の底では同じようなことを思っていた。なんだかんだ言って、自分の将来はそういうことになるのだろうと漠ばく然ぜんと思っていた。それはそれで、幸せだったのかもしれない。



    

  
    
      



    

  
    
      「けどな、俺おれはもうそっちにはいけない」

　運命だろうが偶然だろうが、最も早はや手遅れだ。

　シグはシャルロッテの眼鏡めがねを外すと、涙をそっと拭ぬぐってやった。

「泣くなよロッテ。なにもさよならってわけじゃない」

「シーくん……」

「俺は戻ってくるぜ。なにせお前の身体からだを元に戻してやらないとな。今はよくても、どうなるか分かったもんじゃないからな」

　頭をくしゃくしゃと撫なでてやると、シャルロッテはまたぐすぐすと泣きはじめた。

「だからまってろよ」

　シグは囁ささやくようにして告げると、シャルロッテの横をとおりすぎた。

　擦すれ違った瞬間、彼女は力が抜けたようにして座り込んでしまった。

　そんな彼女に、リラがいつもの勝気な声音で言った。

「バッカねえ、泣いてんじゃないわよシャルロッテ」

「だ、誰だれがバカですか！　バカって言う方がバカです！」

　反射的に言い返した彼女に、リラはそっと笑った。

「あんたは幸せよ。シグが帰ってこれるところがあんただもの。どれだけ遠くにいってもね。人生さ、誰にだって役割がある。あんたはそういう役割。あたしはこういう役割。恨みっこなしよ」



◆◇◆◇◆



　闇やみ夜よにそびえ立つ石造りの堅けん牢ろうな建物は、強固な要よう塞さいにすら見えた。ルクセンブルク家の裏庭――公共安全委員会庁舎。

「で、どうするわけ？」

　夜風に黒髪をなびかせて、リラが言った。長方形の銀色のケースを右手に提げている。

「正面からいく。どの道ばれずにやるなんてことは不可能だ。騒ぎになってくれた方がやりやすい」

　集合住宅の屋根の上から小型の双眼鏡を覗のぞいているシグは、ルクセンブルク通りの中央広場から庁舎の正面入口にかけての様子を観察していた。警備は厳重で、数台の自動車が停車し、機関短銃を提げた制服委員が数人配備されている。非常連絡局の警備部だ。

「援護してくれ」

　双眼鏡を下ろすと、シグは腰から提げている長剣を鳴らした。

　一度部屋に帰って装備を整えてきたので、今は学校が支給する黒い戦闘服姿だった。長剣の他ほかにも、腰の後ろに大振りのナイフがある。

「分かったわ」

　リラの声は少し緊張していた。戦闘服姿ではなかったが、動きやすいようにズボンを穿はいている。シグと同じで黒ずくめだ。小銃の弾倉を肩からたすき掛けにしたベルトに山のように装着している。

　彼女は銀色のケースの留め金を外し、中からボルトアクション式の小銃を取り出した。

　弾倉を装そう填てんし、滑らかな手つきで初弾を薬室に送り込む。

　シグは時計に視線をやり、リラと時間を合わせた。

「突入して五分で戻らなけりゃ撤収だ。それまでは外で連中の相手をしてくれ」

「いやよ」

　リラは断固たる口調で言い切った。

「あんたが戻ってくるまでいつまでだっているわ」

「お前なあ」

　呆あきれたようにシグがうめく。

　彼女は本気らしく、真まっ直すぐにシグを見つめてきていた。

「言ったはずよ。離れたところで心配してるだけなんてまっぴらだわ」

「そうかい」

　シグはもうなにも言わなかった。一緒にきてくれと言ったのは自分だし、そもそもどこに撤収するというのだ。一度はじめたら最後、この〈竜の箱庭〉に逃げ場所などない。

「ならいくぞ。秒読み。一〇、九、八……」

　シグの秒読みに合わせて、リラが小銃を構えた。〈タペストリー〉を幻視して、彼女の魔術を発動するために精せい緻ちに編み込まれた現実世界の設計図に干渉する。

「三、二、一……仕掛けるぞ！」

　シグは躊ちゆう躇ちよなく屋根から飛び降りた。

　同時にリラは〈タペストリー〉を編み変え、魔術を発動する。

「〈魔弾射撃〉！」

　小銃の引き金を絞る。

　銃声。

　ボルトアクション。

　熱くなった空から薬やつ莢きようが飛び出し、屋根の斜面を転がる。

　さらに銃声。合計六発の弾丸が、彼女の思うがままに空気を切り裂き疾しつ駆くする。

　軌道を変えて障害物を回避しながら、標的に向かって超高速で飛来する。

　寸分違わぬ狙そ撃げきで、六人の制服委員が弾はじかれるようにして倒れた。

　悲鳴を上げる暇もない一瞬のできごとだった。

　石畳に血ち溜だまりが広がり、周囲が俄にわかに騒然とする。

　探照灯の強烈な明かりがいくつも生まれ、耳障りな警報音が鳴り響いた。

　リラは空になった弾倉を交換し、再び初弾を薬室に送り込んだ。

　石畳に勢いよく着地したシグは、そのまま中央広場を一気に横断した。

　数百メートルを全力疾走。

　硬い足音と、一定のリズムを刻む自分の息遣いが耳に響いた。

　広場の中央にある噴水の前を走り抜け、一直線に庁舎を目指す。だが、その姿を探照灯の丸い光がはっきりと捉とらえた。

「とまれ！」

　照明装置の後方、自動車の陰に身を隠すようにしている警備部の制服委員が警告を発した。合計四人。機関短銃を一斉に構え、安全装置を外している。

　光に目を細めたシグは、だが足をとめない。

　それを見て取った現場指揮官は躊ちゆう躇ちよなく射撃命令を下した。

　機関短銃が咆ほう哮こうする。

　連続する銃声と同時に吐き出される弾丸が、石畳と植え込みを蹂じゆう躙りんした。

　煌きらめく銃火の白い光が、目まぐるしく明滅する。

　跳弾の甲高い音が鳴り響いて石畳の破片が無数に飛び散った。

　硝しよう煙えんの中、シグの姿はどこにもない。

　彼は大きく跳躍していた。

　そのまま自動車のボンネットへと着地する。

　金属質な悲鳴を上げて、ボンネットが大きく拉ひしやげた。

　眼前に一人の制服委員がいた。視線が交錯し、お互いに一瞬だけ息を呑のむ。

　シグは咄とつ嗟さに腰のナイフを抜き放ち、逆手にして一いつ閃せんした。

　ぱっと血煙。

　顔面を斜めに切り裂かれ、男は悶もん絶ぜつしてのた打ち回った。

　続けざまそのナイフを投とう擲てきする。

　こちらに銃口を向けようとしていた男の肩に命中し、あらぬ方向に弾丸が吐き出された。

　リラの援護射撃がくる。

　探照灯が次々と破壊され、まだ立っていた連中が自動車の陰に身を隠した。

「これで俺おれもお尋ね者ってわけだ」

　シグは自動車の上から飛び降りると庁舎正面入口への階段を駆け上がり、分厚い扉を蹴け破やぶって玄関ホールへと足を踏み入れた。



◆◇◆◇◆



（くそ、外れない）

　床に這はいつくばったまま、ルノアは後ろ手にかけられた手錠をどうにかできないかと試行錯誤を繰り返していた。〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉なら鎖を断ち切れるが今の体勢では無理がある。

　激しく動かした彼女の両手首は手錠に擦すれて、赤く腫はれ上がっていた。それでも構わずに身体からだを捩よじるようにして暴れる。手錠ががちがちと音を立て、ルノアは叫んだ。

「わたしをここから出せ！」

　地下の拘こう置ち所じよに凛りん然ぜんとした声が反響する。

　彼女は生気を取り戻し、金色の瞳ひとみに力強い光を湛たたえていた。

　自分は王子様の助けをまつだけのか弱いお姫様ではない。二人して剣を取り、背中を合わせて戦う。そんな女なのだ。そうでなければ、舞踏会を最後まで生き残れるものか。

　そんな思いが弱気になっていた彼女を奮起させた。

　両手両足を拘束されてはいたが、ルノアは暴れているうちにどうにかして身を起こすことができた。冷たい石壁に背中を預け、唇を噛かむ。

「やるしかないか……」

　決意を固めて最後の手段を実行しようとした時、けたたましい警報が鳴り響いた。

　ルノアは訓練や誤作動ではないことを直感的に確信した。

「きたか……！」

　瞳を輝かせる。シグに違いない。そう思っただけで鼓動が速くなった。胸が締めつけられるような気がして、顔が熱くなる。

　嬉うれしかった。信じてはいても、やっぱり不安だったのだ。でも、シグはどんなことがあっても最後まで一緒に踊ってくれる。次に顔を合わせたなら、それを心から確信できそうな気がした。

　警報が鳴りはじめてからしばらくすると、地下に人が入ってくる気配があった。

（二人か）

　ルノアは敏感にその気配を感じ取り、拘束されたままではあったが身構えた。

　予測したとおり、二人の男が彼女の前に現れる。黒いスーツを着込んだ、特別高等分室とかいうレニ・ルクセンブルクが仕切っている部署の連中だ。

　二人はなにごとかを早口で話し合い、鍵かぎを外して中に入ってきた。恐らくはルノアを他ほかの場所に移すためにきたのだろう。あるいは身柄を確保するように命じた〈党〉の連中に引き渡すのかもしれない。

「なにかあったのか？」

「お前の王子様がきたのさ。ほら、立つんだ」

　ルノアの問いに男の一人が短く答えた。無理矢理に彼女を立たせようとして、前まえ屈かがみになって腕を掴つかむ。

　瞬間、ルノアは握り締めた右みぎ拳こぶしを振り抜いた。

　男の顎あごに拳が当たり、骨が外れる嫌な音がした。たちまち男が崩れ落ちる。

「な、お前……！」

　もう一人の男は意表を突かれて唖あ然ぜんとしていた。

　ルノアはすかさず〈タペストリー〉を編み変え、

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！」

　左手が抜けた手錠がついたままの右手に魔術の刃やいばが出現する。

　足首に巻かれているテープを切断するなり、彼女は距離を詰めて魔術の刃を一いつ閃せんした。

　片手一本だったが、擦すれ違い様に胴を抜く。

　どうにか反応した男の左手首が宙を舞い、一瞬後、床に落下した。

　鮮血が噴き上がり、絶叫が地下に木霊こだまする。

　ルノアは男を捨て置いて拘こう置ち所じよから飛び出した。

　無理矢理に指の関節を外した左手の鈍痛に顔をしかめる。覚悟していたとはいえ、手錠は抜けられたものの両手で剣を握るのは無理そうだった。右腕もベーリンガーの銃撃のせいで万全ではない。

　それでもルノアは猫のようにしなやかに身を低くして狭い通路を駆けた。左右には鉄格子の部屋がずらずらと並んでいた。彼女の足音が反響して地下全体に響き渡る。

　やはりシグはきた！

　今どこにいるのだろう。早く会いたい。早く。

　一階へと続く螺ら旋せん階段を一段飛ばしで上っていく。

「とまれ！」

　出会い頭に銃を持った男と衝突しそうになった。

　ルノアはもちろんとまらない。

　まったく躊ちゆう躇ちよせず、短い息吹をもらすと男の右足を斬きり上げた。

　右の太ふと腿ももに魔術の刃やいばが深々とした傷をつくり、遅れて血煙が舞った。

　返り血がルノアの白い頬ほおにべっとりと付着する。

　男は痛みに絶叫し、体勢を崩して階段を転げ落ちていった。

　それを見送ることもなく、彼女は階段を一気に駆け上った。
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　公共安全委員会庁舎の玄関ホールは修しゆ羅ら場ばだった。

　そこいらに血が飛び散り、いくつかの死体が転がっている。怪け我が人にんがうめき声を上げ、壁も床も無数の弾だん痕こんが刻まれていた。受付のカウンターや待ち合い用のソファ、観葉植物や絵画などのインテリアは弾丸に蹂じゆう躙りんされてずたずただ。

　シグは肩で大きく息をしながら、周囲を取り囲む警備部の制服委員を睨にらみ据えた。

　最初のうちは混乱の末に同士討うちなども起こっていたが、さすがに冷静に対処してじりじりとこちらを追いつめてくる。シグは今や扇状に包囲されつつあり、そうなればもう反撃はできないだろう。

「くそ」

　小さくうめき、シグは手にしている長剣に視線をやった。

　血と脂で白はく刃じんは曇り、小さな刃は毀こぼれもある。すでに切れ味はかなり鈍っていた。

「随分と暴れてくれたものねえ、シグ」

　足元に転がる空から薬やつ莢きようを蹴け散ちらすようにして姿を現したのは、レニだった。どこか呆あきれたように周囲に視線を巡らし、濁にごった隻せき眼がんでシグを見据える。

　彼女は流れるように自動拳けん銃じゆうを抜き放つと、容赦なく発砲した。

「……っ!?」

　右腕に激痛が走り、シグは長剣を取り落とした。戦闘服のおかげで弾丸は抜けていないが、衝撃と痛みは骨に染みた。腕が痺しびれる。だが、なぜ問答無用で殺さない？

「俺おれを、どうしようってんです」

「あなたに二つの選択肢をあげるわ」

　レニは銃口をこちらに向けたまま、陰いん鬱うつな声で言った。

「このまま死ぬか、書類の中だけで死ぬか」

「裏の裏か」

　シグは吐き捨てた。公共安全委員会の裏――非常連絡局。そのさらに裏側。書類上はすでに死んだことになっている、幽霊と同然の公安魔術士がいるという。〈竜の箱庭〉という組織に属していてはできないようなイリーガルな任務に就き、倒れればあとは野ざらしになる使い捨ての魔術士たち。

「ワルサー・ザウエルの忘れ形見だ。あの世にいかせるには少し惜しいと思ってね」

「そいつは光栄ですね」

　シグは皮肉げに笑った。

「けど俺には向いてそうにない」

「そう。残念だわ」

　今度は照準がぴたりと額ひたいに合わされる。利害関係が一致しなければ情けも未練もない。自分の生徒だろうとなんの感情もなく殺せてしまう。レニとはそういう女だった。

（ここまでかよ……！）

　引き金にかかる指に力が込められ、シグは死を覚悟した。

　瞬間、レニに何者かが飛びかかった。腰に抱きつくようにして足を取り、そのまま引きずり倒す。その勢いで引き金が絞られたが、弾丸はあらぬ方向へと飛んでいった。

　レニは自動拳銃を投げ捨てると、飛びかかってきた小柄な影を蹴けりつけ、上半身のバネだけで跳ね起きた。

　蹴り飛ばされて床を転がったのは、間違いなくルノアだった。

　身体からだを丸めてうまく受け身を取った彼女が、勢い余って転がってくる。

　シグは思わず叫んだ。

「ルノア！」

　そのままどうにかして受けとめようとしたが、もつれるようにして巻き込まれ、お互いの額がぶつかって派手な音がした。

　身を起こしたルノアが涙目になって言ってくる。

「痛いじゃないか、バカ！」

「バカとはなんだバカとは！　助けにきた奴やつに言う台詞せりふか」

「誰だれも助けにきてくれなどと言ってない」

　憮ぶ然ぜんとした表情になったあと、彼女は口ごもり、視線を外し、

「くるならもっと早くこい、バカ……」

「無む茶ちや言うな」

「こ、怖かったんだからな」

「は？」

　思いもよらない言葉に、シグは間の抜けた声をもらした。

　当のルノアはそっぽを向いて視線を外したままだった。

　逡しゆん巡じゆんし、唇を軽く噛かんでから、小さな声でつぶやく。

「お前が、こなかったらどうしようかと思った……」

　彼女は目を伏せてから、ちらりとシグを見た。

「でも、きてくれたから」

　素直に自分の思いを吐露したことが恥ずかしいのか、顔を赤くしてぎゅっと両手を握って身を小さくしている。

「嬉うれしいよ、シグ」

「ああ、きたぜ」

　シグは白い頬ほおに返り血を浴びている彼女の顔を見つめた。ルノアが戸惑ったように視線を彷徨さまよわせ、それでも見つめ返してくる。

「王女様はまちきれずに脱獄したみたいだけどな」

「うるさい」

　睨にらんでくるルノアの頭に手を置いてぽんぽんとやりながら、シグは改めて言ってやった。

「俺おれはお前のパートナーだ。空の果てだろうが追いかけていって一緒に踊ってやるさ。言っただろ？」

「うん……言った」

　ルノアは微笑すると、こくりとうなずいた。柄にもなく胸がどきどきして、息が詰まりそうだった。シグの声を聞くのも、触れられるのも、心地いい。

「じゃれ合うのも結構だけれどね。自分たちの立場を弁わきまえなさいな」

　携帯していたケースから取り出した葉巻に火を点つけ、レニがゆっくりと自動拳けん銃じゆうを拾い上げた。銃口をシグに向け、盛大に葉巻の紫煙を吐き出す。

　それが合図であったかのように、包囲していた警備部の連中が一斉に機関短銃や自動拳銃をがちゃりと鳴らした。

「違いない」

　シグは無意識にルノアの手を握り締めた。強い力で握り返される。

　レニの言うとおり、状況はなにも変わっていない。

　扇状の包囲陣形には隙すきがなかったし、レニの合図一つでいつでも射撃する準備はできている。すぐにそうしないのは、ルノアを巻き込まないよう慎重になっているだけだ。

「ルノアを渡しなさい、シグ。私は犬としての役目を忠実に果たさなければならない」

「ここまできて、はいそうですか、と渡せるかよ」

　シグは握っていたルノアの手を離し、拳こぶしをきつく握った。

「聞き分けのないガキねえ」

　レニは葉巻を足元に投げ捨て、怒りを堪こらえるかのようにきつく踏み躙にじった。

　同時に銃声。

　シグは身を低くして床を蹴けった。

　銃弾がこめかみを掠かすめて背後で跳弾する。

「レニ・ルクセンブルク！」

　レニとの間合いを一気に詰める。

　滑るようにして懐に入り込み、シグは彼女の右手を左腕で払いのけた。

　自動拳けん銃じゆうが宙を舞う。

　続けて腰を落とし、右の拳を開いた。

　細い顎あごを目がけて掌てのひらを突き上げる。

　その一撃が命中する寸前に、レニは無造作に前蹴りを放った。

「がっつかないでよ。これだから若い男は」

「っ！」

　顔面に強烈な一撃を受けて、シグの足が一瞬だけ床から離れる。

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！」

　ルノアの凛りんとした声が響く。彼女の右手に魔術の刃やいばが現れる。

　吹き飛ばされて床を転がるシグを無視して、レニは〈タペストリー〉を編み変えた。一瞬で完成し、陰いん鬱うつな声で仕上げとばかりに魔術の名をつぶやく。

「〈灼しやく熱ねつの教きよう鞭べん〉」

　レニの右手に顕現した燃え上がる鞭むちが生き物のようにうねり、空気を焦がした。

　炎の鞭がしなり、ルノアの〈幻刀虎鉄〉に絡まりつく。

「おいたはほどほどになさいな」

　右手一本のルノアは、軽々と〈幻刀虎鉄〉を持っていかれた。編み変えた〈タペストリー〉が維持できなくなり、彼女の手から離れた魔術の刃が粉々に砕け散る。

「くそ。落ち着き払ってやがる」

　身を起こしたシグは口元を拭ぬぐい、うめいた。

　レニには隙すきがない。一人の魔術士としての実力は超一流というわけではないのだろうが、恐ろしく冷徹に周囲を観察していた。そして、常に数の優位を保ち、リスクは犯さない。正に〈竜の箱庭〉の魔術士だ。

　彼女は炎の鞭を右手に纏まとめ、面倒そうに首を傾かしげた。

「生きていれば少し傷物になっても構わないでしょ」

　ルノアのことを言っているらしい。

　レニが左手を翳かざすと、包囲していた連中が一斉に銃口をシグとルノアに向けた。

「マジかよ……」

　シグが背筋に寒いものを感じた瞬間――庁舎への石階段を猛烈な勢いで自動車が上ってきた。減速することなく扉を吹き飛ばし、玄関ホールに突っ込んでくる。

　警備部の車両だった。だが、運転しているのは、

「リラか！」

　シグは鬼気迫る表情でハンドルを握っている少女の名前を叫んだ。

　車はなおも減速せずに、シグたちを包囲している連中に向けて突っ込んだ。

　突然のことに唖あ然ぜんとしていた警備部の連中が、蜘く蛛もの子を散らしたように逃げ惑う。

　リラは何人かの制服委員を撥はね飛ばし、急激なブレーキをかけた。タイヤが擦こすれる摩擦音と焦げた臭におい。

　運手席のドアが開け放たれ、

「早く乗りなさいっての！　世話かけんじゃねーわよ！」

　シグとルノアは顔を見合わせると、助手席のドアを開け放って車に乗り込んだ。シグは後ろからきたルノアに思い切り背中を押されて、後部座席に放ほうり込まれた。

「おい！　運転なんかできたのかよ！」

　身を起こしながら、シグは運転席のリラに叫んだ。

「はじめてよ！　はじめて！」

「なんだと……！」

　助手席のルノアが驚きよう愕がくした表情でリラを見た。

「でもなんとかなったわ。階段の前でとまるつもりが突っ込んじゃったけど」

「バカ、それはなんとかなってねえ！」

「どうするつもりだ！」

　シグとルノアは口々に言った。

「こうすんのよ！」

　リラはなんだかハイな気分になっているようで、容赦なくクラッチを踏み込みシフトレバーを引いた。車体ががくんと揺れて、続けざまに鼻面を蹴け飛とばされたかのように猛烈な勢いで後退した。

「おおい！　ぶつかる！」

　シグの不安げな悲鳴を無視して、車は入口の直前で半回転した。

　車体がよじれ、シグは後部座席を転がり回った。

「ぎゃあぎゃあ喚わめかないでよ。男でしょ！」

　シフトチェンジ。アクセルが蹴飛ばされる。今度は尻しりを叩たたかれたように加速。

　車は玄関ホールを飛び出すと石階段を一気に駆け下りた。
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　エンジンの唸うなり声と、猛スピードで流れていく街並み。タイヤが石畳に擦こすれる耳障りな摩擦音と、サスペンションどころか車体のフレームそのものが軋きしんでいるのではなかと思うような悲鳴が響く。

　助手席のルノアはようやく一息吐いて、

「リラ、どうして――」

「どうして？」

　リラは前を見据えたままで、難しい顔をしているルノアに続けた。

「あたしだって、シグと舞踏会を踊りたいもの。だから、もう一回舞台に上がる。あんたにだって負けない」

「え……」

「あんたと勝負して、勝ってやるわ。それに！」

　なにかに乗り上げたのか、車体が大きく弾んだ。

　リラはそれでもアクセルをまったく緩めなかった。

「あんたになにかあって、悲しんでる男を慰めて、それで後あと釜がまに座っても嬉うれしくなんてないもの！　あんたが逆の立場だったら、どうなのよ！」

　着地の衝撃。車体全体が悲鳴を上げる。

　リラ・フィオーレはもう我慢できなくなったらしい。自分の意思で舞踏会を降りた彼女は、踊りたい相手を見つけて戻ってきた。それも堂々と正面から。彼女らしいといえば彼女らしいが、その宣言にぽかんとしていたルノアは我に返ったようにして叫んだ。

「し、シグはわたしのパートナーだぞ！」

「それはどうかしら！」

「お前になんか渡さないからな！」

「そんなことより、頼むから……もっと安全運転……」

　無む茶ちやな運転に半ば怯おびえながら、シグはか細い声をもらした。

「そんなこととはなんだ！」

「そんなこととはなによ！」

　ルノアとリラが同時に叫んで後部座席を振り返った。二人とも眉まゆ尻じりを吊つり上げている。

「前を見ろ！　前を！」

　シグは座席から身を乗り出して叫び、背後から何対もの光が近づいてくるのに気づいた。反射的に振り返る。

「追っ手か！」

　追いかけてくる車は屋根のないタイプのもので、荷台には機関銃座が設けてあった。無論、機関銃と射手がきっちりと乗っている。

『前方の車両は停車しろ！　無視する場合は武力で制圧するぞ！』

　先頭を走る車の助手席から、拡声器を使ってそんな警告が放たれた。

「シグ！　振り切れそうにないからなんとかしなさいよ！」

「なんとかって気軽に言うな……！」

　軽い目眩めまいを覚え、シグはうめいた。彼の魔術はこういうことに向いていないし、それはルノアも同じだった。言っている間にも、追っ手はこちらとの距離を凄すさまじい勢いで詰めてきている。全部で四台。

「早く！　座席の下になんかあるでしょ！」

「分かったよ！」

　シグが後部座席を押し上げると、警備部が使用している機関短銃と予備の弾倉が納められていた。慣れない手つきで手に取ると、装そう填てん済みの弾薬を確認する。

「やるしかないってか」

　シグは窓越しに相手を確認した。ヘッドライトの光が眩まぶしい。

　こちらが撃つ前に、追っ手の方が助手席から身を乗り出して発砲してきた。

　拡声器を機関短銃に持ち替えている。

　無数の銃火が闇やみの中に煌きらめいた。

「やば！」

　シグがつぶやくと同時に伏せた瞬間、リラが絶妙のタイミングでハンドルを切った。

　車体が左右に揺れる。窓を貫通した弾丸が車内を蹂じゆう躙りんし、リアガラスに網目状のひびが入って真っ白になった。

　車体に当たった弾丸がチュンチュンという音を立てて跳弾し、火花を上げる。

　右のドアミラーが吹き飛んだ。

　シグは窓を叩たたき割ると、機関短銃を構えた。すぐさま引き金を絞る。

　とにかく撃ちまくった。一瞬で全弾が吐き出された。

　こちらの十数メートル後方につけていた車しや輛りように、これでもかと命中する。ヘッドライトが砕け、フロントガラスに無数の亀き裂れつが走った。

　運転手が弾丸を喰くらって仰のけ反ぞる。

　運転手を失った先頭車は激しく車体を振り、助手席から身を乗り出していた別の男を振り落とした。さらに後続の一台を巻き込んで派手にスピンし、白亜の壁の建物に突っ込んでようやく停車。

「あと二台！」

　シグは頭を低くして、危なっかしい手つきで弾倉を交換した。

　追っ手がついに機関銃を発砲。

　再びリラがハンドルを切る。

　猛烈な勢いで弾丸が襲いかかり、車内に入った流れ弾がルームミラーを吹き飛ばし、フロントガラスに亀裂を入れる。

　前が真っ白になって見えなくなる。

　ルノアが助手席に身を埋めるようにして、思い切りフロントガラスに蹴けりを喰くらわせて叩たたき割った。猛烈な突風が車内に吹き込む。

「いい仕事！」

　黒髪を風に煽あおられながら、リラは鬼気迫る表情で唇を湿らせた。

　その隙すきに追っ手がエンジンを唸うならせて横づけしてきていた。

　間髪入れず体当たり。

　衝撃。振動。車体が大きく横にぶれる。

「この……！」

　リラは器用にハンドルを操作して車体のバランスを保つと、

「ルノア、ちょっと持ってて！」

「な！　わたしは運転なんてしたことないぞ！」

「あたしだってしたことないわよ！」

　ハンドルから両手を離し、リラは後ろからボルトアクション式の小銃を引っ張り出す。

　ルノアが咄とつ嗟さにハンドルを握る中、彼女は狭い車内で小銃を器用に操った。初弾を薬室に送り込むなり窓を撃ち抜き、銃床で叩き割る。すかさず排はい莢きよう。

　リラはそのまま銃口を窓の外に突き出し、相手の足回りに集中砲火した。

　引き金を絞ると同時にボルトアクション。

　次々と弾丸と薬やつ莢きようが吐き出され、弾倉が一瞬で空になる。

　横づけしていた車のタイヤが破裂して、前輪のホイールキャップが吹き飛んだ。

　甲高い音を立てて石畳を弾み、後続車に激突してフロントガラスに突き刺さる。

　数瞬、並走。相手はフロントバンパーを石畳に擦こすりつけ、派手な火花を上げながら下がっていった。

　そこにホイールキャップをフロントガラスに突き刺した一台が突っ込んだ。

　金属同士がぶつかり合って、無残に拉ひしやげる音が木霊こだまする。

　お互いが大小の部品を撒まき散らし、二台は爆発炎上した。

「やった……！」

　一瞬で遠ざかる爆炎を目にしながら、リラは小さく拳こぶしを握った。

「ルノア、ごくろう」

「バカかお前は！　いきなりわたしになんてことをさせるんだ！」

「大丈夫よ。なんともなかったし」

　車はズタボロだが未いまだにトップギアのまま走っており、誰だれも怪け我がはない。

　眼前には〈竜の箱庭〉都市最大の建築物である時計塔がそびえていた。車はそのまま時計塔前の広場に突入し、サスペンションを激しく軋きしませながら細い路地へと向かう。

「安全運転――っ！」

　シグの悲鳴を無視し、リラは舌なめずりをしてハンドルを派手に切り返す。

　車体が大きく傾いて、左側のタイヤが宙に浮いた。

　必死で体重を左に移動させたシグは、

「ちゃんと曲がるわよ！」

　妙に高揚したリラの声を聞いた。

　その言葉のとおり、車体が戻り、タイヤが石畳に接地。衝撃が車内を襲う。後部を激しく左右に振りながらも、車は減速分を取り戻す加速をはじめた。

　シグは胸を撫なで下ろして大きく息を吐いた。心臓に悪すぎる。

　だが、ほっとしたのも束つかの間まだった。

「シグ、あれを！」

　ルノアの鋭い声に身を乗り出す。猛烈な風が吹き込んでくる中で目を凝こらすと、ライトに照らされている前方に二つの人影があった。

　シグはぎょっとした。

　瓜うり二ふたつの顔に、お揃そろいの服。一人は長尺の剣を肩に背負い、もう一人は幾重にも巻いた腰のベルトから大小のナイフをずらずらと提げていた。

「あいつらか！」

　いつも怯おびえたような表情をしている方――エミーが背負っていた機関銃の銃口をこちらに向けた。月の光に銃身が黒光りする。

「リラ、とめるなよ！」

「そんなこと言っても、このままじゃ轢ひいちゃう！」

　機関銃が咆ほう哮こうし、火を噴いた。腹の底に響く轟ごう音おん。

「頭を下げろ！」

　シグが叫んだ瞬間、ボンネットが斜めに薙なぎ払われる。

　鋼鉄が紙のように破れて、いくつもの風穴が空いた。

　エンジンが異音を放つ。瞬間、煙が吹き上がって、ボンネットが跳ね上がった。

　ハンドルが言うことを聞かずにリラが短い悲鳴を上げる。

　タイヤが擦こすれる摩擦音。車体が滑るように回転し、古本屋の軒のき先さきにぶつかって大きく跳ねた。空中で二回、三回と回転し、錐きりもみ状態になって屋根から石畳に落下する。

　鉄が拉ひしやげるぐしゃりという悲鳴。

　割れたガラスや外れ飛んだ部品が辺りに撒まき散らされて、腹を晒さらしたままでタイヤがからからと空回りする。

「なんてこった、くそ！」

　ドアを蹴け破やぶって、シグは外へと這はい出した。

　くらくらする頭を押さえると、血がべっとりと手についた。

　遅れて助手席のドアから同じようにしてルノアが這い出てくる。

　こちらは大きな怪け我がはしていないようだった。

「大丈夫か？」

「問題ない。リラもな」

　ルノアは気を失ってぐったりとしているリラを車内から引きずり出した。

「うふ。遊びましょうか。ねえ、遊びましょう」

　くすくすという少女の笑い声。

「エミーに怪け我がをさせた悪い魔術士だもの。わたしが退治して生いけ贄にえにしなきゃ。生贄に。そうしないとエミーの永遠が失われてしまうもの。わたしたちはそう、一つになるまでそうやって生き続けないといけないの」

「イカれたこと言ってんじゃねえ」

　シグは無意識に腰に手をやり、長剣を公共安全委員会の庁舎に忘れてきたことを思い出した。舌打ちする。丸腰で相手をしなければならない。

「か、カーリン。わたしは、銀髪がいいわ」

　エミーが機関銃を投げ捨てて、ベルトから二本のナイフを抜き放った。

「分かったわ、エミー。分かったわ。そしたらわたしは黒ずくめを殺やるわね」

　カーリンが長剣をすらりと抜剣する。

　鞘さやを投げ捨てると、彼女は底抜けに明るい笑顔でシグを見た。

（探す手間が省けたってもんだ。連中をとっ捕まえて、レニ先生には溜りゆう飲いんを下げてもらうとするか。とは言っても――もし〈党〉とかいう連中が噛かんでるのならそれで済むわきゃないけどな）

　シグは不気味に輝く鈍色の白はく刃じんにぞっとしながら独りごち、ルノアを呼んだ。

「なんだ？」

　リラを路地の隅に横たえたルノアが駆け寄ってくる。

　シグと背中合わせになるようにして、彼女は言った。

「どうするつもりだ」

「二対二で正面からやり合っても消耗するだけだ。〈竜の箱庭〉の魔術士の戦い方ってやつを連中に教えてやる。一人ずつ潰つぶすぞ」

　常に数的優位を保つために二人一組――デュオ編成――以上で行動するのが〈竜の箱庭〉の魔術士の鉄則だ。敵を分断し、混乱させ、一人ずつ数をかけて仕留めていく。時に卑ひ怯きようと揶や揄ゆされるこの集団戦が〈竜の箱庭〉の魔術士の真しん骨こつ頂ちようだった。

「そんなことをしなくても勝ってみせるぞ」

「そう言うな。命あってのものだねだ。騎士道精神は棺かん桶おけに放ほうり込んどけ」

　あまり余計なことを話している時間はなさそうだった。

　シグは手短にルノアに指示を出すと、相手の出方をまたずに仕掛けた。獲え物ものを捕食する獣のように姿勢を低くして石畳を駆ける。

　だが、どちらにも向かわない。背中を向けて脱だつ兎とのように逃げ出した。

　それはルノアも同じだった。

「逃げちゃダメよ。逃げちゃ」

「ま、まってカーリン」

　ちらりと背後を振り返ると、案の定二人は追いかけてくる。だが、エミーの方は怪け我がをしているはずだ。同じ速度では走れない。徐々にカーリンとエミーの距離が開いていく。

　頃ころ合あいを見計らい、シグは逃げるのをやめた。体重を逆方向にかけて、一気に反転する。

「仕掛けるぜ、ルノア！」

「分かっている。いちいち命令するな！」

　二人は弾はじかれるようにして別れた。

　シグがお望みどおりカーリンに向かう。

「黒ずくめさん、遊びましょ！」

「子供は寝る時間だよ」

「うふ。わたしは子供じゃないもの。子供じゃ」

　カーリンも合わせるようにして石畳を蹴けった。信じられない脚力で爆発的に加速する。得物は大上段。ほとんど背中に這はわせるようにして振りかぶっている。

　一瞬で二人は交錯した。

　カーリンが無邪気に刃やいばを振るった。

　腰を沈める動きと連動して、音もなく白はく刃じんが疾しつ駆くする。

　シグは短い息吹とともに、左足を軸にして右足を思い切り振り上げた。

「だらあっ！」

　金属がぶつかり合う硬質な音。

　鉄骨が仕込んであるブーツの踵かかとで蹴り上げられた刃が、激突した反動で跳ね上がる。

「すごいすごい！　黒ずくめさん！」

　カーリンは長剣をしっかりと握ったままだった。跳ね上げられた刃に引っ張られるようにして一歩、二歩と後退する。胴ががら空きだ。

　シグは振り上げた足をそのまま大きく踏み込んで、離れた間合いを一気に殺した。

（これで剣は使えない！）

　左の拳こぶしを軽く握り締め、間を置かずに突き出した。

　手て応ごたえがない。

　カーリンの姿はそこにはなかった。

　ドレスを翻ひるがえし、宙を舞っていた。

　白刃を石畳に突き刺し、それを支点に柄つかを握ってくるりと回転する。

「そんなのありか！」

　回転の勢いをつけた蹴りがくる。

　ごっ、という鈍い音。

　側頭部にもろに喰くらって石畳に身を投げ出す。

　一回転して立ち上がったところを、カーリンが刃を袈け裟さ懸がけに振り下ろしてきた。

「くそったれ！」

　膝ひざ立だちのまま、シグは咄とつ嗟さに両手で刃やいばを挟み込んだ。

　ぴたりと二人の動きがとまる。

　カーリンが口笛を吹いて笑った。

「やるぅ――っ♪」

「ああ、練習してきたからな……！」

　シグはぐいぐいと押し込まれる刃をどうにか押し返し、皮肉げに笑った。

　瞬間、背後に回り込んだルノアが右手一本で斬きりかかった。その手には〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉。魔術を使えないカーリンは、ルノアが〈タペストリー〉を編み変える気配を察知できずに気づかなかった。

　それでも、シグの両手から力任せに白はく刃じんが引き抜かれた。

　ほとんど動物的な勘と反射神経で、カーリンが長剣を振り回す。

　魔術の刃とかち合い、火花。もう一度、火花。

「あなたはエミーの獲え物ものだもの。だもの。わたしにおいたをしてはいけないの」

「ちぃ……っ！」

　ルノアは舌打ちすると、下段に構えた。長尺で刃が厚い分、相手の方が一撃の威力が重い。まともにぶつかり合っていると押されてしまう。

　シグがすかさずカーリンに足払いをかけた。

「あれ？」

　間の抜けた声を上げて、カーリンが尻しり餅もちをつく。

　続けざまに右腕を蹴けり上げると、長剣が弾はじけ飛んで石畳をからからと転がる。

　ルノアが〈幻刀虎鉄〉を水平に寝かせ、容赦のない突きを見舞った。

　ぱっと血煙。

「いったーい！」

　カーリンはさすがに怒気を含んだ表情になった。翳かざした左手を魔術の刃に貫かれ、だがその腕を横に払って刺し突とつの軌道とルノアの態勢を崩す。

　瞬時に立ち上がり、彼女はルノアの顔面に頭突きを喰くらわせた。

　ルノアはたたらを踏んで一歩だけ下がった。

「やってくれたな……！」

　流れてくる鼻血を拭ぬぐい、ルノアはうめいた。

「それはこっちの台詞せりふなの。台詞なの！」

　カーリンは左手に刺さったままの魔術の刃を抜き捨てた。〈タペストリー〉が維持できなくなり砕け散る。細い指を伝って赤い血が足元に滴したたり落ちていく中、彼女はくるくると楽しそうに回った。

「二人がかりでなんてずるい。ずるいわ。黒ずくめさん」

「うるせえよ。くそ」

　場が膠こう着ちやくし、シグは周囲の状況に視線を走らせた。

　もう一人がそろそろ追いついてくるはずだ。そうなったらまた厄介なことに――

「ルノア！　後ろだ！」

　シグの声に反応して、ルノアは咄とつ嗟さに身を捩よじった。

　ついさっきまで彼女の頭があった虚こ空くうを二本のナイフが薙ないでいく。

「か、カーリン。追いついた」

「さあ、これからが本番よ。本番よ」

　ルノアに命中しなかったナイフを、カーリンが空中で受け取った。

　エミーが新しいナイフを両手で引き抜く。

　二人はそれぞれが狙ねらい定めた獲え物ものに襲いかかった。

「言わんこっちゃない！」

　ナイフの刃やいばが繰り出される。突き、斬ざん撃げき、横に払い、再び突き。

　その全すべてをどうにか捌さばき、シグはじりじりと後退した。

　致命傷を避けているだけで、腕や胴には容赦なく刃が触れる。戦闘服で刃が滑らずに切れはしないが、鉄の棒で殴られているようなものだった。

（ナイフの使い方は、甘いじゃないかよ！）

　右みぎ脇わきを抉えぐり込むような突きを身体からだを半身にしてかわす。

　シグはカーリンの左手首を左手で鷲わし掴づかみにした。そのまま引きずるようにして彼女の体勢を崩し、左足を軸に後ろ回まわし蹴げりを繰り出す。

「きゃん！」

　カーリンが子犬のような悲鳴を上げた。

　ナイフを投げ出して石畳を転がる。

　ガス灯に背中から激突するが、彼女はそれでも平然と立ち上がった。

　シグは間合いが離れた一瞬の間に、ルノアに向けて駆け出した。

　ナイフはもう一人の方が長たけている。ルノアはどうにか捌いていたが、小さな傷がいたるところに走り、全身から血が滲にじんでいるように見えた。魔術を使う暇もありはしない。

「ルノア、幻視しろ！」

　シグは叫んだ。同時に自らも〈タペストリー〉を幻視した。やれるかどうかは分からないが、これ以上丸腰で戦っていても埒らちが明かない。

　ルノアが〈タペストリー〉を幻視したのが分かった。現実世界を構築している複雑精せい緻ちな設計図の極一部が視みえる。シグとルノアが幻視する〈タペストリー〉のわずかな断片が重なり合う。

　そこを入口にして、シグは幻視する〈タペストリー〉の範囲を広げた。

　すでにルノアによって編み変えられた〈タペストリー〉が視える。

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！」

　シグは切っ先を下げる構えを取った。その手に魔術の刃が顕現する。

　それに気づいたエミーが咄嗟にナイフを投とう擲てきした。二本。さらに手首を振ると仕込んでいたナイフがもう二本。

　シグは魔術の刃やいばを斬きり上げて二本を叩たたき落とし、間髪入れずに飛んできた二本は無理だと判断してそのまま身体からだを丸めて突っ込んだ。戦闘服を補強している金属板にナイフが当たり、鉄の擦こすれる音が耳に響く。

「ひ……！」

　エミーがくぐもった声で短く悲鳴をもらした。

　斬り上げた刃を上段に構え、シグは間合いに入るなり振り下ろした。

　銀色の弧が中空に描かれる。

　血煙が舞った。

「い、痛い。痛い痛い痛い……！」

　エミーは二本のナイフを交差させるようにしてその一撃を受けたが、威力を殺しきれず左肩に深々と魔術の刃を喰くい込ませていた。

「か、カーリン。助けて。た、助けて」

　普段から怯おびえたような表情をしていたが、今はその形相が濃くなっている。

　シグが押し込んでくる刃をどうにか押し返すが、力を込める度たびにぐっしょりと湿った脇わき腹ばらから血が滴したたり落ちた。ルノアから負わされた傷だ。

「今に助けてあげるから我慢するのよ、エミー。我慢なの」

　石畳に落ちていた長剣を拾い上げ、カーリンがくすくすと笑った。

　それを見たシグは慌あわててルノアに言った。

「ルノア、さっさと……！」

「分かっている。少しは気遣え、バカ」

　肩で息をしているルノアは、だらりと下げた右手に〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉を顕現させた。腕の傷から滴る血が指を伝って、魔術の刃を赤く濡ぬらす。

　シグに押し込まれて膝ひざをつきそうなエミーに向けて、彼女は魔術の刃を構えた。

「わたしたちの勝ちだ」

「い、いや……わ、わたしは生きないといけない。え、永遠に。二人が一つになるまで。永遠に。それが、わたしたちの使命、だもの。え、選ばれた、わたしたちの」

「立派な宗教だな。あの世でせいぜい布教しろ」

　ルノアが右腕を振り下ろした瞬間、魔術の刃が弾はじけ飛んだ。

　尾を引く銃声。続けざまにくる。銃声。狙そ撃げき銃だ。

　シグはぞっとして身を躍らせた。シグがいた場所に跳弾。

「なんだってんだ！」

　さらに追い立てられて、シグは枝分かれしている細い路地に逃げ込んだ。

　様子を窺うかがおうとした瞬間、機関短銃の咆ほう哮こう。

　レンガと石畳が削り飛ばされ、無数の火花が散る。

「上か……！」

　通りに面した集合住宅の赤茶色の屋根の上に、ずらずらと人影が並んでいる。警備部の連中ではない。特別高等分室――レニの組織だ。

「あああああああ！」

　獣のような絶叫が聞こえて、シグはすぐさま視線を戻した。

　カーリンが炎の鞭むちに右腕を絡め取られて長剣を取り落としていた。ドレスの袖そでが一瞬で焼け落ち、白い肌に喰くい込んだ炎が容赦なく肉を焼く。

「まったく、随分と派手にやってくれたものねえ」

　釣り上げた魚を手繰り寄せるようにして、レニが炎の鞭を巻き取っていた。焼け爛ただれる腕の痛みに暴れ回るカーリンが、ずるずるとレニの元に近づいていく。

　やがて彼女は押し寄せた特別高等分室の連中に拘束されると、ベーリンガーの魔術によってどこかへと転送されてしまった。透明な三角形の板に囲まれ、跡形もなく消え失うせる。

「シグ……」

「おわ！」

　いきなり背後から声をかけられてびくりとする。

　見れば別の路地から回り込んできたルノアだった。服のいたるところが破れて出血している。露あらわになった白い肌は傷だらけで痛々しい。

「大丈夫かよ」

「む。今さら気遣っても遅いぞ」

「拗すねるなよ」

「別に拗ねてない」

　ルノアが分かりやすく頬ほおを膨らませているので、シグは思わず苦笑した。こんな感情表現をする奴やつだったかな、とおかしくなる。

　まじまじと観察すると、深い傷はないらしく、どうやら見た目よりは軽傷のようだった。するとルノアがはっとして、ボタンが外れて半分くらい露になっている胸元を隠した。

「どこを見ている！」

「痛いてえ、殴るな。そっちこそ勘違いするな」

　ルノアの拳こぶしを受けとめてもつれ合う。

「とにかく、このままじゃ俺おれたちもやばい。リラを回収してさっさとずらかろう」

　あの狙そ撃げきは確実にシグを殺すつもりだった。

　レニが周囲を捜索するように指示を飛ばしていた。いつの間にかエミーの方の姿もなくなっている。だが、あの出血ではそう長くはもたないだろう。

「……分かった」

　ルノアがぴたりと動きをとめる。

「だが、どうするのだ？」

「こういう時には足元と相場が決まってる」

　シグはそう言って、地下水道へ続くマンホールを指さした。



    

  
    
      
第五章



〈竜の箱庭〉都市の地下には蟻ありの巣のように地下水道が広がっていた。長い歴史の中で増築され続けた水路の地図を正確に把握している者はほとんどいない。

　膝ひざまである水をかき分けて、シグは足を進めた。

　背中には気を失ったままのリラを背負っている。

　水が流れる音があちこちで反響する石造りの水路だ。気温はひんやりとして肌寒く、苔こけが生えている壁には照明が等間隔に設置されていた。整備されているのは一部のみで、横道にそれればすぐに真っ暗な空間が広がっている。

　逆に言えば、明かりがあるのは定期的に人の手が入っている部分だ。いずれ出口が見つかる。通路の幅は大小さまざまで入り組んでおり、いたるところに階段と組み合わせた段差があり、小さな滝のようにして水が流れていた。

「これからどうするつもりだ？」

　少し後ろをついてくるルノアが言った。さすがに声に疲労感がある。

「この〈竜の箱庭〉にはもう逃げ場はないけどな、なんとかするさ。俺おれの親父おやじがここで講師をやってた時に使ってた隠れ家ががある。そこならレニ先生も知らないはずだ。とりあえずはそこにいく」

　各教室には講師として取り仕切る魔術士にもよるが、大たい抵ていは教室に所属している魔術士しか知らない活動拠点がある。ルクセンブルク教室には犬小屋と呼ばれる活動拠点が数多くあるし、ザウエル教室にしてもそうだった。

　二人してざぶざぶと水路を進む。途中、水路を出て階段を上り、そして下りる。水で重くなった靴が鬱うつ陶とうしい。

　シグが背中で規則正しく吐息をもらしているリラを背負い直した。彼女はかなり軽いのだが、さすがに長時間背負っていると腕が痺しびれてくる。

「うー……寒い」

　耳元でか細い声がもれ、シグは視線だけを背中にやった。

「目が覚めたか」

「なにがどうなって……こうなってるわけ？」

　リラは自分がシグに背負われているのだと自覚して、一瞬だけ身体からだを起こしたが、すぐに抱きつくようにして首に手を回した。

「色々あってこうなってんだよ。歩けるか？」

「ダメ。無理。歩けない。死ぬ」

「ホントかよ……ったく」

「ホントよ。身体中が痛いの。だからこのままがいい」

　最後の方は小さく耳元で囁ささやかれる。

　甘えるような声に、シグはわざとらしく咳せき払ばらいした。

「へいへい。分かったよ」

　苦笑を浮かべて視線を前に戻す。

　と、ルノアが半眼になってシグを小突いた。

「なんで俺おれを殴る」

「別に。手が滑っただけだ」

「滑るか！」

「あ、足が滑った」

「痛いてえ。蹴けるなって」

「ちょっと、やめなさいよ。危ないじゃない」

「仕方ないではないか。滑ったのだから」

「嘘うそつくな！　あんたもホントはシグにおんぶしてほしいんでしょ」

「な、なにを言う。そんな軟弱なことでパートナーが務まるものか！」

「なあんですって！」

（あー、もう。なんだこれ）

　リラとルノアが言葉の刃やいばを応酬し、シグは身を小さくした。

　今までよりもかなり幅の広い水路に出て、再び水の中へと足を踏み入れる。足首くらいの深さで、流れも速い。

「そろそろ上に出てもいい頃ころ合あいだがな、と」

　緩やかな曲線を描く水路を壁伝いに歩き、シグは壁を背にして立ちどまっている人影を目にした。照明の陰になって判別できない。咄とつ嗟さに身構えようとするが、その人影はずるずると水路に座り込んだ。

「あれは……」

　シグは足をとめて言葉を失った。

　エミーとか呼ばれていた双子の片割れだった。顔面を透けるように蒼そう白はくにして、唇は青紫に変色している。黒いドレスは血と水でぐっしょりと濡ぬれ、左腕はシグがつけた傷で動かせないようだった。

　彼女はこちらに気づくと弱々しく言った。

「く、黒ずくめさん。こんばんは。あなたを、捜していたのよ。か、カーリンがさらわれてしまったから。あの女に。た、助けてあげないと、いけないの」

「なにを言ってる……？」

　シグはリラを背中から降ろすと、警戒しながら慎重に近づいた。こちらになにかできる様子はない。ほとんど虫の息で、放ほうっておいてもすぐにくたばりそうだった。

「せ、せっかく自由になったんだもの。そう、どれくらいぶりかも覚えてないわ。だから、二人で好きにするって、決めたのよ。カーリンを助けないと、いけないの。か、カーリンがいないとわたしはなんにもできないもの。いつかは、カーリンに殺されて、わたしたちは一つになるの。それまでは、ずっと一緒に、生きていかないと、いけないの」

　ほとんど会話が成り立たないが、エミーがとにかくもう一方を心配していることだけは理解できる。

　彼女はふらふらと立ち上がり、シグに向けて凄せい惨さんな笑みを浮かべた。

「く、黒ずくめさん。もうあなたを殺したりしないから、わ、わたしのお願い聞いてくれるかしら。き、聞いてくれたら、黒ずくめさんに、とってもいいこと、教えてあげる」

「いいこと？」

「そ、そう。とってもいいことよ。こ、この世界の、誰だれもが知りたがる、お話。だから、わ、わたしを最初に、自由にしてくれた人のところに、連れていって。そ、そうしたら、黒ずくめさんに教えてあげる」

　シグの意志に関係なく、彼女は喋しやべり続けた。

「ち、〈血ち塗まみれの竜王女〉のことを」

　エミーの言葉に、シグは背後を振り返った。ルノア、そしてリラと顔を見合わせ、どうしたものかと嘆息する。別にこちらが舞踏会の踊り手だと知っているわけではないのだろう。彼女の言うとおり、誰もが知りたがる話。ただ、それだけのことだ。

　だが、取り引きに使おうとするくらいだ。おとぎ話以上のことは知っているのだろう。

「なにを、知ってるって？」

　慎重なシグの言葉に、エミーは小さく笑った。

「な、内緒。わ、わたしのお願い、聞いてくれる？」



◆◇◆◇◆



「ルクセンブルク家の裏庭とまで呼ばれた公安の庁舎がざまあない。〈竜の箱庭〉とルクセンブルク家の歴史で、こんな屈辱的な日はそうはねえ。違いますか、先生」

「沈黙は饒じよう舌ぜつに勝る、と教えなかったか」

「あんたに習ったことは、とっくの昔に忘れちまったさ」

　ヒューゴは真っ青な瞳ひとみをすっと細めて、咥くわえていた飴あめを噛かみ砕いた。

　眼前にいる深緑の制服に身を包んだ初老の男は、彼が知っている姿とは別人のようだった。それでも物腰や雰囲気、声の抑揚、いたるところに面影が残っている。

　一連の騒動で〈竜の箱庭〉都市は完全に混乱していた。非常連絡局の内事部も警備部も慌あわただしく動き回り、状況を把握しようと躍起になっている。逆に、こんなに動きやすい時は他ほかになかった。こうして易やす々やすと庁舎に侵入し、公共安全委員会の委員長と対面できるくらいには。

　おいそれとは入ることのできない四階の委員長室。ヒューゴを前にしても、エルンスト・ルクセンブルクの表情はなにも変わらなかった。彼が昔からよく知ってる鉄面皮だ。

「もう少し驚くと思ったが。相変わらずだな、あんたは」

「お前をあの砂漠に送り込んでから、いつかはこうなると思っていたよ」

　エルンストは苦み走った声でつぶやいた。

「そうかい」

　第一六次極東紛争。第三帝国の要請によって〈竜の箱庭〉から派遣された魔術士は、義勇兵としてあの地獄の砂漠に送り込まれた。奥深くの熱砂戦線。灼しやく熱ねつと渇き、そして飢え。

　敵は獣耳の化物ども。生半可な傷では死にもしない。蔓まん延えんする狼ろう狂きよう病びよう。高熱と変異。発狂した仲間のこめかみに銀の弾丸を込めた銃を向け、引き金を引いた。乾いた砂にぶち撒まけられる真っ赤な血、骨片、脳のう漿しよう。生き残ったのはヒューゴ・ザスただ一人。

　死にきれずに砂漠を彷徨さまよい、彷徨い続けて――

「〈砂漠帰り〉のヒューゴ・ザスか」

　ヒューゴは噛かみ締めるようにして、自じ嘲ちよう気味に笑った。

「本当はあんたがいくはずだった。そうだろ、先生」

「そうだな」

　簡潔な答えに、ヒューゴはぎりぎりと拳こぶしを握った。

「今さらなにを言ったところで、時間が戻るわけではない」

「ああ、違いねえ」

　そんなことはヒューゴも分かっている。エルンストが言い訳をすることがないだろうということも。もし彼がそんな男なら、ヒューゴはとっくの昔に殺していた。

　そう、今すぐにでもこの男の首を取ることはできる。だが、そうしたところでなにが変わるわけでもない。ならばせめて、死には意味を与えたい。

「あんたが〈党〉の執行部から命じられて回収した〈血ち塗まみれの竜王女〉を引き渡してもらおうか。まずはそれからだ」

「私の前に現れた理由が〈晴せい嵐らん会〉の使い走りとはな」

「どうかな」

　ヒューゴは不敵に笑ったが、その表情はエルンストの言葉で怪け訝げんなものに変わった。

「残念だが、私が回収した〈血塗れの竜王女〉は手元にいない」

　エルンストの鉄面皮は変わらなかった。

「うちの派は閥ばつの上に引き渡す前に逃げ出した。〈清せい流りゆう会〉の魔術士を殺して回っている連中がいるだろう。あれがそうだ。今の動きを見ている限り、ただ逃げ出したわけではなく誰だれかの息がかかっているようだがな」

「な……!?」

　部下を殺してくれた二人組。だが、二人組だと？

「〈晴嵐会〉の使い走りが手引きしたと思っていたが、その様子ではお前ではないらしいな。あれはな、ヒューゴ。どちらも〈血塗れの竜王女〉だ。七分割されたうちの二人。カーリンとエミー、双子の姉妹だ」

　エルンストは重々しい動きで、ゆっくりと近づいてきた。

「どちらが姉でどちらが妹かは、今となってはどうでもいいことだが。お互いのために舞踏会を踊り、最後は二人で殺し合う。端はなからそういう風に設定されている。私はな、ヒューゴ。マウザーのイカれた魔術を知る度たびに、反へ吐どが出そうな気分になるよ」

　確かにそれは残酷だ。だが、あの二人の壊れぶりはどうだ。

「あれはもう何十年、あるいはもっと生きている。だが、運が悪かった。棺ひつぎを開封したのはイカれた魔術士で、リンドブルムの肉体的な秘密を探るために人体実験を繰り返した。永遠に生きる双子を、入れ替わり立ち替わり研究を引き継いだ変態どもが玩具おもちやにしていった。時間をかけて、ゆっくりとな」

「……それで頭のネジが何本か飛んじまったってのか」

「ああそうだ。二人の世界に堕おちていった。頼れるのは、互いだけ。永遠に生きる二人の宗教は、マウザーの魔術によって植えつけられていたものと混ざり合い、頭のネジを一本一本外していった。あんなものを〈清せい流りゆう会〉の上に渡したところで、最後まで舞踏会を生き残れるとは思えなかった。〈党〉の主導権争いで勝ち残れるともな」

「くだらねえ」

　静かに語るエルンストの言葉を、ヒューゴは怒気を含んだ一言で遮った。

「だから手元から手放したってのか？　バカバカしい。あのエルンスト・ルクセンブルクが、なにを今さら善人面してやがる。あんたは今まで〈竜の箱庭〉のため、〈党〉の派は閥ばつのため、数えきれないほどの連中を殺してきたし、罠わなにはめて蹴け落おとしてきたし、誰だれに悟られることもなく消してきた。眉まゆ根ね一つ動かさずな。あんたはそれができる鉄の男だろうが……！」

「そう思うか？」

　エルンストがゆらりと動いた。

　緩慢なようでいて、掴つかみどころのない流れるような足運びだった。

「なら、お前が証明してみせろ」

　動きが変わる。鋭い、一直線の動き。いつの間にかエルンストの手には大振りのナイフが握られていた。瞬またたきするだけの間に、詰め寄られる。

　首筋を狙ねらった一いつ閃せんを、ヒューゴは上半身を反らしてぎりぎりのところでかわした。

　すかさず足払いがくる。

　わずかに体勢を崩した隙すきを、エルンストのナイフは見逃さなかった。

　別の生き物のように腕がしなり、白はく刃じんがヒューゴに襲いかかる。時に豪胆に、時に変幻し、一本のナイフが何本にも見えた。

『公安魔術士に魔術はいらん。ナイフが一本あれば十分だ』

　遥はるか昔に聞いた言葉が脳裏に蘇よみがえる。

　ヒューゴは連続する攻撃をどうにか捌さばき、反撃した。自分からさらに距離を詰め、腹部に強烈な膝ひざ蹴げりを喰くらわせた。動きが一瞬だけとまったところに右みぎ肘ひじを振り下ろす。

　エルンストの後頭部に直撃し、身体からだが床に沈んだ。

　瞬間、右の足首に激痛。

　深々とナイフが突き刺さっていた。

　ヒューゴは続けざまに反対の足首を取られて引きずり倒された。

「くそっ！」

　思わず毒づく。魔術を使う暇などありはしない。

　足首のナイフが引き抜かれ、ヒューゴはエルンストに馬乗りになられた。

　なんの言葉もない。容赦なくナイフが振り下ろされる。

　ヒューゴは鋼鉄の刃やいばが肉を裂き、内臓に喰くい込む感触を自覚した。痛みはなく、一瞬後に猛烈な熱さとともに全身に激痛が走った。分厚い胸板から鮮血が滲にじみ、喉のどからも熱いものが込み上げてくる。口の中に鉄の味が広がった。

『獲え物ものを前に無駄口は叩たたくな。沈黙は饒じよう舌ぜつに勝る』

　エルンストのそんな言葉を思い出す。

　ヒューゴは笑った。この男は精密機械のように、自身の言葉を実践している。

「私の教室にこなければ、お前はもっといい魔術士になれただろうがな。お前は本来、堂々と狩りをする獣だ。日陰者は向いてはいない」

　ようやく口を開いたエルンストが、相変わらずの鉄面皮で言った。ゆっくりとヒューゴの身体からだから離れていく。

「だが、あんたが施設で俺おれに目をつけなけりゃ、俺は魔術士にすらなれやしなかった」

　口から血を溢あふれさせ、ヒューゴは自らの胸に突き立つナイフを抜いた。血が噴き出すようにして溢れるが、驚くほどの速度でとまっていく。

　ヒューゴは抜き放ったナイフを構えると、床を蹴けった。

　一瞬で間合いが詰まり、エルンストが眉まゆ根ねをわずかに動かす。そのままヒューゴの力に押されて部屋を横断するようにして窓に激突。木製の窓枠ごとガラスが砕け、けたたましい音を鳴らした。冷たい風が部屋に吹き込んでくる。

　自らの腹部に深々と突き刺さるナイフを見ても、彼はなにも言わなかった。

「俺をこんな化物にしたのはあんただが、今さら殺してもなんにもなりゃしねえ。だが、俺は〈清せい流りゆう会〉のエルンスト・ルクセンブルクの首を取ってこいと言われてるんでな」

「獲物を前に無駄口は叩くな。沈黙は饒舌に勝る」

　エルンストは最後まで表情一つ変えなかった。

「教えたはずだ、ヒューゴ」

　それだけを言い残し、ぐらりと身体が揺れる。

　彼はナイフが刺さったまま、窓の外へと落下していった。四階下の地上へと。

「ああ、教わったよ、先生」

　ヒューゴはそれだけをつぶやいた。別に涙が流れるわけでも、後悔の念が押し寄せるわけでもなかった。ただ、虚むなしさだけが胸に残った。

　ぱちぱちという拍手の音が聞こえる。

　今まで部屋の片隅で黙して動かなかったエリーゼだった。

　彼女はヒューゴの側そばまでやってくると、そっと彼の頬ほおに触れた。

「ご苦労様、ヒューゴ」

「ああ、だがまだなにも終わっちゃいねえ」

「ええ、分かってますわ。これからがわたくしたちの戦いですものね」

　エリーゼは労いたわるようにして彼の頬をそっと撫なでた。

　まるで子供をあやす母親のようだった。

「あなたとわたくしで、舞踏会を踊りましょうか。なにもかもを犠牲にして、最後の勝者になるまで踊り狂いましょう。二人で永遠に」



◆◇◆◇◆



　捜索の範囲は外へと広げられ、公共安全委員会の庁舎の警備はほとんどなかった。シグはエミーの願いとやらを叶かなえてやるために、わざわざこうして戻ってきたのだ。地下水道を抜けて、庁舎の中庭へと顔を出す。

　周囲は嘘うそのように静まり返っていた。

「エルンスト・ルクセンブルクに会って、一体どうするつもりだ」

　最初にマンホールから全身を引き上げたシグは、荒い息をもらしているエミーに言った。手を取って引っ張り上げてやる。

「か、カーリンを助けるの。そのためには、もっと、強い力が必要だもの。だ、だから、わたしたちを最初に、自由にしてくれた人に会うの。会って、わたしは力を手に入れる」

　答えになどなっていなかった。ほとんどうわ言のようにつぶやいている。エミーはもう見るからに虫の息で、気力だけでもっているようなものだった。

　エミーに続いて、ルノアとリラが中庭へと姿を現す。

「ホントに大丈夫なんでしょうね。どうなっても知らないから」

　リラは憮ぶ然ぜんとしていた。彼女はエミーの提案に乗ることに反対した。〈血ち塗まみれの竜王女〉の情報といったところで、なにが出てくるかなど分からないのだ。敵のど真ん中にいくことと釣り合いが取れない。

　それでもリラは律儀についてきていた。彼女なりに覚悟は決めているらしい。

「シグ、そのエルンスト・ルクセンブルクはどこだ」

　息を切らせたルノアが、呼吸を整えながら言った。外した関節を無理矢理に元に戻したせいで左手が痛むらしく、しきりに感覚を確かめている。

「委員長室は四階だ。この騒ぎの中、屋敷でのんびりってこともないだろう」

「四階か。急ぐぞ。長居は無用だ」

　ルノアは提案に乗った。舞踏会を勝ち残るためには、どれだけ相手を出し抜いて先制攻撃を仕掛けられるか。そのためには、どんな些さ細さいな情報も集め続けなければならない。

　シグはうなずくと、エミーを背中に隠すようにして慎重に中庭を進んだ。妙な気分だった。ほんの少し前まで殺し合っていた頭のイカれた女を、今度は逆に守ってやる立場になるとは。利害関係で敵味方が一瞬で入れ替わる。魔術士の世界は複雑怪奇だ。

（力を手に入れるだと？）

　シグは自問した。本当にこの女はなにをするつもりなのだ。

「まあ、そう急ぐんじゃねえよ、シグ・ヘンケルス」

　突然に中庭に響いた声にぎょっとする。その声には聞き覚えがあった。

「ヒューゴ・ザスか！」

　シグは叫んで周囲を警戒した。エミーを突き飛ばすようにして離れさせる。彼女は足元をふらつかせ、尻しり餅もちをついた。

「いけ。エルンスト・ルクセンブルクに会ってこい！」

　シグの言葉に従って、エミーは這はうようにして移動しはじめた。

「その女の命、もらい受けるぜ」

　月光に影が躍る。庁舎の四階から、地上目がけて巨体が飛び降りてくる。

　間違いなくヒューゴ・ザスだ。

　瞬間、リラが〈タペストリー〉を編み変えているのが分かった。

「リラ、なにを――」

「あたしの魔術はこういうためにあるんでしょ」

　彼女は空中の影を睨にらみ据え、荒くなっている自分の呼吸を整えた。息を呑のむ。

「あたしは逃げない。あんたと一緒にいたいから」

　危険な目に遭あうことよりも、シグと離れてしまうことの方が怖かった。目を離してしまった隙すきに彼が手の届かないところにいってしまわないように、ずっと見張っておかないといけないのだ。リラ・フィオーレがここにいるんだと声を上げ続けないといけないのだ。

　彼女の呼吸がぴたりととまった。小銃そのものを魔術で顕現させようとしている。

「〈魔弾射撃〉」

　囁ささやくような声。リラの思い描いた仮かり初そめの現実が現れる。

　ボルトアクション式の小銃が彼女の手に握られ、すかさず初弾が薬室に送り込まれた。

　そっと指を添え、引き金を絞る。

　銃声。

　肩に衝撃。ボルトハンドルを引く。

　金色の空から薬やつ莢きようが飛び出す。

　彼女は機械のように速く、正確に、まったく同じ動作をあと五回繰り返した。

　神経が研ぎ澄まされて、足元に空薬莢が落下する気配すら感じられた。

　六発の弾丸はリラの意志に従って、忠実な猟犬のごとくヒューゴに殺到した。

　一発目の弾丸が膝ひざを直撃し、ヒューゴは体勢を崩した。そこに残り四発が降り注いだ。次々と厚い胸板に命中して、ぱっと血煙が舞う。文字通りに血雨が降り注いだ。

　ヒューゴはその衝撃で仰のけ反ぞり、最後の一発が横殴りに顔を直撃し――そのまま轟ごう音おんとともに着地する。

　ヒューゴは牙きばを剥むくようにして笑うと、最後の一発を歯に挟んでいた。

　弾丸を吐き捨て、ゆっくりと歩き出す。肉食の獣そのものといった凶暴な表情で、傷などまったく意に介さない。

「嘘うそでしょ――」

　リラは愕がく然ぜんとした表情で、身体からだを小刻みに震わせた。純粋に人間ではない目の前の存在に、動物として本能的な恐怖を覚える。

「揃そろいも揃ったり。いよいよ俺おれにも運が向いてきたじゃねえかよ、ええ!?」

「リラ、下がってろ」

　シグは背筋に寒いものを感じながら、一歩だけ前に出た。

「エリーゼはどうしたよ、ヒューゴ」

「さあな。そういうお前は殺し合いをする覚悟はできてるか」

　リラの魔術によって負わされた傷が、時間を早送りするかのように治ち癒ゆしていく。狼ろう狂きよう病びようの後遺症によって、この男の身体は化物同然だ。

　一戦交えることは避けられそうになかった。

　シグはじりじりと間合いをはかりながら言った。

「なんであの女の命がほしい」

「そいつには借りがある。俺の部下が殺やられてるもんでなあ」

　身元不明だった死体を思い出す。あれは第三帝国の〈狼おおかみの営巣〉の魔術士だったというわけか。だが、一体この〈竜の箱庭〉になにをしにきた。

「それだけじゃねえがな、知りたけりゃ力ずくで聞いてみろ」

　シグはルノアに目配せした。

　いつでも魔術を使えるように、ルノアが腰を落として下段に構えた。

（トリオ編成が機能すりゃいいが）

　リラがどこまでやれるか分からない。そもそもこんな化物相手に、まともにやり合って勝てる気がしない。

「使えよ、シグ。お前の魔術は時間がかかるだろ？」

　こちらの心境を見透かしたように、ヒューゴが不敵に笑った。ポケットから取り出した小さな鉄球をじゃらじゃらと弄もてあそぶ。

「正面切ってやろうじゃねえか！」

「望むところだ……！」

　ここまで言われて、うだうだと考えている暇はない。

　シグは右足を半歩だけ引いて半身になった。同時に〈タペストリー〉を幻視し、自らの存在そのものを編み変える。それはあたかもヒューゴと同じ、人に非あらずの存在。

　数秒間を沈黙し、シグは叫んだ。

「〈仄ほの暗ぐらき人じん狼ろう〉！」

　瞬間、彼の身体からだが一回り大きくなる。まるで狼おおかみが唸うなるかのように鼻筋に皺しわを寄せ、髪が逆立つ。発達した筋肉が身体に密着する戦闘服の下から浮き上がった。

「〈弾丸超特急〉！」

　同時にヒューゴが〈タペストリー〉を編み変えて、弄もてあそんでいた鉄球の一つを親指で弾はじいた。鉄球が空気を裂く。目に見えない猛烈な速度。

　だが、シグは上半身を反らしてそれをかわした。

　庁舎の壁に鉄球が激突し、爆音を上げて大穴をつくる。

　ヒューゴが目を見開いて破顔した。

「俺おれの魔術をかわすかよ！」

「甘く見るなよ、ヒューゴ！」

　シグは腰を軽く沈めると、地面を蹴けった。

　ずどん、という音を残して土が大きく抉えぐれ飛ぶ。

　二人の距離は刹せつ那なの間にゼロになった。

　右みぎ拳こぶしを繰り出す。

　ヒューゴの拳と激突し、耳を覆いたくなる痛々しい打撃音が響いた。

　お互いが譲らず、足が中庭の土にめり込んでいく。

「殺やり合う覚悟はあるみてえだな……！」

「ああ、手加減してやろうか？」

　シグは皮肉げに笑った。

　合わせるようにしてヒューゴが獣じみた笑みを浮かべ、〈タペストリー〉を瞬時に編み変えた。空いている左手から鉄球が弾かれる。

　背中から倒れ込むようにしてその一撃をかわすと、ヒューゴの踵かかとが落ちてきた。

　間一髪、転がってかわす。顔のすぐ横で凄すさまじい衝撃。足首まで軽々と地面に突き刺さっている。こんなものを喰くらっては頭ず蓋がい骨こつなど簡単に砕けてしまう。

　シグは何度か転がって跳ね起きた。距離ができる。

　すかさずヒューゴが魔術を使おうとするが、入れ替わるようにしてルノアが飛び込んできた。魔術を使う！

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！」

　下段に構えた彼女の手に魔術の刃やいばが現れる。

　ヒューゴは咄とつ嗟さに魔術の標的をルノアに変えた。

「迂う闊かつだぜ、ヒューゴ！」

　シグはその隙すきを見逃さない。再び距離を詰め、ほとんど密着した距離からわずかな踏み込みとともに右の拳を繰り出した。

　どごん、という打撃音。

　ヒューゴの右みぎ脇わき腹ばらに拳が突き刺さる。

「ごあっ！」

　肋ろつ骨こつが何本か折れる音と感触。それでもヒューゴは踏みとどまった。

　左腕が横殴りに振るわれる。

「！」

　シグは反応できずに、その一撃を顔面に喰くらった。首が折れ飛ぶのではないかと思うほどの衝撃。軽々と一〇メートル以上を吹き飛んで、シグは庁舎の壁に激突した。

　衝撃で壁にひびが走り、シグは短い悲鳴をもらした。

　ルノアが魔術の刃やいばを下段から斬きり上げたのは、シグが吹き飛ぶのとほとんど同時だった。

ヒューゴの丸太のような右腕に深々と喰い込む。そのまま腕を斬り飛ばすつもりが、骨にがっちりと喰い込んでびくとも動かなくなった。

　血煙が舞う。

「ちぃ……！」

　ルノアは舌打ちすると、自分から〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉を手放した。

　後ろに跳ぶ。それを追いかけるようにしてヒューゴの蹴けりがきた。

　両腕を交差させてその一撃を受けとめ、ルノアは骨がぎしぎしと軋きしむ衝撃にぞっとした。自分から後ろに跳んでいなければ簡単に骨が砕けている。

　ルノアは強したたかに背中を地面に打ちつけた。勢いがとまらず、何回転もして花壇に突っ込んで土を撒まき散らした。

　ヒューゴは右腕の〈幻刀虎鉄〉を無造作に抜いて投げ捨てた。魔術の刃が砕け散り、腕の傷が癒いえる。だが、銃声が響いた。連続して六回。

　一発が額ひたいに命中し、ヒューゴは大きく仰のけ反ぞった。

「シグ！　しっかりしなさいよ！」

　リラが叫んだ。

　弾丸を撃ち尽くすと、魔術で顕現しているだけの仮かり初そめである小銃が音を立てて砕け散る。彼女は舌打ちした。本物の小銃と弾丸がある方が使い勝手がいい。

「ああ、くそ！　次から次に痛いてえんだよっ!!」

　ヒューゴが空気を震わせるほどの大声で絶叫した。傷は癒えるが、ダメージがないわけではないらしい。少なくとも痛みは感じている。

　なんとも見事にトリオ編成が機能した。

「ヒューゴ！」

　シグは身を起こして叫ぶなり、弾丸のように駆けた。

　まだ傷が癒えきっていないヒューゴに、強烈な足払いを喰らわせる。その一撃は両足を刈り取って、巨体を一瞬だけ宙に浮かせた。

　己の失策にヒューゴが目を見開く。

　シグは右足を思い切り蹴り上げた。

　身震いするような打撃音。

　ヒューゴの身体からだが高々と上空に跳ね上げられた。

　シグがそれを追いかけて跳躍する。一〇メートル近くを軽々と跳び、空中のヒューゴを追い越すと、巧みに体勢を整えて再び大きく右足を振り上げる。

「喰くらいやがれ！」

　踵かかとを振り下ろす。

　どごん、という音を残して、ヒューゴの巨体が一瞬で地上に激突した。

　だが、まだ終わらない。シグは大の字になっているヒューゴにもう一撃を加えようとして――真っ青な双そう眸ぼうと視線が交錯する。

　ヒューゴが〈タペストリー〉を編み変えた。いつの間にか右手に握り締めている数十個の鉄球を、上半身を起こすと同時に投とう擲てきする。

「〈散弾超特急〉！」

　無数の鉄球が猛烈に加速した。

　かわしきれない！

　空中のシグは身体を丸くして急所を防御した。その上から一発一発が砲弾ほどの威力があるのではないかと思う鉄球が何発もぶち当たる。

　爆音とともに大きく弾はじかれて、シグはゴミ屑くずのように落下した。

「ざまあねえ……！」

　それはシグに向けて言ったのか、それとも自分自身か。ヒューゴが肩で息をしながらふらふらと立ち上がる。本来なら身体中の骨が砕けていてもおかしくはない。さすがに堪こらえきれずに片かた膝ひざをついて、彼は荒い息をもらした。

「そろそろ、魔術が切れるんじゃねえか、ああ!?」

（そのとおりだよ、くそ）

　シグは胸中で毒づいた。

　編み変えた〈タペストリー〉が維持できない。元の肉体に戻ってしまう。身体のいたるところが激痛を訴えてくる。無限に傷が再生するヒューゴとは違って、シグの魔術によるイカサマは有限だ。その上、無理矢理に肉体を酷使する魔術の反動で逆にガタがくる。ヒューゴから受けたダメージも、残っている。

　見れば近くでルノアが転がっていた。

　今まで散々痛めつけられてきたせいで、彼女は本調子には程遠い。

「おい、生きてるか」

「生きてるぞ」

　素っ気ない答えが返ってくる。

　なんとも無様なものだった。舞踏会を最後まで一緒に踊ると誓った矢先に、二人揃そろって大の字とは。本当にパートナーが自分でいいのかと不安になってくる。格闘も、撃げき剣けんも、魔術も、どれも超一流なわけじゃない。

　少しでも強い相手と戦えばこのざまだ。

　今までだって、楽勝だったためしはない。

　だが、それでもどうにかやってきた。

　シグはくつくつと笑った。

「？　なにを笑ってる」

　ルノアが怪け訝げんな表情で言った。

「くっくっ……これが笑わずにいられるか……って、痛いてえ」

　シグは痛みに表情を歪ゆがめながら、それでも笑いを噛かみ殺した。

「ルノア、こんな俺おれをパートナーにしたこと、後悔するなよ」

「……なにを今さら」

「なにせ俺の取り柄ときたら――」

　どこが痛いのかも分からない身体からだに、無理やり命令を下す。動けと念じて、シグは歯を食い縛った。奥歯をぎりぎりと噛み締めて、錆さびついた機械のようにぎこちなく立ち上がる。

「――このしぶとさくらいのもんだからな」

　ルノアはどこか呆あきれたようにして、立ち上がったシグを見上げていた。

「ふん。十分だ。お前が未熟なことくらい、知っている」

「そうかい」

「だから、一緒に踊るんだ」

　ルノアの言葉が身体に染み入る。

　そうなのかもしれない。未熟だからこそお互いを助け合って、一緒に踊るのだ。

「お前のしぶとさには敬意を表するぜ、シグよ」

　ヒューゴも立ち上がっていた。シグよりは随分と傷も癒いえ、まともに身体が動くようになっている。

「唯一の、取り柄なもんでね」

　シグは精一杯の強気な態度で言い放ち、別の方向から聞こえた悲鳴に反射的に視線をやった。言葉を失う。

「ごきげんよう、またお会いしましたわね」

　エリーゼ・ヴァレンシュタインがそこにいた。

　長大な騎き兵へい槍そうを空に向かって立て、降り注ぐ血を浴びている。

　串くし刺ざしにされているのは、エミーだった。

　身体をくの字に折り曲げて、騎兵槍の先端に突き刺さっている。滴したたり落ちる血が槍を赤く染め、氷の彫像のようなエリーゼと合わさって寒気を感じるほどに残酷で美しい光景をつくり出していた。

「まずは一人」

　エリーゼが言った瞬間、エミーの身体が光の粒子に変わった。

　徐々に人のかたちが崩れていき、まるで編み変えられた〈タペストリー〉が維持できなくなった魔術のように砕け散った。跡形もなく、きれいさっぱり消えてなくなる。滴したたっていた血も全すべてだ。あとには彼女が身に着けていたものだけが残された。

「な、んだ……？」

　シグは呆ぼう然ぜんとその光景を見ていた。なにが起きたのか分からなかった。

　そんなことなどお構いなしに、エリーゼは〈タペストリー〉を編み変えた。

「〈天あま翔かける渡わたり鴉がらす〉！」

　彼女の両足が宙に浮き、爆発的に加速した。

　一瞬で距離が詰まる。

　右手に構えられた巨大な騎き兵へい槍そうの切っ先がシグに迫った。

（かわせねえ！）

　シグは立っていることがやっとだった。それでも戦意を失わず、きつく拳こぶしを握る。

「シーグッ！　あんたそんなんで舞踏会を踊ろうっての！　あたしのパートナーなら根性見せろ！」

　リラが叫んだ。

　同時に六発の銃声。

　魔術によって顕現した弾丸が、思い思いの軌跡を描いてエリーゼを襲った。

「あらあらあら、邪魔をしないでくれるかしら！」

　エリーゼは冷たい微笑を浮かべると直角に近い角度で上昇に転じた。六発の弾丸を引き連れて空を舞う。続けざまに騎き兵へい槍そうで弾丸を薙なぎ払い、まるでサーカスでも見ているように華麗に回転。時間稼ぎにしかならない。



    

  
    
      



    

  
    
      　シグは上空のエリーゼを一いち瞥べつし、身体からだの調子を確かめるように拳こぶしを握っては開いているヒューゴへと視線を移した。荒い息を整える。少しでも油断したら、今にも意識が飛んでしまいそうだった。足元がふらつき、

「しっかりしなさいよ！」

　駆け寄ってきたリラに支えられる。

「悪い」

　彼女の華きや奢しやな身体にもたれかかり、シグは頭を振った。立ち上がりはしたものの、自分の力だけではまともに走ることすらできない。

「バカ、謝ってどうすんのよ」

　こちらを覗のぞき込んでくるリラと目が合う。彼女は戦意を失っていなかった。恐怖も、痛みも、全すべてを無視して力強い光を両目に灯ともしていた。

「あたしはシグと舞踏会を踊るって決めた。だから、あたしはあんたを助けるし、あんたはあたしを頼りなさいよ。一緒に踊るって、そういうことでしょ」

　シグはぽかんとした。ルノアにも同じことを言われたばかりだ。リラやルノアの、こうと決めた時の腹の据わり方に舌を巻く。そして、舞踏会を踊ると決めたくせに、二人のうちどちらかを選ぶことにいつまでもうだうだと悩んでいる自分が情けなくもある。

「リラ、俺おれを選んで後悔するなよ」

「あんたこそ、あたしを選ばないと後悔するんだからね」

　リラの声は、いつものとおり自信に満ちていた。すると、今まで大の字になっていたルノアがふらふらと身を起こした。気力を振り絞るようにして立ち上がると、彼女はリラがするようにして両手を腰に当てて言い放った。

「さっきから黙って聞いていれば。わたしがそんな簡単に譲ると思っているのか」

「誰だれも譲ってくれなんて言ってないわよ。どっちが選ばれても、恨みっこなし。ガチンコでやってやるわ」

「いいだろう。やってやるぞ」

　ルノアの言葉を聞いて、リラは不敵に笑った。

「ようやくやる気になったわね。ったく、素直じゃないんだから」

　二人は視線を交錯させて睨にらみ合った。だが、決してお互いを憎いと思っているわけではないらしく、互いの健闘を祈るかのような奇妙な友情がそこにはある。

　間に挟まれていたシグは割って入ることもできずに黙っていた。決着をつけるのは彼の役目だ。それがどのようなかたちになるにせよ、全ての責任はシグ・ヘンケルスという一人の男が負わねばならない。

（せいぜい苦しめ、か）

　第四帝国で聞いた呪いの言葉が脳裏に蘇よみがえった。三人で舞踏会を踊るのは反則だ。いつまでも続くわけがない。いつかは選ばなければならない時がくるのだ。だが今は――

「四の五の言ってる暇はねえ！」

　シグは支えてくれているリラから離れると、全すべての弾丸を払い落として急降下してくるエリーゼを見据えた。エリーゼはさらに〈タペストリー〉を編み変えようとしていた。同時に二つの魔術を使おうとしている。

「〈疾風のごとき電撃戦〉！」

　エリーゼは着地するなり、轟ごう音おんとともに騎き兵へい槍そうを突き立てた。

　ばしっ、という音が鼓膜を震わせ、白い雷光が放射状に走る。

「シグ、跳べ！」

　なにかを察知したルノアの切羽詰まった声。

　咄とつ嗟さに反応して、シグは土を蹴けった。

「きゃっ！」

　遅れたリラの短い悲鳴。

　彼女は大きく弾はじき飛ばされた。焼け焦げた臭においが鼻を突く。

　リラの足元から脳天に、突き抜けるような激痛が走り抜ける。全身が焼けるように熱く、手足が痺しびれて思うように動かなくなった。

　電流の魔術。だが、こんな魔術をエリーゼが使うなんて話は聞いたことがない。

　シグとルノアはほとんど刹せつ那なのタイミングでその魔術をかわせていた。

　着地と同時に、シグが叫ぶ。

「リラ！」

「大丈夫だから！」

　全身の痛みに身体からだを丸くしながら、それでもリラは勝気な表情は崩さなかった。心配されているようではダメなのだ、と彼女は思った。彼の背中を守って、一緒に傷つくのだ。相棒たる信頼がそこにあれば、彼はいちいち心配なんかせずに前を向くに違いない。

　だから、リラは声を張り上げた。

「あたしに構わず、やったりなさい！」

　その声に背中を押されるようにして、シグはきつく拳こぶしを握った。立っていることがやっとだったが、それでも戦意は失っていない。

　その様子を見て取ったヒューゴが獣じみた笑みを浮かべた。

「シグよ、そろそろ決着をつけようじゃねえか。お前の竜王女も俺おれたちがいただく」

　その言葉の意味を深く考えている時間はなかった。

　エリーゼが騎兵槍を構え直し、〈タペストリー〉を編み変えた。

「〈天あま翔かける渡わたり鴉がらす〉！」

　地を這はうように疾しつ駆くする。

「シグ！　五秒稼いでやる！　なんとかしろ！」

　こちらの言葉もまたずに、ルノアはエリーゼに向かって駆け出した。すでに〈タペストリー〉を編み変えている。

「よくがんばりますわね！」

「相棒が半人前だと苦労するんだ！」

　ルノアの手に魔術の刃やいばが出現した。一直線に迫りくるエリーゼと交錯する。半身になって腰を沈めて滑り込み、下段に構えた魔術の刃で巨大な騎き兵へい槍そうをかち上げる。

　耳をつんざく金属が擦こすれ合う音。

　エリーゼが体勢を崩し、だがそのまま空に舞い上がる。

　巧みに騎兵槍を逆手にし、一気に急降下。

　ルノアは逃げなかった。その場でどっしりと腰を落とし、迎え撃つつもりだ。左手を突き出して相手との距離をはかり、右腕を引き絞るようにして魔術の刃を構える。

（血がとまらない……！）

　身体からだの傷が開き、生温かい血が滴したたるのが分かった。それでも彼女は歯を食い縛って、エリーゼを睨にらんだ。今、自分ができることは最後の力を振り絞ってシグが魔術を使うまでのわずかな時間を稼ぐことくらいだ。

　あとはもう、シグに賭かけるしかない。

　ルノアは自分に気合を入れるように叫んだ。

「シグ！　信頼してやっているんだからな！　感謝しろ、バカ！」

（もうちょっと言い方ってもんがあるだろうが！）

〈タペストリー〉を編み変えていたシグは、胸中で言い返しながらも腹を決めた。間を置かずにもう一度魔術を使って身体がもつかどうか分からないが、ヒューゴとやり合うにはこうするしかない。

「〈仄ほの暗ぐらき人じん狼ろう〉！」

　魔術が発動し、シグの身体が仮かり初そめの現実に置き換わる。一歩、二歩と駆けて跳躍。

　そのままルノアの頭を跳び越して、急降下するエリーゼに強烈な蹴けりを喰くらわせた。

「なぁっ！」

　エリーゼが横よこ槍やりにぎょっとした表情を見せた。ボールのように蹴り飛ばされて、魔術の制御を失ったまま庁舎の窓に激突。けたたましい破砕音を撒まき散らす。

「またせたな、ルノア！」

　シグは着地するなり、それだけを言った。

　その声を聞いたルノアは、糸が切れた人形のようにふらりと身体を傾けて膝ひざをついた。シグの背中を見つめて、声を上げる。

「いけ！　やってやれ！」

　シグはルノアの声に背中を押され、鉄球を弄もてあそんでいるヒューゴとの距離を詰めた。

　ヒューゴはなぜか鉄球を投げ捨てた。

　嬉き々きとした表情を浮かべ、鋭い犬歯を剥むき出だしにする。

「魔術を使えば一発だがな。お前のしぶとさに免じてガチで決着をつけてやる」

　背後から銃声が響き、弾丸が風を切る音がシグを追い越していった。

　ヒューゴの身体からだを六発の弾丸が貫いて赤い糸を引く。

「シグ！　やっちゃえ――――――――――っ！」

　魔術を使ったリラが叫んだ。立ち上がれずにひれ伏したままだ。彼女には似つかわしくない泥どろ臭くさくて、華のない姿。それでも顔だけを上げて、リラは力の限り声を上げていた。

　その声が、また背中を押してくれる。ボロボロの身体が動くのは魔術を使っているからではなく、きっとこの声があるからだ。

　舞踏会を踊る運命を背負った麗しい姫君から手を差し出されたならば、果たして自分はその手を取るに相応ふさわしい男だろうか。信頼に足りうる騎士だろうか。そうだと口で言うことはいくらでもできる。だが、全すべては意志と行動で示さなければならない。

　そのためには簡単に倒れるわけにはいかないのだ。

　二人の距離が殴り合える間合いになる。

「きやがれ！」

「後悔するぜ、狼ろう狂きよう……！」

　お互いに足をとめた。下半身をどっしりと落とし、全身の筋肉に力を込める。

　シグは腰こし溜だめに構えた右の拳こぶしを突き出した。

　ヒューゴが振り上げた豪腕を繰り出す。

　シグの拳がみぞおちに打ち込まれ、同時に痛烈な一撃を顔面に喰くらう。

　肉を打ち、骨が軋きしむ生々しい音。

「ああああああああああああああああああああああっっっっっっ!!」

　シグは喉のどから血が滲にじむほどに絶叫した。上半身を仰のけ反ぞらせ、それでも怯ひるまない。

　ヒューゴを睨にらみ、さらに一歩を踏み込む。

　お互いが無防備に、ただ拳を打ち合った。

　一発一発が、重く、鋭い。

　拳が肉体に喰い込み、骨を打つ。

　耳を覆いたくなるような生々しい打撃音が、どごん、どごん、と響き渡る。

　繰り出す打撃の勢いに傷が再生する速度が追いつかない。肌が裂け、血ち飛沫しぶきが舞い、それでもシグは一歩も後退しなかった。そして、それはヒューゴも同じだった。

　奇妙な均衡。だが――

「おらあっ！」

　ヒューゴの一撃が、シグの右みぎ脇わき腹ばらを強したたかに抉えぐり込んだ。

「……っ！」

　肋ろつ骨こつが何本か持っていかれ、内臓が震えた。

　たたらを踏む。

　均衡が崩れ、嵐あらしのような打撃がくる。

　次々と拳が振るわれ、シグが交差した腕の上から力任せに叩たたきつけられる。その度たびに腕の筋肉と骨が悲鳴を上げ、全身が打撃の威力にぎしぎしと軋きしんだ。

「往生せいやあっ！」

　ヒューゴが大きく踏み込み、血に塗まみれる右みぎ拳こぶしを渾こん身しんの力でもって突き出す。

「そったれえ！」

　シグはついに堪こらえきれず、吹き飛ばされた。数メートルを宙に浮き、中庭を凄すさまじい勢いで転がって土に塗まみれる。だが、それで終わりではなかった。

　シグが次に見た光景は、ヒューゴの巨体が自分に馬乗りになる様だった。

　月の光を背後から受けて、暗くら闇やみに真っ青な眼光が煌きらめく。殺気立った獣の目だ。

「くっくっ……なかなかに楽しかったぜ」

　ヒューゴの声は少し上ずり、興奮しているのが分かった。

「こそこそと日陰を歩いてるとな、こういう勝負はできねえもんさ。俺おれは先生が言うように、モグラにゃ向いちゃいねえんだ」

　シグはわずかに口元を歪ゆがめた。確かにこの男は向いてない。あれこれ小難しいことを考えずに、こうして闘争に明け暮れる方が性に合っているのだろう。

「一つ、冥めい土どの土産みやげに教えてくれよ。あんたは、舞踏会の踊り手なのか」

「そうさ、シグ。〈党〉に入る前から、ずっとそうだ」

「なら、あの双子は竜王女だってのか」

　ヒューゴは答えなかった。だが、彼は確かに言ったのだ。お前の竜王女も俺がいただくと。それはつまり、ルノアとリラ以外の竜王女を殺したということだ。エリーゼに殺されたエミーがそうなのだとしたら、あの最後も分かるというものだ。

　まるで魔術が崩壊するようだった。七人の竜王女がマウザーの魔術によって姿を維持しているのだとしたら、殺されれば魔術を維持できなくなるのと同じことが起きてもおかしくはない。

　そして、エリーゼが急に新しい魔術を使った理由は、殺した竜王女の力を手に入れたからだ。七分の一から七分の二になったのだ。

「そろそろしまいにしようかい……！」

　馬乗りになっているヒューゴが両手を組んで頭上に大きく振り上げた。こんなものを顔面に叩たたき落とされれば、頭ず蓋がい骨こつくらい簡単に拉ひしやげそうだった。

（こんなところで死ねるかよ……！）

　シグはさすがに表情を強こわ張ばらせ、じたばたともがいた。だが、ヒューゴの巨体に押さえつけられ、とてもではないが脱出できそうになかった。手が動く範囲をまさぐるが、武器になりそうなものもない。万事休すだ。

「往生際が悪いぜ！」

　ヒューゴが掲げた両腕に力を込めて振り下ろす。

「諦あきらめたらそこで終わっちまうだろうが！」

　シグは力の限り叫ぶと、戦闘服に着替えた際に上着のポケットに入れていたものを思い出した。それを掴つかみ取り、咄とつ嗟さにヒューゴに打ちつける。

　シグの一撃が先に届いた。弱々しい一発がヒューゴのみぞおちに入る。

　ほんの一瞬だけ遅れて、ヒューゴの豪腕が唸うなりを上げてシグの顔面を――

「!?」

　ヒューゴの動きがぴたりととまる。

「がっ……げえっ……お前……！」

　かっと目を見開いたあと、愕がく然ぜんと自らの腹部を見下ろす。

　そこには小さなイヤリングが突き刺さっていた。銀十字のイヤリングが。

「くそったれがあああああああああああああああああああああああああっっっっ!!」

　ヒューゴは全身を駆け回る激痛に絶叫した。目を血走らせ、唾だ液えきを口から垂れ流す。ヒューゴの身体からだが狼ろう狂きよう病びようの後遺症によって、スバールスバールの仄ほの暗ぐらき人じん狼ろうの民と同じになっているならば、銀は身体を焼いて焦がす毒となる。

　極東紛争において、長年用いられてきた対抗手段だ。

　ヒューゴはシグの上から転がり、そこいらをのたうち回った。

　真っ青な目が裏返り、口から白い泡を噴く。

「獲え物ものを前に、無駄口を叩たたくから、こういうことになるんだよヒューゴ……！」

　どこが痛いのかも分からずに、それでもシグは立ち上がった。血が混じった唾つばを吐き捨てる。油が切れた機械のようにぎこちなく鈍い動き。骨という骨が軋きしみ、内臓が悲鳴を上げ、身体中の筋肉が引ひき攣つっている。

「シィィィィグッッ！　それでも、今回のところは、俺おれの勝ちだ！」

　途切れ途切れにヒューゴが絶叫した。

　同時に窓ガラスが破れる音がして、庁舎の窓からエリーゼが飛び出してきた。

　苦しみもがくヒューゴをそのまま回収し、遥はるか空へと飛ひ翔しようする。

「シグ・ヘンケルス！　お前の竜王女は俺がもらう！　他ほかの連中には渡さねえ！」

　しゃがれたヒューゴの声を残し、エリーゼはまるで天使のように夜空の彼方かなたに消えた。

　唐突に静寂が戻ってくる。

　シグは恐ろしい疲労感からその場に倒れ込んだ。

「ちょっと、しっかりしなさいよ」

　身体を重たそうに引きずりながら、リラがふらふらと近づいてくる。

「ちゃんと生きてる？」

「見て分からんか。死にそうだ」

「そう言う奴やつは死なないのよ」

　リラはほっと一息ついて、シグのすぐ横に膝ひざをついた。

　本当にこいつは無む茶ちやばかりするけれど、遠くに離れてただ心配しているよりはこうして一緒にいる方がやっぱりずっといい。リラはそう思った。

　二度と離れてなんてやらない。

「ったく。あんたっていっつもこうなるんだから。たまには格好よく決めなさいよ」

「うるせえ……」

　シグが小さくうめくと、柔らかい感触が頬ほおに伝わってきた。どうやらリラが膝ひざ枕まくらをしてくれているようだったが、意識が朦もう朧ろうとしてよく分からない。

　それでもシグは言った。

「お前のお守り、役に立ったぜ」

「うん」

「ちゃんと生きてるけど……しまったな。持っていかれたから返せない」

「うん」

　リラはそれだけしか答えなかった。極度の緊張が解けてほっとしたせいで、ボロボロのシグが急に心配になってきたのだ。ひょっとしたら本当に死んでいたかもしれない。そう思うと急に涙が溢あふれてきて、それをシグに知られたくなくて――

　そんな彼女の思いなど分かるわけもなく、シグの視界は徐々に暗くなっていった。

「そういえば、確かリラも地下で死にそうと言っていたな」

　どこからかルノアの声がした。

「さっきの言葉で言うと、そう言う奴やつほど死なない……」

「なによ。あんたまだ根に持ってるわけ」

「そういうわけでは」

　ルノアが口ごもる。

「やーねー、執念深い女は」

「誰だれが執念深いだ。わたしだって、シグに背負ってもらったことくらいあるぞ。なにもお前だけ優しくされているわけではないのだ」

「ぐっ、本性を出したわね、このむっつり女め」

「そっちこそどさくさに紛れて膝枕とかしてる場合か。空気を読め、空気を」

　ぎゃあぎゃあと二人が言い合う声が遠くなっていく。

「まあなんとか立てるみたいだし、さっさと立ちなさいよ。なにせシグがこんななんだから、あんたを背負ってくれる奴はいないのよ」

「うるさいな。分かっている」

　最後に聞こえたのはそんな言葉だったような気がする。

　シグはもう意識がもたないことを自覚した。

　今回の騒動はなにも片づいていない。残った双子の片割れ。ヒューゴとエリーゼ。〈竜の箱庭〉に浸透している〈党〉の勢力。まだなにも終わっていない。

　だから、シグは確信をもって胸中で独りごちた。

（舞踏会の本番はこれからだ……！）



◆◇◆◇◆



　公共安全委員会庁舎から一区画ほど離れた場所で、レニ・ルクセンブルクは虫の息になっている男を睥へい睨げいしていた。いつもの濁にごった隻せき眼がんで、自分の父親を。街灯の光も届かないすえた臭においのする狭い路地に崩れ落ち、彼は荒い息をもらしていた。髪は乱れ、額ひたいにはじっとりとした汗が滲にじんでいる。

「エルンスト・ルクセンブルクともあろう人が、なんというざまですか」

　彼女の声は冷たく淡々としていた。

　エルンストはわずかにうめき、だが鉄面皮は変わらない。

　腹部に刺さったナイフは恐らく臓器にまで達している。出血もひどいものだった。医療魔術を受けても、助かるかどうかは分からない。

　レニは音もなく自動拳けん銃じゆうを引き抜いた。

　初弾を薬室に送り込み、銃口をエルンストに向ける。

「今回の件は失態でした。まさかあんな騒ぎになるとは。ルクセンブルク家の権威は地に落ち、執行部は処分も検討しているそうですよ、お父様」

「だろうな」

　エルンストの声は死にかけているとは思えないほどいつもと同じだった。

「詰腹を切っていただけますか。あなたが死ねば丸く収まることも出てきます」

「喜ぶ連中も出てくる」

「ええ」

　レニはなんの感情もなくうなずく。

「〈清せい流りゆう会〉はこれでがたがたになる。〈党〉の第二派は閥ばつの地位からは近いうちに失脚することになるでしょう」

　エルンストは乾いた笑いをもらした。

「私が回収したあの二人を逃がして、囲っていたのはお前だろう、レニ。大図書館の棺ひつぎの中身を回収することにも、なかなか手をつけなかった」

「なにもかもがあなたの思いどおりにいくと思ったら間違いですよ、お父様」

　大図書館から〈血ち塗まみれの竜王女〉の棺を強奪したウーフーを雇っていたシーメンスは、端はなからエルンストの息がかかっていた。それを独断専行に見せかけて行動させ、ルクセンブルク家ですら不可侵の大図書館から棺を回収しようとした。

　それを潰つぶしたのは、レニが送り込んだザウエル教室の面々だった。そして、エルンストが回収したカーリンとエミーを逃がし、〈清流会〉の魔術士を殺すように言ったのもレニだった。〈清流会〉を潰せば、どこへでも好きなところにいかせてやると言って。本当の自由を与えてやると嘯うそぶいて。

　もっとも、思っていた以上に二人の頭はイカれていたが。おかげで視察作業に当たらせていた部下を数名失うことになった。

「いいや。お前は私の手の中だった。私を誰だれだと思っているのかね」

「では、なぜ黙っていたのです。私を事件に介入するように仕向け、さも知らない振りをして」

　エルンストの超然とした態度に、レニは心がささくれ立つのを感じた。いつもそうだった。この男はどんな時も、なにもかも分かった振りをして、自分が一番正しいと言ってくる。間違いはないのだと。

　外の世界に出たかった私を、こんな暗くら闇やみの世界に引きずり込んだ時もそうだった。おかげでもう、太陽の下を大手を振って歩くこともできはしない。

「お前は賢い子だ、レニ。〈清せい流りゆう会〉を潰つぶすということは、すなわち〈党〉を通じて隠然と影響力を行使してきた〈竜の箱庭〉とルクセンブルク家の力を衰退させることになる。お前がそんなことをするはずはないと、思っていた」

「だから、私はそうすることにしたのですよ、お父様」

「誰の差し金だ」

　エルンストは額ひたいにじっとりと汗を浮かべていた。喋しやべるだけでも苦しいのだろう。

　レニは陰いん鬱うつな声を少しだけ高くした。

　なにを言ったところでもう手遅れで、時間は戻りはしないが、最後の最後にこの男の鼻を明かしてやることができただけでも悪くない。

「私はルクセンブルクの家も、お父様も大嫌いなのですよ。私をこんな女にしてしまったのですから」

　暗い笑顔。化粧気のない、疲れた女の顔だった。

「そうすることが、〈竜の箱庭〉と家のためには必要だったからだ」

「分かっています。だからこうして、いい娘を演じてきたでしょう。けれど、お父様。私は賢い女ではありませんよ。自分の娘がどんな女なのかも分からないのですか」

　レニの口元が嘲ちよう笑しように歪ゆがむ。

「私は犬です。ヘイゼル・ルドルフ教室で、彼に会ったその日から」

「……！」

　エルンストの鉄面皮が、わずかに崩れた。

　それを楽しむようにして、レニは言葉を紡いだ。

「〈竜の箱庭〉も、ルクセンブルク家も、〈党〉も、私にはなにも関係ない。私は犬としての役目を忠実に果たさなければならない。彼の犬としての」

「……〈蒼そう焔えん使い〉。生きていたのか……」

「ええ、彼が死ぬものですか」

「なにをはじめる気だ、お前たちは」

「分かりませんか、お父様。今、この〈竜の箱庭〉に〈血ち塗まみれの竜王女〉が何人いるとお思いですか。舞台はもう整って、あとはそう、踊るだけです」

　ゆっくりと引き金に指がかかる。白い手袋をした、細い指。

「この蒼そう天てん世界は舞踏会を踊るにはいささか広すぎる。けれど、この玩具おもちや箱ばこみたいな箱庭ならば、舞踏会を踊るにはちょうどいい」

　レニは見たこともない表情になった。口角を吊つり上げるようにして、三日月形に大きく口を開いて笑う。そのくせ、濁にごった隻せき眼がんはこれっぽっちも笑っていない。

「おさらばです、お父様」

　なんの躊ちゆう躇ちよもなく、彼女は引き金を絞った。

　小気味いい銃声が響く。

　何発も、何発も、何発も。

　遊底が開き切り、弾倉が空になった。

　エルンスト・ルクセンブルクはもうぴくりとも動かなかった。

　レニは自動拳けん銃じゆうを足元に投げ捨て、いつもの陰いん鬱うつな表情に戻った。物言わぬ父親に向けて、小さくつぶやく。

「彼はもうすぐ帰ってきます。この〈竜の箱庭〉に」

　レニは暗い表情の中にも、嬉き々きとしたものを浮かべていた。深緑の制服の上から羽織っているコートの裾すそを翻ひるがえし、父親だったものを一顧だにせずに踵きびすを返す。

「〈血ち塗まみれの竜王女〉を連れて」



    

  
    
      
断章



　ぎらぎらと照りつける太陽と、吹ふき荒すさぶ熱い風。

　どこまでも広がるのは乾いた山岳地帯と切り立った峡きよう谷こく。

　空と雲に囲まれた蒼天世界にあって、最も高い位置に広がる浮島群。神聖連合皇国の版図に与くみしない極東の蛮族国家。

「ここをスバールスバール帝国はマイア峡谷。帝国国防相にして国防軍司令官、グスタフ・マッケンゼンの地と知ってのことか」

「ああ、知ってるよ」

　少女の尖とがった声に、ワルサー・ザウエルは不敵に笑った。

　後ろ手に手錠をはめられて拘束されているにも拘かかわらず、気楽なものだった。くすんだ金髪を整髪料で無理やりにシチサン分けにして、胡う散さん臭くさい色いろ眼鏡めがねをかけている。上等な黒いスーツは砂にまみれ、薄汚れてボロボロだ。

　ここの環境は劣悪だった。外では砂すな嵐あらしが吹き荒れ、しっかりと密閉されているはずの訓練キャンプの施設の中ですらどこからともなく砂が入ってきている。

　膝ひざ立だちになっているザウエルは無精ひげが生えている口元をわずかに歪ゆがめ、眼前の女を見上げた。

　砂漠用の野戦服を着て、同色の帽子を被かぶった女が仁王立ちしている。

　ばっさりと短く切った金髪に金色の瞳ひとみ。見たところ二〇歳にもなっていない。だが、眼光は上空を舞う鷹たかのように鋭く、日に焼けた褐かつ色しよくの肌が印象的だった。

　野戦服のベルトには自動拳けん銃じゆうと大振りのナイフを提げており、肩には使い古した自動小銃を背負っている。

　第七帝国と他国の義勇兵を散々に苦しめてきたスバールスバール帝国の典型的なゲリラの姿だ。華やかさや色気とは無縁の、殺伐とした雰囲気を身に纏まとっている。

　少女は油断なくこちらの様子を観察しているようだった。

「そういうおたくは、クロイツェル・ステァーだろ？」

　第一五次と第一六次の極東紛争において、第七帝国を完かん膚ぷなきまでに撃退した〈マイア峡きよう谷こくの獅し子し〉――グスタフ・マッケンゼン。その傍かたわらには副官として、まだ若い女の魔術士が控えているという。何十年間も。

　名前を言われて、少女は少し戸惑ったようだった。

　マイア峡谷はスバールスバール帝国と神聖連合皇国第七帝国との軍事境界線に位置する浮島にある天然の要害で、一度紛争となれば必ず戦場になってきた激戦地である。

　グスタフ・マッケンゼン将軍の軍ぐん閥ばつが根拠地としてより約五〇年。

　その間にあった二度の極東紛争で、第七帝国は一度もこの峡谷を落とせなかった。グスタフ・マッケンゼンはゲリラ戦の天才として第七帝国の将兵から畏い怖ふされ、〈マイア峡谷の獅子〉の名は遠く神聖連合皇国指導部にすら知れ渡っていた。

　そして、彼が率いる軍閥の訓練キャンプは峡谷の奥深くにあり、第七帝国が誇る空兵隊の降下突撃浸透旅団ですらたどり着けた部隊は皆無だと言われている。

「いやはや、ゲリラ戦の天才の名をほしいままにした将軍閣下がこのざまとは」

　ザウエルは少女の背後に控えている車くるま椅い子すの老人に向かって言った。

「口を慎め〈蒼そう焔えん使い〉」

　ザウエルの顔面を、女が自動小銃の銃床で強したたかに殴りつけた。

　鈍い打撃音。

　色いろ眼鏡めがねが吹き飛んで床を転がり、ザウエルの口元から血が飛ぶ。

「暴力はいかんね、おたく。え、クロイツェル。二枚目が台無しになる」

　血の混じった唾つばを吐き出し、ザウエルは軽く笑った。

　クロイツェル・ステァー。名前だけが一人歩きしている、グスタフ・マッケンゼンの副官として知られた女。グスタフがスバールスバール帝国でのし上がり、軍閥を支配するようになる前からつき従っていると言われている女。身に纏っている雰囲気は、少女の外見とは違ってベテラン兵士そのものの隙すきのない空気だ。

「女の子はもう少しお淑しとやかにしないとな」

　ザウエルの態度に、彼女は激げつ昂こうした。

「貴様！」

　もう一度殴りつけようとして、

「〈蒼そう焔えん使い〉の言うとおりだ、クロイツェル。暴力は時に絶大だがな。その男には効きはせん」

　しわがれた声にぴたりと動きをとめる。

「はい同志。しかし、この男はあなたを侮辱したのですよ」

「ふん。真実だから仕方あるまいよ」

　声の主であるグスタフは車くるま椅い子すからザウエルを睥へい睨げいしていた。

　軍服には無数の勲章。尖とがった獣耳がある頭の髪はすっかり白くなり、身体からだはゲリラ戦士の面影がないほどに細くなっていた。だが、顔に深い皺しわが刻まれた老将軍は、それでも威厳というものを失っていない。

「確かに貴様の言うとおり、〈マイア峡きよう谷こくの獅し子し〉もこのざまよ」

　彼は豪快に笑うと、ザウエルを真っ青な瞳ひとみで静かに見据えた。

「聞けば俺おれの命を頂ちよう戴だいしたいそうだな。だが、俺の命など放ほうっておいてもすぐ消える」

「そう悠長にまってもおれんのでね、将軍閣下」

「くっくっ、そうかね」

　グスタフは愉快そうに笑った。

「七帝との聖戦が停戦中だろうと、貴様のようなバカは掃いて捨てるほどやってくる。クロイツェルに殺されなかったところを見るに、なにかおもしろいことでも言ったか？」

　言葉の後半はクロイツェルに向けられたものだった。

　彼女は直立不動のまま答えた。

「はい同志。〈血ち塗まみれの竜王女〉のことを」

「ほう」

「ま、そういうことです」

　ザウエルは真まっ直すぐにグスタフを見返した。

「おたくにゃ悪いが、舞踏会のパトーナーを頂こうと思ってね」

「俺を殺してかね？」

「それ以外になにがあると」

「やってみるがいい」

　グスタフはにやりと笑った。

　まるで新しい遊びを見つけた子供のように心底から嬉うれしそうな笑みだった。

「まさか〈血塗れの竜王女〉のために俺の命を取りにくる奴やつが現れようとはな。どこで知ったのかは問うまいよ。どうでもいいことだ。だが、こんなざまの俺だが甘く見ないことだ〈蒼焔使い〉」

　彼が合図をすると、クロイツェルが一瞬だけ戸惑ってからザウエルの手錠を外した。

「彼女が全身全霊をもって俺を守るだろう。貴様の目的はクロイツェルをこの俺から寝取ることだが、果たして彼女を殺さずに俺の命を取れるか。試してみろ」

「さすがに肝が据わってるね、どうも」

　手錠のあとを擦こすりながら、ザウエルはちらりとクロイツェルを見やった。

　二人は何十年間も舞踏会を踊り続けてきたパートナーだ。ましてや砂漠の戦場で数えきれないほどの修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜けてきている。その絆きずなの深さは推して知るべしだ。

　そう長く話していることもできないのか、グスタフは別の部下を呼ぶと車くるま椅い子すを押されて部屋から出ていった。

　ザウエルはその姿を見送ると、床に転がっていた色いろ眼鏡めがねを拾い上げた。左目が斜視になっている碧へき眼がんを隠すように、そっと色眼鏡をかける。

　彼はクロイツェルに向き直り、

「老い先短い将軍閣下から俺おれに乗り換えたりしてくんないよね？　ほら、このままじゃおたくだって舞踏会を踊れなくなっちまう」

「貴様はバカか。私は義によって成っている。個人の損得などどうでもいいことだ」

「ああそう。なんか生き真面目まじめで困ったね、どうも。どうしたもんだか」

　ザウエルはがりがりと頭をかいて大きく嘆息した。

　その態度があまりにも拍子抜けするものだったので、彼女は刺とげ々とげしい口調で言った。

「やる気があるのか貴様は。第一、本当にあの〈蒼そう焔えん使い〉なのか。魔術士の総本山〈竜の箱庭〉を史上三番目の若さで卒業し、神聖連合皇国指導部に上った男。〈竜の箱庭〉の斜視の魔術士――私が聞いた噂うわさと随分と違うが」

「噂なんて当てにならないならない」

　ザウエルはぱたぱたと手を振った。クロイツェルの野戦服のポケットに煙草たばこが入っているのを見つけ、やおら真面目な口調で続ける。

「ところで、煙草一本もらえない？　俺、煙草吸ってないと死んじゃうの」

「ふざけるな！」

「別にふざけてるわけじゃないんだが」

　ザウエルは彼女に歩み寄った。その動きがあまりにも自然だったので、クロイツェルはなにも反応できなかった。

　そのままポケットから煙草を抜き出し、ザウエルは遠慮なく一本を咥くわえた。

「火」

「なに？」

「火ぃ、もらえない？」

　ザウエルは咥えている煙草をひこひこと動かした。

「……なんて図太い奴やつだ」

　クロイツェルは怒りをとおり越して呆あきれたような表情になった。オイルライターを取り出すと、ザウエルの煙草に火を点つけてやる。

「ありがたいことで」

　ザウエルは呑のん気きに言って肩をすくめると、盛大に紫煙を吐いた。



    

  
    
      



    

  
    
      「これから俺おれを監視するつもりか」

「そうだ。グスタフになにかしようとすれば即座に殺す」

「グスタフか。グスタフねえ」

　小さく笑う。

「なにがおかしい」

「いやいや。二人の時はそう呼んでるんだろうと思ってね。普段は同志将軍ってところか。色々とおたくも大変だね、どうも」

　図星だったのか、クロイツェルは言葉に詰まって苦々しい顔をした。

　ザウエルは部屋にあった椅い子すに腰を落とした。訓練キャンプの兵士が遊んだままになっているトランプが机の上に散らばっている。

「ちょっと話をしようじゃないか、クロイツェル」

「冗談ではない。貴様と話すことなどあるものか」

「ま、そう警戒しなさんな。将軍閣下になにかするつもりはない。今のところはな」

　そう言っても、クロイツェルは一定の距離を保ったままこちらの様子を窺うかがっていた。

「おたくを出し抜いて将軍閣下を殺したとして、どうも俺と一緒に舞踏会を踊ってくれる雰囲気でもなさそうだからな。どうしようかと思ってね」

　咥くわえていた煙草たばこの灰が、隙すき間ま風に吹かれてザウエルの足元に落下する。

　彼はクロイツェルが沈黙を守っていたので、一方的に話を続けた。

「あの様子じゃあ、グスタフ・マッケンゼンはそう長くない」

　その言葉にクロイツェルがびくりとする。

「放ほうっておいても、彼自身が言っていたようにいずれ近いうちに死ぬだろう。その時おたくは一体全体どうするつもりだ」

　ザウエルは答えが返ってくるのをまつかのように言葉をとめた。

　紫煙を吐き出す度たびに咥くわえている煙草たばこが短くなっていく。

「……言ったはずだ。私は義によって成っていると」

　沈黙を破って、クロイツェルは言った。彼女自身、グスタフがそう長くないことは悟っているのだろう。声には悲壮な決意が込められていた。

「追おい腹ばらでもするつもりか？　やめておけ。時代錯誤もいいとこだ」

「黙れ」

「いいや。黙らんね。おたくは〈血ち塗まみれの竜王女〉。舞踏会の勝者になる気がないのなら、さっさと他ほかの竜王女に殺されるべきだ。もし勝者になる気があるのなら、新しい誰だれかをパートナーにしなきゃならん」

「私はグスタフ以外と舞踏会を踊るつもりはない。私と踊りたいのなら、私が死んでからもう一度棺ひつぎを見つければいい」

「そんな悠長なことは勘弁願いたいもんだが」

　ザウエルは大きく嘆息をすると、やおら真剣にクロイツェルを見据える。

「ならどうして俺おれを連れてきた」

　色いろ眼鏡めがねの向こう側にある斜視の碧へき眼がんに射い竦すくめられて、クロイツェルは無意識に半歩だけ下がった。

「本当はまだ舞踏会を踊りたいんじゃないのか」

「黙れ……！」

「グスタフに代わるパートナーを探してるんじゃないのか」

「黙れと言っている！」

　ザウエルは背筋に悪寒が走り、全身が総毛立った。

　クロイツェルが自動小銃を投げ捨て、魔術を使おうとして〈タペストリー〉を編み変えたのだ。

「おいおい……！」

　口元を強こわ張ばらせ、彼も同時に〈タペストリー〉を編み変えた。

　吐き捨てた煙草を空中で握り締める。

　二人は同時に叫んだ。

「〈戦乙女は蒼そう剣けんに斬きり裂かれ〉」

「〈死神きたりて哄こう笑しようす〉！」

　ザウエルの右手に蒼あお白じろい炎の剣が現れる。

　大きく振りかぶられたクロイツェルの両手には鎌かまが現れた。

　彼女の身長を凌りよう駕がする長さの柄つかと、ゆらゆらと揺れる巨大な刃やいばを持つ漆黒の鎌かまだ。

「なんて物騒な得物だよ……！」

　ザウエルは胸中で舌打ちした。

　振るわれる鎌の軌跡が見えない。

　不定形の漆黒の刃が完全に風景に同化してしまっている。

　ザウエルはほとんど勘だけで炎の剣を振り上げた。

　硬質な音。削り取られた魔術の炎が周囲に撒まき散らされる。

　お互いが大きく弾はじかれた。

　魔術同士がぶつかり合って、仮かり初そめの現実を維持している〈タペストリー〉が壊される。

　ガラスが粉々になるような音を立てて、二人の魔術が崩壊した。

「感情的になるのは図星だからだ。違うか」

　弾き飛ばされて尻しり餅もちをついていたクロイツェルは、苦々しい表情で立ち上がった。ズボンの汚れを払い、自分を落ち着かせるようにして一度だけ大きく息を吐く。

　彼女はザウエルに向けて右手を差し出し、

「煙草たばこをよこせ。お前が吸っているのは元々は私のものだぞ」

「仰おおせのままに」

　ザウエルは箱ごと投げ渡した。

　彼女が一本を吸い終わるまで、二人は一言も話さなかった。

「貴様の言うとおり、私は舞踏会の勝者になることを諦あきらめたわけではない」

　沈黙を破ったのはクロイツェルだった。

「私は〈血ち塗まみれの竜王女〉。永遠に続くマウザーの魔術から抜け出し、リンドブルムとしての力を取り戻すことこそ悲願とするところ」

「ならどうして棺ひつぎに戻ろうとする。次に舞踏会に招待されるのは、何百年もあとかもしれない」

「グスタフの記憶があるままで、踊れるものか」

　クロイツェルの声は力のないものになった。

「それでも、もしかしたら私も覚悟が決まるかと思った。誰だれかに力ずくでパートナーを取って代わられればな。だが、いざとなってはそんなことは許せそうもない」

「それで追おい腹ばらか。竜王女と契約した奴やつにしてみれば、これほどパートナー冥みよう利りに尽きることはないがな」

　普通はパートナーが先に死ねば別の誰かに乗り換える。一度棺に戻ってしまえば、今までの経験値が全すべてゼロに戻ってしまうのだから。

（マウザーの遊戯はどこまでも残酷だ。まったく頭がどうかしてる）

　七分割された竜王女の姿は永遠に少女のままだ。

　己の野心から棺を見つけ出し契約したところで、パートナーは全ての竜王女を殺す前に寿命が尽きて先に死ぬだろう。その時、二人の絆きずなが強ければ強いほど彼女たちは苦しむ。永遠に生き続け、乾いた心で舞踏会の相手を乗り換え続けるなど、正に修羅の道だ。

　そんなことをするくらいなら棺ひつぎに戻ろうと思う。

　だからマウザーの魔術〈戦死者の館やかた〉での、〈ヴァルハラ舞踏会〉は終わらない。

「グスタフは私の全すべてだ。息子であり、弟であり、兄であり、父だった。時には、恋人だった。パートナーを乗り換えるなど、二度とご免だ」

　クロイツェルは寂しげな声でぽつりと言った。

「二度と？」

　ザウエルはその言葉を聞き逃さなかった。

「一度乗り換えてるのか、おたく」

「貴様に言うことではない」

「そこまでして舞踏会の勝者になろうとしたなら、どうして今度は躊ちゆう躇ちよする」

　クロイツェルは沈黙した。自らの失策に苛いら立だち、強こわ張ばった表情をしていた。

　だが、不意に彼女は声を荒らげた。

「貴様には分かるまい！　半身を失うような痛み。それでもなお前に進まねばならない苦しみ。それが永遠に続くんだ。私はあと何人パートナーを乗り換えればいい。あと何人の死に立ち会えばいい」

　一気にまくし立てて、彼女は自分の胸を拳こぶしで叩たたいた。

「その度たびに、心が空っぽになる！」

「だから楽になりたいってのなら、そいつは違うんだよ、クロイツェル」

　ザウエルの声は静かなものだったが、なぜだか一言一句はっきりと彼女の耳に届いた。

「形なり振ふり構わずなにかを手に入れたいのなら覚悟をしなきゃならん。そういうのを全部背負っていく覚悟ってやつをな」

　触れれば切れるような、鋭く凍った声だった。

　とっくの昔に腹を決めて、その代償になにかを失った声だった。

「それに、忘れるのは悲しくないか」

「…………？」

「大切な人のことを自分が覚えておかなけりゃ、一体誰だれが覚えてる」

　クロイツェルは息を呑のんでザウエルを見つめた。彼の言葉はまるで、自分自身に言い聞かせているようにも聞こえた。

「クロイツェル、俺おれが必ず舞踏会の勝者にすると約束してやる。その代わりに、俺がほしいものをくれ」

　ザウエルは彼女を真まっ直すぐに見返した。

「リンドブルムの叡えい智ちを」
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あとがき



　ごぶさたしております。北きた元もとです。

　半年ぶりくらいでしょうか。大丈夫かな。忘れられたりしてないですかね。超心配。

　なんでこんなに間があいちゃったのやら。別にさぼっていたわけではないのですが……読者のみなさんには大変お待たせしてしまいました。

　それにしても、このあとがきを朝の六時に起床して琵び琶わ湖この北の果てみたいなところに釣りに出かけた帰りに書いていると知られたら、さぼっていないということをまったく信じてもらえる気がしない。

　えーと、まあ、修行みたいなものです。精神鍛錬です。

　超寒い中、湖の上で不安定なボートに乗りながら冷たい雨に打たれました。

　転覆したら二五万円を現金一括払いというリスクを背負いながら、六時間くらいやって一二センチくらいのブラックバスが一匹釣れただけです。

　ほら、こう聞くとかなり難行苦行っぽいですよね。

　これからの執筆で修しゆ羅ら場ばになった時に活きてきます。

　間違いない。

　さてと（物もの凄すごい言いくるめだな）。

　そんなこんなで、四巻をお届けします。

　今回は新しいキャラクターも色々と登場して、物語がぐっと進展します。

　近この衛え先生が相変わらずの素晴らしいイラストを描いてくださったので、実に華やかになりました。ありがとうございます。イラストからイメージが膨らむこともあったりするので、もう東に足を向けて寝られないかもとすら思う始末。

　おっさん比率が高いのでこれで多少は――

　ってか、おっさんも増えてやがる！

　責任者出てこい！

　誰だれ得とくだよ！



　すいません……

　取り乱しました……

　枚数に余裕があるので油断してました……

　ちゃんと本の話をしないと。

　タイトルを見てもらえばなんとなく分かると思われるのですが、今回は完結しているものの、五巻と合わせて前後編のような構造になっています。なので、次と合わせるとより楽しめるかと思います。

　その分、ごぶさたにならないようにしないといけないというあれもありますが。

　今になって、自分でかけたプレッシャーに胃が押しつぶされそうです。

　タスケテ……

　かゆい、うま。



　ああ、危うく意識が謎のウィルスに犯された並に大変なことになるとこでした。

　早いとこ言い残したことを言っておかないと。

　改めまして謝辞を。

　イラストを描いていただいた近この衛え乙おと嗣つぐ先生。毎回、確認する時にニヤニヤしています。表紙をこっそり自宅ＰＣの壁紙にしたりして。ニヤニヤ。

　そして担当のＳ女史には今回も色々とお世話になりました。今年の新人賞の受賞式前に呼び出された時は詰められるのではないかとビクビクしていたんですが、とても優しくしていただいたので心折れずに関西に戻れました。

　もちろんこの本を手にとってくれた読者のみなさんには最大級の感謝を。

　クリスマスイブに書店に並んでいるはずなので、自分だけでなく、親兄弟、恋人から飼い犬までのプレゼントにどうぞ。

　さらに次回もおつき合いしてもらえると作者も犬のように喜びます。

二〇一〇年一一月　北きた元もとあきの



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　北元あきの（きたもと・あきの）

　　兵庫県明石市生まれ。広告業界にいる兼業作家。第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞佳作を受賞。15年以上のブランクを経て釣りを再開させられるも、ルアーとかさっぱり分からない超インドア派。ペラ付きジグヘッドってなんですかー？　ＦＦＣ（福田フィッシングクラブ）に所属。



　イラスト

　近衛乙嗣（このえ・おとつぐ）

　　代表作の「RIGHT×LIGHT」シリーズ（ガガガ文庫）をはじめとする小説の挿絵他、ＴＣＧ「Lycee」のイラストなどを手がける。趣味はロープレスバンジージャンプとパラシュートレススカイダイビングという噂。



    

  
    
      竜王女は天に舞う４
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